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[image: 魔法科高校の劣等生(28)　追跡編〈上〉]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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［０］






　スターズ第三隊隊長、アレクサンダー・アークトゥルス。破壊工作を命じられて日本に潜入するも、着陸直後にＵＳＮＡ本国から乗ってきた輸送機内で襲撃を受け、彼の意識はそこで途切れた。

　長い夢を見ていたような気がする。

　一瞬で覚醒したような気もする。

　アークトゥルスが意識を取り戻した時、彼は完全な闇の中にいた。

　一切の光が無い漆黒。重苦しく纏まとわり付く闇ではない。彼には何も──闇の重さすらも感じられなかった。

　自分が目を開けてるのかどうかさえ分からない。それどころか、自分に目があるという感覚も無い。

　彼は自分の肉体から、外界の全てから、切り離されていた。

　──自分は死んだのか。

　完全な断絶がもたらす絶対的な孤独の中で、アークトゥルスはそう思った。

　──これが「死」か。

　──死後に待つものは、裁きではなく虚無なのか。

　──罪人は地獄の業ごう火かに焼かれるのではなく、虚無の闇に吞のみ込こまれるのか。

　彼はジワジワと迫って来る絶望の中で、ふと、違和感を覚えた。

　──自分は何故なぜ、孤独なのか。

　──孤独でいられるのか。

　アークトゥルスは、同族の声が聞こえなくなっていることに気が付いた。

　パラサイトになって以来、彼の精神を──自我を侵し続けていた、意識の奥底から湧き上がる「囁ささやき」が、今は聞こえない。アークトゥルスの心の中で紡つむぎ出されている思念は、彼自身のものだけだ。

（どういうことだ……？）

　アークトゥルスがパラサイトになったのは、彼がそう望んだからではない。精神生命体の浸食を受けて、同化させられたのだ。

　だがパラサイト化は、精神生命体による全面的な乗っ取りではなかった。アークトゥルスはパラサイトによって一方的に支配されていたのではない。支配は双方向のものだった。

　精神生命体によって彼は人間ではなくなった。だがそれでも彼は、アレクサンダー・アークトゥルスであり続けた。パラサイト化によって感性や思考様式は変質した。しかし意識の継続性は保たれていた。

　アークトゥルスは、パラサイトになる以前のことを覚えている。同じように、パラサイトとなった後のことも記憶している。パラサイトがどういう生き物なのか、詳細に思い出せる。

　パラサイトには自我が無い。いや、全く無いわけではないが、不完全だ。天地一切の存在と区別される、他の何者／何物でもない「自分」を持たない。

　パラサイトは個にして全。自身の意識がありながら、常に同族の想念が紛れ込む。意識の奥底で他の個体の思考が囁ささやき続ける。テレパシーと違って、相手に伝えようとする意思が無くても聞こえてしまう。

　最初の内は、自己の思念と他の個体の思念の区別がつく。しかしやがては、心の奥底から湧き出す想念が自分自身のものと見分けがつかなくなる。ただの人間でも、毎日毎日同じイデオロギーを吹き込まれれば、それを自分自身の価値観と思い込んでしまう。パラサイトの場合は心がつながっているのだ。ただ聞くのとは、自他同一化を強しいる力の桁が違う。

　それに、人間が変化して成ったパラサイトと違って、精神生命体であるパラサイトの方は元々個体と全体を区別しない。それがアークトゥルスの実感だった。

　人に寄生する前の精神生命体は、実体を持たない情報の塊だ。情報は他者を排除しない。情報は、利用されることによって減少・消耗していく物質的な資源とは逆に、共有されることで存在し続ける力を増す。

　精神生命体であると同時に情報生命体でもあるパラサイトは、存在を確かなものとする為ために強固な想念の持ち主に宿る。

　そして己おのれの存在を永続的なものとする為ために、積極的に共有されようとする。

　それが思念の交換、意識の融合を促す圧力になっていた。

　だが今、アークトゥルスは自分がこのプレッシャーから解放されていると気付いた。

（まさか……パラサイトから人間に戻っているのか？）

　喜びよりも恐怖を伴って、彼はそう考えた。

　異種族になることへの、自分が自分でなくなることへの恐れ。

　元は人間だったとはいえ、今のアークトゥルスはパラサイトだった。人間がパラサイト化するのも、パラサイトが人間に戻るのも、別種の生物になるという意味では同じだ。生物には自己保存本能がある。自分を自分のままで保ち続けるという生存原理だ。あらかじめ生物種として組み込まれていない変容に対しては、理屈抜きの忌避を覚える。

　しかしアークトゥルスは、本能から生じる忌避感を意志の力で抑え込み、自分に何が起こっているのか現状分析に精神のリソースを向けた。

　状況の把握は思うように進まない。実のところ彼はまだ、半分以上眠っているようなもの。機能している思考能力は、平常時の五分の一程度だ。しかも彼は、夢の中の登場人物と同様、自分の能力低下に疑問を懐いだかない。




　覚醒は、突然訪れた。




　西暦二〇九七年七月八日十四時七分。

　アークトゥルスを閉じ込めていた闇が、激しく震えた。彼は知らないことだが、一いち条じよう将まさ輝きの『海爆オーシヤン・ブラスト』によって引き起こされた余剰想子サイオンの大波が一瞬で押し寄せてきたのだ。

　彼の意識を覆っていた靄もやが晴れる。思考が一気に、明瞭なものとなる。

（今のは、想子サイオンの波動か？）

（大規模な想子サイオン波はが、想子サイオンの殻を揺さぶった？）

（私は自分自身の想子サイオン情報体に閉じ込められているのか？）

　肉体は精神の牢ろう獄ごく。そう語ったのはプラトンだが、今のアークトゥルスの精神はこの古代ギリシャの哲学者が説いたのとは別の意味で、肉体の檻おりに閉じ込められていた。

　古式魔法で肉体に焼き付けられた封印の呪句。それが彼の心を、外界から隔てている。アークトゥルスは現代魔法を修めると同時に、アメリカ大陸先住民の古式魔法も受け継いでいる。だから自分を縛る術式を理解できた。

　この術式が極めて強固で、彼の古式魔法スキルでは解除できないということも。

（だが、封印を解除できなくても……）

　彼を閉じ込めている古式魔法は、精神と肉体の結び付きを利用して肉体の側から精神を縛るものだ。

（ならば、精神と肉体の結び付きを断てば）

　アークトゥルスは精神だけで魔法を準備した。肉体感覚の欠如に思いの外、戸惑ったが、苦労して魔法式を構築する。発動する魔法は──、

（幽体離脱アストラル・プロジエクシヨン）

　ＣＡＤを操作する代わりに心の声でコマンドを唱えて、精神体を肉体の外に投射する魔法を実行する。

　彼がこの魔法を使うのは、これが初めてではない。「使い慣れた」とまでは言えないが、制御を失敗しない程度には経験を積んでいた。

　自分を固定している留め金が外れたような感触。

　アークトゥルスは、身体からだを置き去りにして起き上がる、幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンを行使する際に特有の感覚で肉体を抜け出そうとした。

　今までに感じたことのない、網を被かぶせられているような抵抗があった。

　見えない網目に手を掛けて、強引に引きちぎる様をイメージする。

　急に視界が開けた。

　前には輸送機の天井。彼の記憶が正しければ貨物室だ。

　振り返らなくても背後が見える。

　床に置かれた「棺ひつぎ」の中に、血の気が引いた顔の、自分の肉体が横たわっている。

　これまで経験した幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンでは、「自分」と自分の肉体を細い糸がつないでいた。

　しかしその「糸」が見当たらない。

　肉体とつながっている手応えも無い。

　先程「網」を引きちぎった際に、一緒に切れてしまったのだろうか。

（私は……死んだのか？）

　この魔法を授けてくれた祖母は、あの糸が肉体と魂をつないでいると教えてくれた。若い頃に指導を受けた日本人の僧侶は、あの糸が切れると肉体に戻れなくなると言っていた。

　アークトゥルスが動揺したのは、一瞬だけだった。直前までの境遇を思い出すことで、死に対する恐怖がパニックにつながる前に未発のまま消えた。

　全てから断絶された虚無の暗闇。その中に寿命が尽きるまで閉じ込められていたかもしれないと思えば、世界を見て、聞いて、感じることができる状態は、たとえ今の自分が幽霊だとしても、比べようもなく好ましい。

　そもそもパラサイトになった時に、人としての命は終わったようなものだ。今更、生に執着するのは無様で滑稽なことに思われたのだった。

　それより、この自分が亡霊なのだとしたら、アレクサンダー・アークトゥルスとしての意識が保たれている内に為なすべきことを為なさねばならない。彼はそう考えた。

　アークトゥルスはＵＳＮＡの軍人であることを、己おのれのアイデンティティと定めている。

　人間からパラサイトに変じても、祖国アメリカの軍人として義務を果たしている限り、自分は「自分」でいられる。それは思考や主義というより信仰に近い念おもいだ。

　アークトゥルスは自分が自分でなくなるその時まで、「アレクサンダー・アークトゥルス」でいたいと念じた。

　その為ためには、何をすれば良いのか。

（……私に与えられていた任務を遂行すれば良い）

　彼に与えられていた任務は何か。

（……タツヤ・シバの恒星炉プラントを破壊し、彼がディオーネー計画参加を拒めない状況を作り出す。それが私に与えられた任務だ）

　魔法は、幽体の状態でも行使できる。ダンシング・ブレイズのように武器を併用する魔法の使用はシステム的に不可能だが、流体や電磁波に干渉するものならば問題無く発動可能だ。精神干渉系の術式は、幽体の方がむしろスムーズに使える。




　──アークトゥルスがこの決断に至るまで、暗闇の中で覚醒した時からおよそ一時間。

　この時点で既に、彼の仲間たちによる巳み焼やき島しま襲撃は失敗に終わり、レグルス、ベガ、デネブの三人は肉体を達たつ也やによって分解消去され、精神体の状態で封印されていた。








［１］






　水み波なみが光み宣のるに攫さらわれた。

　助けを求める深み雪ゆきの声に応えて、達たつ也やは巳み焼やき島しまを飛び立った。

　二十一世紀初頭、新しく伊い豆ず諸しよ島とうに加わった巳み焼やき島しまから、東とう京きようの調ちよう布ふまでエアカーで二十分は掛かる。その時間を達たつ也やは無駄にしなかった。

　深み雪ゆきが激しいショックに囚とらわれていて、秩序だった説明ができないのは分かっている。試すまでもないことだし、彼女に余計な負担を掛ける結果にしかならないのも達たつ也やにとっては明らかだ。

『はい、桜おう崎ざきです』

　達たつ也やが無線をつないだ相手は夕ゆう歌かのガーディアン、桜おう崎ざき千ち穂ほだった。

　達たつ也やは挨拶もそこそこに状況の説明を求める。

『九く島どう光み宣のるがパラサイドールを引き連れて病院を襲撃。パラサイドールを自爆させてパラサイトの本体を解放し、居合わせた市民を襲わせました。十じゆう文もん字じ家けがその対応に追われている隙に、九く島どう光み宣のるは防衛線を突破。病院に侵入しました』

「夕ゆう歌かさんはパラサイトの対応に出動されたんですね？」

『はい、深み雪ゆき様のご指示でした』

　千ち穂ほの口調は、微妙に言い訳臭かった。

　達たつ也やに対する弁解としては、確かに有効だったと言える。深み雪ゆきの判断だと言われれば、達たつ也やには文句を付けられない。

「光み宣のるの相手は深み雪ゆきが一人で？」

『そうです。病院内で何があったのか、まだ詳しくは判明していませんが、深み雪ゆき様は無傷です。九く島どう光み宣のると共に侵入したパラサイドール四体は深み雪ゆき様の魔法で全て機能を停止。桜さくら井い水み波なみは九く島どう光み宣のるに連れ去られました』

　千ち穂ほの説明で、事態の表面的な推移は把握できた。だがその裏で何が起こったのか、達たつ也やは理解できなかった。

　パラサイドールを無力化したのは、深み雪ゆきの『コキュートス』だろう。

　達たつ也やに掛けられていた封印を維持していたのは深み雪ゆきの力だ。達たつ也やが封印から自由になったのと同時に、深み雪ゆきも自分の魔法力を百パーセント、いつでも自由に使えるようになった。

　深み雪ゆきのコキュートスがパラサイト本体に決定的なダメージを与えられることは、去年の冬、一高の演習林におけるパラサイトとの決戦で実証済みだ。人間に寄生しているパラサイトと違い、宿主と融合するのではなく単に取り憑ついているだけのパラサイドールが深み雪ゆきの魔法に抗あらがえるはずはない。

　分からないのは、深み雪ゆきが無傷にも拘かかわらず水み波なみの拉致を許した点だった。

　光み宣のるを逃がしたことについては、それほど不思議だと達たつ也やは感じなかった。

　コキュートスは手加減ができない魔法だ。直撃を受ければ、待っているのは事実上の死。それ以外の結末はない。

　光み宣のるの魔法力ならば『仮装行列パレード』で、一度は耐えられるかもしれない。だが、二度目は無い。

　コキュートスが対象とするのは「精神活動」という「情報」だ。あの魔法は「精神活動」を永続的に停止させる。

　魔法という精神活動も、例外ではない。光み宣のるがコキュートスの直撃を仮装行列パレードで防いだならば、彼は二度と仮装行列パレードを使えなくなる。直撃ではなく掠かすめただけでも、しばらくは魔法力の低下に悩まされるに違いない。

　深み雪ゆきには、光み宣のるを殺す動機が無い。光み宣のるから魔法を奪う理由もない。本当はパラサイトを敵視する必要も、彼女には無いのだ。人類社会にとってパラサイトは脅威だが、深み雪ゆきにとっては何時でも滅ぼせる脆ぜい弱じやくな生き物に過ぎない。

　水み波なみをパラサイトに変えようなどとしなければ、光み宣のるの恋を後押ししても良い。深み雪ゆきはきっと、そう思っている。光み宣のるが水み波なみを攫さらっていっても、水み波なみがそれで幸せになるなら笑って見送るだろう。達たつ也やの妹は、そういう女の子だ。

　しかし逆に言えば、今の光み宣のるに水み波なみを委ねるはずはない。治療の為ために水み波なみをパラサイトに変える──光み宣のるがこの考えを捨てない限り、深み雪ゆきはそれを阻止しようとするはずだ。

　光み宣のると戦って、深み雪ゆきが必ず勝利するという保証は無い。コキュートスが決まれば、光み宣のるの敗北は必至だ。だがその前に光み宣のるの魔法が深み雪ゆきを捉えれば、勝敗は逆転する。

　無論、どんなに離れていようと、深み雪ゆきを害する一切を達たつ也やは許さない。深み雪ゆきに対する攻撃が行われようとした瞬間、達たつ也やはそれを察知する。知覚し、認識して、攻撃そのものを分解消去する。彼に分解できない攻撃であれば、それを放とうとしている敵を消す。

　だが達たつ也やが東とう京きようを離れてから現時点まで、深み雪ゆきに対するダイレクトな攻撃は達たつ也やの「視界」に映らなかった。「深み雪ゆきは無傷」という千ち穂ほの説明も、それを裏付けている。

　深み雪ゆきは光み宣のると戦わずに、水み波なみが連れ去られるのをみすみす見逃したのだろうか……？

　それとも、光み宣のるを攻撃できない想定外の状況が発生したのだろうか？

　それが一体どんなシチュエーションなのか、達たつ也やには想像できない。

「光み宣のるの現在位置は把握できていますか」

　結論が出ない憶測を棚上げして、達たつ也やは光み宣のるの追跡に思考を切り替えた。今、重視されるべきは、間違いなくこちらだ。

『使用している車両の詳細は不明ですが、中ちゆう央おう道どうを西に向かっている模様です。十じゆう文もん字じ家けの御当主様が追跡の準備を終えられました』

　逃走車両の外観、種類が分からなければ、街路カメラや成層圏プラットフォームの監視カメラは役に立たない。交通管制システムとの交信は、当然切断されているだろう。

「中ちゆう央おう道どうを西進していると判断した根拠は？」

　達たつ也やの問い掛けは、この疑問に基づくものだった。

『パラサイト用レーダーによる観測から推定しました』

　パラサイト用想子サイオンレーダーの性能は、まだ完成と呼べるレベルではない。多地点観測で発信源を特定できるほど数が揃そろっていないから、大体の方向しか分からないのはやむを得ない。

　しかしそもそも現段階の性能では、光み宣のるの仮装行列パレードを突破して彼の反応を捉えることすらできないはずだ。──光み宣のるが万全の状態であったなら。

「光み宣のるは戦闘によるダメージを受けているのですか？」

　魔法技能の低下。それが一時的なものなのか、ずっと後遺症として残るものなのか。精神を攻撃する系統外魔法によるダメージなのか、防御力を上回る攻撃に曝さらされて魔法演算領域がオーバーヒートしたことによるものなのか。

　深み雪ゆきのコキュートスを受けた可能性が最も高いが、原因はともかく、光み宣のるの仮装行列パレードが弱体化しているのだとすれば、水み波なみを取り返すだけでなく、光み宣のるを殺さずに捕らえる絶好の機会となるかもしれない。

　達たつ也やはまだ、光み宣のるを殺す決断ができずにいる。情が移ったという面も皆無ではないが、それより、光み宣のるを殺した時に──彼の肉体を滅ぼした時に何が起こるのか予測がつかないからだ。

　光み宣のるはパラサイトと融合しながら自我を保っている上に、周しゆう公こう瑾きんの亡霊まで取り込んでいる。去年の冬に戦った米軍脱走兵や、今日斃たおしたスターズの魔法師とは明らかに異質な存在。『封ふう玉ぎよく』でスターズの一等星級魔法師を封じられたからといって、精神体となった光み宣のるにも通用するとは限らない。もしかしたら、強大な精神生命体をこの世界に解き放つ結果となるかもしれないのだ。

　達たつ也やは、そんなリスクを冒すつもりはなかった。生きたまま捕らえて魔法を使えなくしてしまう──例えば薬でずっと眠らせておく──のが、光み宣のるに対して現時点で最も確実な対処法。それが達たつ也やの考えだった。

　しかし殺さずに捕らえるのは、殺してしまうよりも難度が高い。たとえ生死を問わぬ戦いであっても、万全な状態の光み宣のるを相手にして確実に勝てると言い切る自信は達たつ也やにも無い。好むと好まざるとに拘かかわらず、次に光み宣のると戦う時は殺し合いを覚悟しなければならないと達たつ也やは思っていた。

　だが光み宣のるの魔法力が低下しているのであれば、それが一時的なものであっても、達たつ也やにとっては大きなチャンスだ。取り敢えず水み波なみを取り戻すという姿勢ではなく、今日決着を付けるという心構えで臨む必要がある。

　達たつ也やの質問は、そういう意図で出されたものだった。

『九く島どう光み宣のるは現在、偽装・隠蔽の魔法技能が低下しているようです。どの程度の時間、弱体化状態が続くのかは分かっていません』

　それに対する千ち穂ほの答えがこれだ。

　達たつ也やは思わず、「チャンスだ」という不謹慎な感想を口走りそうになった。
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　達たつ也やが調ちよう布ふ碧あお葉ば医い院いん──水み波なみが入院していた病院──の前に到着したのは、深み雪ゆきの助けを求める通信を受けてからちょうど二十分後のことだった。掛かった時間は調ちよう布ふから巳み焼やき島しまの二十数分より少し短い。四よつ葉ば本ほん家けの緊急出動要請に応じた往路よりも復路の方が速かったのは、達たつ也やの中での優先順位を表していた。

「お兄様！」

　深み雪ゆきが飛びつくように駆け寄ってくる。辺りに克かつ人と以下、十じゆう文もん字じ家けの魔法師たちの姿は見えない。逃走した光み宣のるの追跡に出発した後なのだろう。だが夕ゆう歌かをはじめとした津つ久く葉ば家けの者は残っている。第三者がいる所で「お兄様」は本来なら好ましくなかったが、今は深み雪ゆきも動揺しているのだろうと夕ゆう歌かたちも好意的に解釈していた。

「深み雪ゆき。お前に怪我けがが無くて良かった」

　達たつ也やの口から出たこのセリフは、計算されたものではない。彼の内側から自然に湧き出した言葉だった。まさかそんな風に声を掛けられるとは予想していなかった深み雪ゆきは目を見開いていたが、彼女よりも達たつ也や自身の方が驚きは大きかった。

　自分が深み雪ゆきを心配するのは当たり前で、それ自体は不思議でも何でもない。ただ自分のものとは思えない素直な言葉が、達たつ也やには意外だった。

「ありがとう、ございます」

　もしかしたら深み雪ゆきの返事は、このケースに適切なものではなかったかもしれない。しかしこの、感謝の言葉もまた、彼女の心が自然に紡つむぎ出したものだった。

　深み雪ゆきははにかみ、俯うつむき──掛けたところで、ハッと顔を上げた。

「達也様！」

　今の短い遣やり取とりがパニックを鎮しずめる役目を果たしたのだろう。「お兄様」から「達たつ也や様」に切り替えたのは、深み雪ゆきが他人の目を気にする余裕を取り戻した証拠だった。

「わたしのことより、水み波なみちゃんが！」

　抱きつく寸前の体勢で訴えかける深み雪ゆきの両肩を外側から包み込むように、達たつ也やは両手をそっと添えた。

　達たつ也やの掌てのひらに、微かすかな震えが伝わってくる。

「詳しい話は後で聞く。今は水み波なみを取り戻すのが先だ」

「……取り戻せますでしょうか」

「約束はできない」

　ここで気休めを口にするのは簡単だった。

　だが達たつ也やは、深み雪ゆきに対してそんな不誠実な真似まねをするつもりは無かった。

「光み宣のるは手て強ごわい。それにあいつの仮装行列パレードはリーナ以上だ。魔法技能が低下していても、確実に発見できるとは言い切れない」

　達たつ也やは一旦言葉を切って、深み雪ゆきの瞳をのぞき込むように、少し距離を詰めた。

「だが、時間が経たてば経たつ程、奪還は難しくなる。今すぐ助けに行くのが最良の策だ」

　達たつ也やの掌てのひらから伝わる、深み雪ゆきの身体からだの震えが止まった。

「助けに……そうですよね。光み宣のる君がしようとしていることは間違っている。水み波なみちゃんがどう考えていようと……」

　深み雪ゆきのセリフは、達たつ也やの心に不審感を呼び起こした。まるで、水み波なみが自分から光み宣のるに付いて行ったようだ、と。

　だが彼はそれを意識の中だけに押おし止とどめ、表情に反映させることはなかった。

　今、採り上げるべき問題ではない。

「そういうことだ。すぐに発たつ」

「達たつ也や様！　わたしも連れて行ってください」

　深み雪ゆきがこう言い出すのは達たつ也やにも予想できた。

　水み波なみが攫さらわれたのは自分の責任だと深み雪ゆきは考えている。自分が躊ちゆう躇ちよ無く光み宣のるに向かって『コキュートス』を放っていれば、水み波なみが心にも無い振る舞いに出ることはなかったし、光み宣のるにその隙を突かれることもなかった──深み雪ゆきはそう思い込んで、自分を責めている。

　だから自分の愚行を少しでも自分の手で償いたい、と彼女は思い詰めているのだ。

　その心理が、達たつ也やには手に取るように分かる。だから彼にも、連れて行ってやりたいという思いが無くもない。

「それはできない」

　だが頷うなずくわけには行かなかった。

「フリードスーツで空から追跡する。エアカーでは小回りが利きかない」

　危険だからではなく、手段の問題で。

「……分かりました」

　深み雪ゆきは達たつ也やに負けないくらい飛行魔法を使いこなせる。だが飛行魔法用のスーツ無しでは、達たつ也やの足あし手で纏まといになってしまう。それを理解している深み雪ゆきは、無理に同行を乞わなかった。

「達たつ也や様、お気を付けて。水み波なみちゃんをよろしくお願いします」

「行ってくる」

　深み雪ゆきの言葉に短い応えを返して、達たつ也やは西の空目掛け飛び立った。
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　四よつ葉ば家けが開発した飛行装甲服『フリードスーツ』は国防軍の『ムーバルスーツ』と比較して、パワーアシスト機能は備わっておらずデータリンク機能で劣っているが、防御性能は同等以上だ。ステルス性能と肝腎の飛行性能は、むしろ勝っている。

　データリンクも多人数と連携して行動する為ための機能が足りないだけで、外部データを利用する分に不足は無い。追跡にはムーバルスーツよりも適しているとさえ言えるだろう。

　達たつ也やの視界には半透明の地図が映っている。関東西部・武ぶ相そう地区の広域地図に、パラサイト用に調整された想子サイオンレーダーの観測結果から推定した光み宣のるの現在位置が直径一キロ程度の赤い円で示されていた。

　調ちよう布ふの病院前で時間を無駄にしたつもりはないが、それでも出発までに五分以上を費やしている。逃走した光み宣のるに遅れること、三十分弱。

　しかし、地上と空、道なりに進まなければならない光み宣のるに対して達たつ也やは直線で飛べるアドバンテージがある。道路上には他の車もあり、自由に走れるわけではない。

　光み宣のるの現在位置を示す半透明の円は高たか尾お山さんの手前を西に進んでいる。五分以内に追いつくべく、達たつ也やは飛行速度を時速四百キロまで引き上げた。
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　水み波なみを病院から連れ出した光み宣のるは、九く島どう家けが用意した自走車で中ちゆう央おう道どうを西に向かっていた。パラサイドールを運んだ物とは別のボックスワゴン車だ。後部座席と貨物スペースがキャンピングカー仕様に改装された「バンコン」と呼ばれるタイプの自走車である。

　車内にいるのは光み宣のると水み波なみの二人きり。運転手は人間そっくりの、パラサイドールではない戦闘用ガイノイドだ。水み波なみはベッドにもなる長椅子に腰掛け、光み宣のるは助手席に座っている。

　水み波なみを見張る者はいない。高速道路を走行中だから車外に出られないという事情はあるが、仮にそうでなくても、光み宣のるには水み波なみを監視するつもりはなかった。

　彼女が自分の許もとから逃げ出すなら、それもやむを得ないと光み宣のるは考えている。

　強がりではない。水み波なみを連れてきたのは彼の我わが儘ままだが、それ以上彼女に何かを強制する気は無かった。

　光み宣のるは、水み波なみとゆっくり話をしたかった。達たつ也やや深み雪ゆきに邪魔をされず、水み波なみの意思を確かめたい。それが光み宣のるの望みだった。

　水み波なみは、本当はどうしたいのか。

　ただ死にたくないのか。

　それとも、魔法を失いたくないのか。

 「人であること」と「魔法師であること」の、どちらを選ぶのか。

　水み波なみが「魔法を捨てても良い」「人としての平凡な人生を送りたい」と答えたとしても、光み宣のるは説得も強制もしないと決めていた。騙だまし討ちで水み波なみをパラサイトに変えてしまうような真似まねは決してしないと、自らに誓っていた。

　光み宣のるはただ、水み波なみの為ために何かをしたかったのだ。

　何もせず黙って見ているのが耐えられない。それは間違いなく、光み宣のるの我わが儘ままであり押し付けだ。

　光み宣のるがもう少し愚かであれば、あるいは目の前のことしか見えない性格であれば、もっと楽に生きられるだろう。

　だが賢い彼は、こうして達たつ也やと深み雪ゆきの許もとから引き離していること自体が、水み波なみの意思を蔑ないがしろにする強制だと自覚していた。

　だからこそこれ以上、水み波なみを束縛するような真似まねはしたくない──。

　本当は水み波なみがどんな顔をしているのか、気になって仕方が無いのだ。

　怒っているのではないか。

　嫌われてしまったのではないか。

　軽蔑されているのではないか。

　そういう様々な不安を抑え込み、敢あえて水み波なみの隣に座らなかったのは、彼女を束縛しないという決意を自分自身に示す為ためだ。

　ただ、光み宣のるが助手席に座っているのは──水み波なみから離れて座っているのは、そんな少年らしい潔癖性の故ばかりではなかった。

　深み雪ゆきのコキュートスを受けて、光み宣のるの魔法力は大幅にレベルが下がっている。一時的なものだという実感があるので弱体化自体にショックは受けていないが、今の状況は楽観できない。

　彼は逃走を開始してからずっと、自分を追い掛けてくる「機械の目」の存在を感じていた。自分の想子サイオン波はを識別されたという「情報」が、「情報次元」を通じて伝わってくるのだ。

　魔法力の低下により仮装行列パレードの効果までレベルダウンしている現状では、機械による想子サイオン波は探知を完全に遮断することはできない。探知の精度を落とさせるのが精一杯だ。

　精度、半径十メートル。それが最初、逆流してきた情報で光み宣のるが把握した、彼を追い掛けるレーダーの性能だった。

　それを今は、半径五百メートルまで自身の反応を誤魔化している。それも、自分を円の中心に置くのではない。偽装した想子サイオン波はの発信源を道路上の前後左右に移動させることで、探知結果を不安定に揺れ動かしていた。

　幾ら高速道路に速度の制限が無くなったとはいえ、不自然にスピードを出し過ぎれば目立ってしまう。どんなに気が急せいても、無理な運転はさせられない。四よつ葉ば家けや十じゆう文もん字じ家けの追跡を躱かわす為ためには、弱体化した仮装行列パレードを全力で行使するしかなかった。しかし隣に水み波なみがいたなら、彼女の心の裡うちが気になって魔法に集中しきれなかっただろう。

　そしてつい先程から、偽装工作はますます厳しいものになっていた。

　自分に向けられている「眼め」。

　達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』だと、光み宣のるにはすぐに分かった。

　しかし分かっただけでは、どうにもならない。

　今の光み宣のるでは、達たつ也やの「視線」を振り切れない。

　せめて正確な居場所を摑つかませないように、光み宣のるは全力を振り絞らなければならなかった。




　光み宣のるの思いは別にして、彼が距離を取っていてくれるのは、水み波なみにとってもありがたかった。今、隣に人の温ぬくもりを感じたならば、寄り掛かってしまいそうだ。水み波なみは自分の精神状態を、そう認識していた。

　彼女は罪の意識に苛さいなまれていた。

　自分は深み雪ゆきを裏切った。──それが信じられないという思いもある。

　自分は何故なぜ、主である深み雪ゆきを裏切ったのか。

　自分は何故なぜ、深み雪ゆきを裏切って光み宣のるをかばったりしたのか。

　深み雪ゆきよりも光み宣のるの方を好きになっていたからだ、という突き放した意見を述べる意識の中のもう一人の自分には、頷うなずけずにいる。

　認めたくないという気持ちが、無いとは言えない。だが「それは違う」という確信も、自分の中には確かにあった。

　深み雪ゆきに対する感情と、光み宣のるに対する感情は、全く種類が異なる。

　水み波なみにとって、深み雪ゆきは主だ。

　最初は、それだけだった。

　だが今では家族のようにも、姉のようにも思っている。任務だからではなく、大切だから、命懸けで守りたい。

　伊い豆ずの別荘で戦略級魔法『トゥマーン・ボンバ』による奇襲に対して己の限界を超えた力を発揮できたのは、その気持ちがあったからだ。水み波なみは自分の行動原理をそこまで明確に意識していないが、それが彼女の、紛れもない真実だった。

　一方で光み宣のるに対する気持ちは「まだ良く分からない」というのが水み波なみの偽らざる心情だ。自分が光み宣のるのことをどう思っているのか。水み波なみはそれを、ずっと考えている。今もまだ、結論は出ない。

　単純に好きか嫌いかと問われれば、水み波なみは「好き」と答えるだろう。

　だが「どのくらい好きなのか？」と訊きかれたならば、たちまち答えに詰まってしまう。

　まだその程度の想おもいでしかない。

　深み雪ゆきを裏切ったあの時のことを、水み波なみは必死に思い出そうとしていた。

　必死になっても、光み宣のるの前に立ったあの瞬間、深み雪ゆきに「お止めください！」と叫んだあの瞬間に、自分が何を考えていたのか思い出せない。

　ただ、自分が深雪と比べて光み宣のるを選んだのでないことだけは確信している。

　深み雪ゆきに対する忠誠心を捨てたのでないことだけは、固く信じている。

 「疑うな」と、「信じろ」と、水み波なみは強く、自分に命じていた……。





◇　◇　◇






　アークトゥルスは恒星炉プラント破壊の任務を果たすべく、仲間に合流しようと考えた。

　しかし幽体──肉体の情報を保持した精神体になったからといって、何処どこにでも自由に飛んでいけるわけではない。

　確かに物理的な制限は無くなった。海にも山にも妨げられることはないし、移動速度も彼が体験したことのあるスピードは再現可能だ。ちなみにアークトゥルスは超音速戦闘機の後部座席に乗ったことがある。

　だが行き先を自動的に設定してくれるナビゲーションシステムは、幽体の状態では利用できない。目的地が分からなければ、どれだけ速く飛べても精神力を消耗するだけだ。

　移動には、目印がいる。

　そして仲間のことは、どんなに離れていても分かる。──はずだった。

　だがアークトゥルスがどれだけ感覚を研ぎ澄ませても、彼はレグルスの気配を発見できなかった。

　自分がパラサイトでなくなってしまったからか？　やはり自分は、人間に戻っているのだろうか？

　アークトゥルスは実体の無い首を捻ひねった。

　もう一度、今度は知覚系の古式魔法で部下の生体波動をサーチする。この魔法はアメリカ先住民の間に伝わる系統外魔法で、物理的な距離に関係無く、情報的な距離に応じて反応に強弱が表れる。

　例えば単なる顔見知り程度なら、隣の部屋にいてもぼんやりとした感触しか得られない。反対に友人や濃い血縁の者、あるいは部族の宿敵、狩り損ね逆に傷を負わされた獣などは、百キロ以上離れていても、人間であるか否いなかに拘かかわらず強い手応えを返す。

　それなのにレグルスの所在は、やはり探知できなかった。同じ隊で五年以上もの間、行動を共にしてきた相手であるにも拘かかわらず。

（まさか、やられてしまったのか……？）

　悲観的な推測がアークトゥルスに衝撃を与える。

　しかし彼には、悲嘆に暮れている余裕は無かった。

（この感触は!?）

　アークトゥルスが広げた探知の網に、強い因縁を持つ存在が掛かった。

（これは、あの時の!?）

　日本に到着した直後の輸送機に襲い掛かり、自分を肉体の中に閉じ込めた仇きゆう敵てき。それが、北の空を西に向かっている。

（あれは、敵だ）

　その相手が誰なのか、アークトゥルスの魔法では分からない。

　それが彼に与えられた任務の最終的なターゲット「司し波ば達たつ也や」であるとは知らぬまま、アークトゥルスは仲間の兵士と自分自身の仇かたきを討つべく、空を行く人影を追い掛けた。
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　達たつ也やは高たか尾お山さんの手前でスピードを緩めた。

　確実に近づいている。情報面から水波を追跡していた達たつ也やは、彼の視界を遮るフィルター越しに水み波なみのエイドスを読み取りながら、そう思った。

　何の妨害も無ければ、達たつ也やは水み波なみの現在位置を地球の裏側からでも取得できるはずだ。同じ家で暮らしていた達たつ也やと水み波なみの情報的な距離は、それだけ近い。光み宣のるの魔法によって詳細な座標は隠されていても、「相対距離」という大まかな情報は読み出せる。

　光み宣のるは達たつ也やの視線が自分に向けられていると誤解していたが、達たつ也やが追い掛けていたのは、より彼自身に縁が深い水み波なみの情報だった。

　達たつ也やはバイザーのデータ表示を切って、地上の道路に目を向けた。

　想子サイオンの波動そのものを観測する為ためだ。

　光み宣のるは弱体化した状態でも、偽装の魔法を使っていることを遠くから感知されるような余剰想子サイオンを漏らしてはいない。

　だがパラサイト用レーダーが彼の反応を捉えたことからも分かるように、パラサイトの波動を完全には隠せていない。おそらく、深み雪ゆきのコキュートスが掠かすめたダメージによるものだろう。

（──あれか？）

　明らかに人間のものとは違う、異質な波動が達たつ也やの目に留まる。

　ぼんやりと靄もやのように広がっている想子サイオン波はの源を特定しようと、達たつ也やは高度を落とした。

　だが次の瞬間、自分を狙う魔法の兆候を左側方に感知して、彼は降下を中止した。

　逆に高度を上げる。

　跳ねるように上昇した彼のすぐ下を、細く絞り込まれた魔法による雷いかづちが走り抜けた。

　魔法の発生源へ、達たつ也やは空中で向き直った。

　魔法の発動地点と魔法式の出力地点は、ほぼ一致していた。手て許もとから荷電粒子銃のように電撃を放つ。現代魔法では武装デバイスを使用するケースを除き、余り好まれない魔法の形態だ。

　敵は古式魔法師だろう。そう予測した達たつ也やが視認した敵の姿は、思い掛けないものだった。

　敵には、実体が無かった。

　肉体の姿形をコピーした精神体が、達たつ也やに敵意を向けていた。

（意思を宿した想子サイオン体──亡霊？　いや、幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンか!?）

　次の魔法が達たつ也やに襲い掛かる。鋭く圧おし固められた空気の槍やりが旋回しながら飛来する。

　魔法の対象になっていない空気との境界面でプラズマの火花を散らしながら自分を貫こうとする旋つむじ風かぜの投なげ槍やりを、達たつ也やは術式解散グラム・デイスパージヨンで無力化した。

　術式解散グラム・デイスパージヨンは、魔法式の構造情報を分析して組織化された想子サイオン粒子の結合を解ほどき散らす魔法だ。その第一段階で、魔法式に記述された情報を取得する。

　魔法の内容と同時に、魔法のオーナーに関する情報も。

　幽体は肉体の形状をコピーしていると言っても、細部までは再現されていない。相手が何者なのかはっきり意識して見ない限り、シルエットしか分からない。

　だが今、達たつ也やは相手の魔法を解読することによって、敵の正体を知った。

（スターズ一等星級魔法師、アレクサンダー・アークトゥルス）

　その認識が、幽体に詳細な形を与える。

　空中で対たい峙じする人型の想子サイオン体は、座ざ間ま基地の輸送機内で戦った大柄な魔法師の姿を顕あらわした。
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　頭上で始まった魔法戦の気配を、光み宣のるはすぐにキャッチした。

（一人はアレクサンダー・アークトゥルス……。戦っている相手は達たつ也やさんか？）

　魔法を撃ち合っている片方の正体はすぐに分かった。封印されていたアークトゥルスの精神体を呼び覚ましたのは光み宣のるに他ならない。

　封印からの完全な脱出までは確かめていないが、上空で戦っている幽体の想子サイオン波は形けいが封印解除の際に接触したアークトゥルスのものと同じだったから、すぐに見分けが付いた。

　ところで、肉体を脱した幽体のコアはパラサイトと同じく霊子プシオンで構成された情報体だが、重ね合わせるように想子サイオン情報体の衣も纏まとっている。

　光み宣のるがアークトゥルスを察知したのは、霊子プシオン情報体そのものを知覚したことによるのではない。それに伴う想子サイオン情報体の活動を認識した結果だった。

　もう一人は達たつ也やだと光み宣のるが推測することしかできなかったのは、これとは裏腹な理由による。

　彼は達たつ也やの想子サイオン波は動どうを、観測できなかった。

　アークトゥルスが戦っている相手は、確実に魔法を使っているにも拘かかわらず、想子サイオン波はを漏らしていない。魔法で干渉するエイドスにのみ自分の想子サイオンを投射して、その余波を情報次元にも物理次元にも生じさせていないのである。

　高度な魔法を操るのではなく、魔法を高度に操ることで実現された隠おん密みつ性せい。まさしく、芸術的なテクニックだ。

（……いや、逆に考えれば良い。こんな魔法運用は、達たつ也やさんにしかできない）

　それはもしかしたら、過大評価かもしれない。世界には達たつ也や以上に老ろう練れんな魔法の名人が存在するかもしれない。だが今、光み宣のるに関わってくる魔法師の中で、これだけの魔法運用技術の持ち主は達たつ也やしか思い当たらない。少なくとも光み宣のるは、達たつ也や以外に知らない。

　──達たつ也やが自分に追いつこうとしている。

　その認識は、光み宣のるに激しい焦あせりをもたらした。

　光み宣のるには、自分の魔法技能が一時的にレベルダウンしている自覚がある。万全な状態でも、達たつ也やを確実に退けられる自信は持てないのだ。力が低下したこの状態で追いつかれたならば、十中八九、水み波なみは連れ戻されてしまう。

　彼の腕の中から、取り上げられてしまう。

　嫌だ、と光み宣のるは思った。

　彼はまだ、水み波なみから返事を聞いていない。

　彼女の気持ちを確かめていない。

　こと魔法に関する限り、光み宣のるは他人を頼ったことはない。

　肉体の変調が理由で他人に譲ったことはある。

　他人に任せたことはある。

　だが魔法に関する限り、自分にできないことを他人に願った経験は無い。

　それは光み宣のるにとって、初めての経験だった。

（頼む……！　三十分で良いい。何とか達たつ也やさんを足止めしてくれ……！）

　光み宣のるは我が武む者しや羅らな攻撃を繰り出すアークトゥルスの幽体に、そう願った。




　水み波なみが達たつ也やの接近に気付いたのは、光み宣のるのように魔法戦闘の余波をキャッチしたからではなかった。光み宣のるにも分からなかった達たつ也やの想子サイオン波は動どうを知覚したからでもなかった。

　──視みられている。

　魔法的な感覚以外の直感で、水み波なみはそう感じた。それは水み波なみが家の中で、一高の校内で毎日浴びてきた達たつ也やの、全てを見通すような視線だった。

　最初の頃とは違って、彼の視線に理由も無く竦すくんでしまうことは無くなった。

　だが一年以上が経たっても、恐れが完全に消えてしまうことはなかった。

　恐怖と言っても、[image: 叱]られるのを恐れていたのではない。達たつ也やから折せつ檻かんを受けるようなことは一度足りと、気配でさえも無かった。

　ただ見られるのが、知られるのが恐ろしかった。

　水み波なみは自分が完璧から程遠いと自覚している。仕事もそうだし、人格的にもそうだ。拙つたない自分、非才な自分、怠惰な自分、醜い自分。他人には知られたくないし、自分でも見ないようにしている大勢の「自分」がいる。

　達たつ也やに見られていると、そんな「自分」までもが暴き出されてしまうように感じる。

　考えすぎだと、水み波なみにも分かっている。達たつ也やの力が他者の心に及ばないことは前まえ以もつて教えられていたし、他人の小さな秘密を一々暴いて悦に入る悪趣味な性格ではないことは一緒に暮らしてすぐに分かった。

　ただ、達たつ也やに隠し事を見抜く力があるのも、確かな事実だ。心の中はのぞけなくても、犯した罪は閲覧できる。地獄の裁判官のように。最後の審判で検事を務める天使のように。

　二十四時間以内という制限はあるようだが、それは何の慰めにもならない。一緒に暮らしていた頃は、二十四時間以上顔を合わせないことが無かったし、今の水み波なみは。

　裏切りという重罪を犯してから、まだ一時間も経たっていない。

　俯うつむいている体勢からさらに、肩を抱き背中を丸めて縮こまる。

　水み波なみは怖かった。

　達たつ也やに断罪されることを、ではなく。

　達たつ也やが水み波なみの罪を、裁かないことを。

　自分には、罪を問うだけの価値が無いと告げられる。

　自分がどうでも良いい人間だと切り捨てられる。

　達たつ也やの視線を感じながら、水み波なみはそれを恐怖した。
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　アークトゥルスの幽体が、達たつ也やに向けて魔法を放つ。

　達たつ也やはその魔法を、術式解体グラム・デモリツシヨンと術式解散グラム・デイスパージヨンを駆使して無効化する。

　達たつ也やは、戦っている精神体の正体を看破している。座ざ間ま基地に着陸した直後の輸送機内で刃を交えた、スターズのアレクサンダー・アークトゥルスだと認識している。

　だからこそ、勝手が違う感を否いなめない。アークトゥルスの幽体は、肉体を備えていた時より多彩な魔法を繰り出している。あの時には使わなかった系統外魔法による精神攻撃まで仕掛けてきている。

　しかも、前回戦った時より遥はるかに手数が多い。

　肉体が無い状態で魔法を使っていることに驚きは無い。魔法を行使する精神体には、パラサイトという実例がある。

　しかし精神だけの存在になったからといって、魔法技能が向上するわけではない。少なくとも過去に日本で行われた実験では、幽体離脱状態で魔法の威力や発動速度が向上するという結果は得られなかった。この実験は四よつ葉ば家けでも行われていて達たつ也やも二度立ち会っているが、速度は変わらず、威力はむしろ低下するというのがその時の結論だった。

　断熱圧縮で高温プラズマ化した空気の刃『熱風刃』を術式解散グラム・デイスパージヨンで迎撃しながら、達たつ也やは何度目かの呟つぶやきを心の中で漏らした。

　──何故なぜこの力を前回使わなかったのか。

　飛行機の機内だったからというのは理由にならないはずだ。あの時、アークトゥルスは自ら輸送機の壁を撃ち抜いている。機体の破壊を恐れていたはずはないし、友軍の兵士がいたというのも、その同僚が達たつ也やに倒されるのを目まの当あたりにしているのだから理由にならない。

　力を加減していたというのは、考え難にくい。

　封印から抜け出した際、何らかの理由で力を増したのだろうか。

（幹みき比ひ古この封印を破ったのは、光み宣のるだろうが……）

　達たつ也やでは、パラサイトを封じた古式魔法を発動できない。だがその性質は理解している。あれは、内側から破れるようなものではなかった。

（封印解除と同時に、魔法力を向上させる術式を使った？）

　達たつ也やは他人の魔法技能レベルを引き上げるような魔法を知らない。だが言うまでも無く、達たつ也やは全ての魔法を知り尽くしているわけではないし、それを自覚している。

（──考えるのは後だ）

　アークトゥルスが非圧縮空気弾を撃ち出す。圧縮していない空気の砲弾を着弾と同時に、気圧に逆らって球状に強制拡散させる魔法。断熱膨張による冷却と気圧の急激な低下によってダメージを与える攻撃だ。

　達たつ也やは魔法式の、強制拡散を定義した箇所を術式解散グラム・デイスパージヨンで分解した。

　彼の狙いどおり、アークトゥルスの事象干渉力は何の効果も生み出さずに浪費される。

　ただ魔法を無効化するより相手を消耗させるディフェンスだが、所詮は防御であって攻撃ではない。攻撃を防いでいるばかりでは、アークトゥルスを撃退することはできない。

　達たつ也やは飛行魔法を操って、アークトゥルスの幽体に急接近した。精神体そのものではなく、肉体の情報を保持する人型の想子サイオン情報体を目掛けて。

　アークトゥルスは達たつ也やが間合いを詰めるのを予測していたのだろうか。

　待ち構えていたようなタイミングで、達たつ也やの前に灼しやく熱ねつの壁が立ち塞がる。

　空気の断熱圧縮による高温の障壁。

　達たつ也やは気体を圧おし固める魔法式を、術式解散グラム・デイスパージヨンで分解する。

　解き放たれた熱と爆風は、飛行装甲服・フリードスーツで遮断。

　十メートル未満の距離まで近づいて、達たつ也やはアークトゥルスに想子サイオンの奔流を叩たたき付つける。

　術式解体グラム・デモリツシヨン。

　相手が肉体を持つ人間であれば、想子サイオン流りゆうを浴びせても一時的に身体からだの感覚を狂わせるだけだ。

[image: ]

　肉体は精神を守る強固な防護殻であり、想子サイオン情報体は肉体と結合して安定性を得る。

　術式解体グラム・デモリツシヨンに想子サイオン情報体の一部を吹き飛ばされても、欠損は肉体の情報を参照することですぐに修復される。

　だが肉体という宿を持たなければ、想子サイオン情報体の修復はできないはずだ。

　想子サイオン流りゆうの圧力で、情報体が破損したなら。

　アークトゥルスの幽体は、達たつ也やの術式解体グラム・デモリツシヨンに能よく耐えた。人型のシルエットがほんの少し細ったように見えるが、それだけだ。「アレクサンダー・アークトゥルス」という情報は保たれている。

　アークトゥルスが達たつ也やから離れる。

　逃げたのではない。一旦距離を取っただけだ。

　アークトゥルスが、肉眼では視認困難な雷撃の針を連続して放つ。

　達たつ也やは術式解散グラム・デイスパージヨンではなく、空中機動でこれを回避した。

　二人の距離が術式解体グラム・デモリツシヨンの射程外まで広がる。

　達たつ也やの内側に焦あせりが生じ始めた。

　水み波なみを乗せた自走車は今も西に進んでいる。

　光み宣のるのことだ。魔法的な隠蔽を固めた隠れ家を用意しているに違いない。光み宣のるの魔法力低下が何時まで続くのかも分からない。もしかしたら五分後には、水み波なみの所在を探知できなくなるかもしれない。

　だが目の前の敵を撃退しなければ、追跡を続けられない。それなのに達たつ也やは、攻略の糸口を見付けられずにいる。

　達たつ也やは戦闘経験が豊富だ。年齢を考慮に入れなくても、百戦錬磨と言っていい。

　幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンを使う魔法師との戦闘も、何度か経験している。

　しかし、これ程タフな幽体と出会ったのは初めてだ。幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンは通常、索敵用の魔法に分類される。直接戦闘に向いた魔法ではない。

　本来、幽体は肉体に固定されているもので、肉体を抜け出して活動するのは不自然な状態と言える。受動的な能力を使うだけならともかく、能動的に魔法を行使すれば、その「不自然な状態」を維持できなくなるのが普通だ。この術式に相当慣れた魔法師であっても、正面切っての戦闘は二、三分が限度だろう。

　ところがアークトゥルスの幽体は、戦端が開かれてから既に五分が経過しようとしているにも拘かかわらず、存在感が薄れる兆候は一向に無い。今も達たつ也やを攻撃する魔法を放っている。

　それに、達たつ也やの術式解体グラム・デモリツシヨンに耐えた幽体も過去にはいなかった。術式解体グラム・デモリツシヨンを直撃させても、精神体を滅ぼすには至らない。だが過去に戦った幽体に対しては、肉体から離脱した状態を維持できなくなるだけのダメージは与えられていた。

　敵の系統外古式魔法が達たつ也やを狂気の幻影に引きずり込もうとする。これも厄介だった。

　精神を標的とする魔法は、幾ら肉体的な回避行動を取っても躱かわせない。霊的な偽装魔法を使えない達たつ也やには、敵の魔法それ自体を無効化する以外に対抗手段が無い。

　アークトゥルスが精神干渉系魔法を使うたびに、達たつ也やは術式解散グラム・デイスパージヨンの発動を余儀なくされる。ただでさえ有効な攻撃手段が見付からない状況で、防御に手を取られてしまう。

　このままでは、じり貧だ。今のところ達たつ也やはアークトゥルスの魔法を全てシャットアウトしている。だが相手のスタミナが切れて幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンの魔法が先に解除されるのでなければ、達たつ也やが墜とされてしまう未来も十分にあり得る。

　再び精神を攻撃する魔法が達たつ也やに襲い掛かる。『カオス・ファントム』。幻覚剤でトリップしている最中の被験者が体験するサイケデリックな視界と音を対象の意識内で再現する魔法。元は精神障害に対する、肉体的な副作用が存在しない治療手段として開発された医療用の魔法だ。その段階では『混沌の幻影カオス・フアントム』などという物騒な名称ではなく『無秩序な幻影デイスオーダリー・イリユージヨン』と呼ばれていた。

　それ自体に殺傷力は無いが、致命的な隙を作り出す魔法を、達たつ也やは今回も術式解散グラム・デイスパージヨンで分解した。術式解散グラム・デイスパージヨンはこの魔法のシステム上、どうしても後手に回ってしまう。相手の魔法式の構造を解析してそれを分解するというプロセスは、敵の攻撃を待たなくては始められない。

　局面の打開には、こちらから攻撃を仕掛ける必要がある。アークトゥルスの幽体は系統外魔法のみで攻めてきてはいない。精神をターゲットにする魔法は受けることも躱かわすこともできず、防ぐのみ。だが波やエネルギー、空気弾を放つ魔法であれば、躱かわして反撃に転じるのも不可能ではない。

（しかしその為ためには、今の間合いは遠すぎる）

　術式解体グラム・デモリツシヨンの欠点は射程距離が短いこと。

　原則として、魔法は物理的な距離に縛られない。空間的な隔たりが魔法の妨げになるように見えても、それは術者が懐いだく「遠い」という認識が魔法を届かなくしているだけにすぎない。魔法師が自分で自分に制限を掛けているようなものなのである。

　だが術式解体グラム・デモリツシヨンは、距離に関する原則の例外だ。この魔法──と言うより想子サイオン操作技術は、本当に物理的な距離の制約を受ける。限界値は術者によってまちまちだが、その距離を超えると途端に想子サイオン流りゆうが減衰して想子サイオン情報体破却の効果を失ってしまう。

　達たつ也やの場合、現在の限界は三十メートル前後。術式解体グラム・デモリツシヨンとしては破格の射程距離だが、他の魔法に比べればやはり見劣りする。

　この場に限っても、アークトゥルスは達たつ也やとの間に五十メートル以上の隔たりをキープしている。先程、十メートル未満の間合いまで接近して放った術式解体グラム・デモリツシヨンは余りダメージを与えられなかったように見えたが、それでもアークトゥルスを警戒させるに足る攻撃ではあったようだ。

　何としても、この距離を縮めなければならない。たとえ多少のダメージを被こうむることになるとしても、有効な攻撃手段が術式解体グラム・デモリツシヨンしかない以上。精神体に分解魔法は通用しないのだから──。

（──何故なぜ通用しない？）

　アークトゥルスの魔法を無効化しながら、達たつ也やの脳裏にふとそんな疑問が浮かび上がる。

（『分解』が使えないのは、精神の構造を認識できないからだ）

（精神は霊子プシオン情報体。俺には、霊子プシオンが形作る構造は「視み」えない）

　文字通りの自問自答。

　それは達たつ也やにとって分かり切った、己おのれの限界だった。だがこの時、彼の意識は自身の答えに納得しなかった。

（俺は人体を分解できる）

（だが俺は人体の構造を直接視認しているわけではない。細胞の一つ一つ、細胞を構成する一つ一つの分子とその結合を顕微鏡的に見て理解することは、俺にはできない）

（俺は人体以外の物質も分解できる。それだって、分子結合を直接認識してはいない）

（機械を部品に分解する際も、パーツの組み合わせを透視しながら解体しているのではない）

（俺は物質の情報を記録している想子サイオン情報体を「視み」て、その構造を理解して、それを分解しているだけに過ぎない）

　それは別段、卑下すべきことではなかった。魔法とはそういうものだからだ。

　世界に存在する事象の情報を写し取り保存して誤認させる技術。それが魔法だ。四よつ葉ば家けは達たつ也やの『分解』を「魔法ではない」と判定したが、根本的な原理は魔法以外の何ものでもない。

（俺には物質の構造が見えていない。だが、「分解」することができる）

（ならば何故なぜ、精神の構造が直接「視み」えていないというだけで、分解魔法が通用しないと言える？）

　達たつ也やは自分に問い掛ける。

（今、俺が視みているものは何だ？）

　彼が「アークトゥルス」と認識しているのは、彼の肉体の情報を保持した想子サイオン構造体だ。

　しかしそこに保存されているものは、肉体を構成する物質的な情報だけではない。まだ完全には解明されていないことだが、物質世界に属する肉体と別次元に存在する精神をつなぐのが、生物にとっての想子サイオンの主たる役目だ。

　物理的な相互作用を持たない想子サイオンが唯一の例外として、想子サイオンの波で組織化された脳細胞に電磁的な信号を発生させ、脳細胞の電磁パルスが想子サイオンの波を誘発する。この性質によって、想子サイオンは精神と肉体の通信を担になっている。

　事象には情報が伴う。事象の情報は、想子サイオンに記録される。それは、想子サイオン自身が引き起こす現象にも当てはまる。肉体の情報を保存した想子サイオン情報体には、精神との交信に使われていた想子サイオンの情報も残されている。

　達たつ也やが視みているアークトゥルスの想子サイオンボディには、その精神がこの次元に働き掛ける為ための通路が記録されている。

（そもそも何故なぜ、精神体が想子サイオン情報体を伴う必要がある？）

　達たつ也やは新たな問い掛けを自身に向けた。

　アークトゥルスに対する攻撃の手──正確に言えば術式解体グラム・デモリツシヨンを使う為ための接近機動は中断され、迎撃と回避一辺倒になっているが、今は考えることを止めるべきではないと達たつ也やの直感は告げている。彼はその、心の声に従って答えとなる仮説を組み立てた。

（この敵、アレクサンダー・アークトゥルスだけではない。パラサイトの本体も常に、想子サイオンの外皮を纏まとっていた）

（精神は肉体を直接コントロールできない。肉体が感じている情報を、直接認識することもできない）

（精神は、霊子プシオン情報体は、想子サイオン波はを発信することで肉体に命令を伝え、想子サイオン波はを受信することで肉体が入手した情報を取得している）

　達たつ也やの反撃を考慮しなくても良いと判断したのか、アークトゥルスの攻撃が激しさを増す。達たつ也やは敵の魔法を機械的に無効化しながら、考察の核心に踏み込んだ。

（肉体が無くても同じなのか？　精神はこの次元に直接干渉することができず、この次元の情報を直接取得することができない？）

（現在の魔法学界では、情報次元といってもこの世界から独立した異世界があるわけではない、という仮説が主流だ。情報の次元は、事象の情報を記録する為ためのプラットフォームにすぎないもの。この世界とは、表裏一体の関係にある）

（精神体は、物質次元と同様に情報次元にも、直接のアクセスはできない？）

（想子サイオンで構築した構造体を媒体とし、その中に設けた通路を使って物質次元と情報次元にアクセスしているのか？）

　そのアイデアは天啓のように、達たつ也やの脳裏に閃ひらめいた。

（ならば精神にとってのアクセスポイントになっている想子サイオン構造体を分解すれば、精神をこの次元から切り離せる!?）

　達たつ也やは早速、試してみることにした。

　まずアークトゥルスの幽体に、情報体認識能力『精霊の眼エレメンタル・サイト』を向ける。

　幽体の中に、精神が情報次元と接続する為ために使っている構造を探す。

　肉体そのものの情報──非該当。

　肉体が精神との交信に使っていた想子サイオン情報体セクションの情報──非該当。

　魔法式を出力する『ゲート』の情報──。

（……いや、これではない）

　意識領域の最下層にして無意識領域の最上層に存在する『ゲート』は、肉体を持つ魔法師の精神が魔法式を魔法演算領域からターゲットとなるエイドスに放つ出口だが、肉体から抜け出したアークトゥルスは、幽体に記録された『ゲート』を魔法の発動に使っていない。

　どうやら『ゲート』は、精神が肉体と交信する際のチャネルを改造したものであるようだ。

（──!?）

　アークトゥルスから達たつ也やに、精神干渉系魔法の攻撃が飛ぶ。

　フル稼か働どう状態だった達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、その魔法の射出口を捉えた。

　観察に気を取られていた所為せいで、魔法の無効化が一瞬遅れる。

　達たつ也やは空間認識──上下左右前後の感覚を奪う幻覚に襲われた。

　二メートルを落下したところで自分に貼り付いた幻覚魔法の魔法式を分解し、空間認識と飛行魔法の制御を取り戻す。

（今のは……？）

　達たつ也やは意識を集中しすぎないように調節しながら、たった今捉えた想子サイオン構造へ「眼め」を向ける。

　精神体で魔法式を出力する際のチャネルは使い捨てなのか、そこにあるのは痕跡だけだ。

　今は何処どこにもつながっていない。

　だがその近くに、稼か働どう中ちゆうの別のチャネルが見付かった。

　達たつ也やはアークトゥルスの攻撃を無効化しながら、その通路を「眼め」で調べた。幽体の「奥」からそのチャネルを通して極短い間隔で──ほとんど途切れなく──事象干渉力が送られてきている。

　アークトゥルスの攻撃は続いている。

　じっくり時間を掛ければ他のチャネルも見付けられそうだが、その余裕は無い。一秒でも早く戦闘を終わらせて、水み波なみを追い掛けなければならないのだ。

　達たつ也やは発見した事象干渉力の通路に「眼め」で照準を合わせた。

　チャネルの構造を解析。

　物質・物理現象の情報体や魔法式の構造との質的な違いに手間取りながら、達たつ也やは常時稼か働どう中ちゆうのチャネルが何か、把握した。

（──これは、幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンの術式を維持する為ための「通路」か）

　彼の分析が完了したのと、ほぼ同時。

　アークトゥルスの攻撃が、一層激しさを増す。

　そこには、焦あせりのようなものが感じられた。

　もしかしたらアークトゥルスは、自分が「視み」られたことを感じ取って、危機感を覚えているのかもしれない。

　だからといって、達たつ也やが為なすことは変わらない。

　敵の攻撃を分解し、

　自分の攻撃を組み立てる。

　物理的事象のエイドスの分解とはいささか勝手が異なるとはいえ、想子サイオン情報体の分解という本質に違いは無い。

　情報体に伴う情報体を分解するスキームは、魔法式の分解に近いと言えるかもしれない。

　達たつ也やはそう判断して、魔法式の構築に術式解散グラム・デイスパージヨンのノウハウを応用した。

　いつもの倍の時間を掛けて──と言っても半秒に満たない所要時間だが──達たつ也やはアークトゥルスの幽体に情報体分解の魔法を放った。

　幽体の全てを分解するのではなく、幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンを維持する為ために稼か働どう中ちゆうの魔法チャネルを標的にして。

　手応えは、あった。

　彼が「視み」ている先で、事象干渉力の通路が崩壊する。

　幽体の該当箇所から、霊子プシオンの波が漏れる。達たつ也やは霊子プシオンを粒子として視認できないし、霊子プシオン波はを信号として理解もできないが、霊子プシオン波はの明暗程度は知覚できる。

（事象干渉力の正体は霊子プシオン波はか!?）

　事象干渉力は魔法師の無意識領域からターゲットのエイドスに直接注そそぎ込こまれる。それは魔法師本人にも「事象干渉力を注いでいる」としか認識できないものだった。

　だが達たつ也やは今、むき出しになった事象干渉力のチャネルを破壊することで、魔法師としておそらく初めて事象干渉力そのものを「眼め」にしている。

「魔法には、想子サイオンだけでなく霊子プシオンも使われていたのか……」

　彼は思わず、声に出して呟つぶやいていた。

　事象干渉力はテレポーテーションのように直接移動するものであるが故に、達たつ也やのクラスメイトの美み月づきのような、霊子プシオンを直接視認することができる異能者にも霊子プシオン波はとして認識されることはなかった。

　領域干渉のような事象干渉力そのものを空間に満たす魔法でも、それはあくまで「魔法」として、空間に干渉した後の状態でしか観測されることはなかった。

　事象干渉力の正体について、過去に探求がされてこなかったということではない。想子サイオン情報体ではなく霊子プシオン情報体が事象干渉力を媒介しているという仮説も、少数派ながら魔法研究者の間には存在している。

　しかし、事象干渉力の正体が霊子プシオン波はであると観測されたのはこれが最初だ。達たつ也やの誤認でなければ、魔法学における一大発見となるだろう。

　だがこの場では、研究者としての好奇心より戦士としての状況把握が優先される。

　事象干渉力チャネルの崩壊よりも、幽体全体の状況に達たつ也やは注意を向けた。

　変化はすぐに現れた。

　これまで絶え間なく攻撃の魔法を放っていたアークトゥルスの幽体が、動きを止めている。

　空間的に動かなくなっただけでなく、想子サイオン情報体の活動が観測できなくなった。

　投影幽体を構成する想子サイオンの密度が低下していく。

　希薄化は十秒前後で止まり、

　その直後、アークトゥルスの幽体は、虚こ空くうに吸い込まれるが如ごとく消え去った。

　事象干渉力の供給路が閉鎖されたことにより幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンの魔法が維持できなくなり、アークトゥルスの精神体は肉体へと追い返された。





◇　◇　◇






　──戦況は自分に有利だったはずだ。

　暗闇の中で、アークトゥルスはそう考えた。




　仲間と自分自身の仇かたきに遭遇した。




　全力を以もつて、報復を果たそうとした。




　敵は精神体に対する攻撃手段を一種類しか持っていなかった。しかも射程距離が、魔法としては話にならないくらい短い。相手は強力な魔法無効化手段も持っていたが、距離を取って攻撃を続けていれば、少なくとも負けることはない。

　そのはずだった。

　突如、激痛に襲われた。

　アークトゥルスに抜歯の経験は無いが、麻酔を使わず歯を抜かれたらこんな苦しみを味わうだろう──、そう思わせるような痛みだった。

　血ではないが、血液と同様、命に直結している「何か」が抜け出していく感覚。

　突然視界が暗くなった。視覚だけではない。幽体が再現していた代用の五感が突如薄れる。

　現実がいきなり、遠ざかっていく。

　そして気が付いた時には、アークトゥルスはこの暗闇の中にいた。

　彼はこの暗闇が、虚無で満たされていることにすぐ気付いた。

　アークトゥルスは、外界から完全に隔絶されたこの闇を覚えていた。

　──封印された肉体の中に、戻されたのか。

　自分は死んだと思っていた。精神と肉体のつながりは、完全に切断されてしまったと思い込んでいた。

　だがどうやらそれは、誤解だったようだ。自分には分からない鎖で、「自分」と自分の肉体はつながっていたらしい。──アークトゥルスは薄れ行く意識の中でそう思った。

　思考に霞かすみが掛かる。考えること、思うことがままならなくなる。

　我思う、故に我あり。

　この有名なデカルトの命題が正しいとすれば、思うこと、即すなわち思考が途絶えた瞬間、「我」は消える。

　アークトゥルスは意識を失い、思考を失い、彼の自我は虚無の闇に沈んだ。





◇　◇　◇






　──ここまでか。

　達たつ也やは苦戦しながらも、アークトゥルスの幽体を退けた。

　だが術式解体グラム・デモリツシヨンと術式解散グラム・デイスパージヨンの連発は、彼を酷ひどく消耗させていた。

　無理をすれば、まだ飛べる。

　だが彼は、ここで無理をして万が一にも自滅することはできなかった。

　──水み波なみを助けたい。

　達たつ也や自身もそう思っているが、彼以上に深み雪ゆきがそれを望んでいる。

　しかし達たつ也やが優先すべき相手は、水み波なみよりも深み雪ゆきだ。ここで倒れてしまえば、いざという時に深み雪ゆきを助けに行けなくなる。

　達たつ也やに無理が許されるのは、深み雪ゆきが望んだ場合と、深み雪ゆきに脅威が迫った場合だけだ。

　水み波なみの追跡を続ける為ためにアークトゥルスを撃退して、その結果、追跡続行の余力を失うというのは皮肉な結果だが、それが現実だから受うけ容いれる以外に無い。

　達たつ也やは高たか尾お山さんの南麓、甲こう州しゆう街かい道どう脇の、人目が無い空き地に下りた。戦端が開かれたのは高たか尾お山さん北、中ちゆう央おう道どうの脇の上空だったが、戦っている間に山の反対側へ場所を移していた。

　スーツの情報機能を呼び出し、現在時刻を確認する。

（戦っていた時間は、約十五分か……）

　達たつ也やの体感以上の時間が経過している。それだけ自分に余裕が無かったのだろう、と達たつ也やは考えた。

　──やはり、無理をしなくて正解だったか。

　負け惜しみ気味であることは否定できないが、達たつ也やは自分のコンディションをチェックしながらそう考えた。

　今すぐ飛べないことはない。だが再び空中で戦闘になれば、十分なパフォーマンスは望めない。しばらく地上で休んでいた方が良いいだろうと、彼は判断した。

　達たつ也やが着用している飛行戦闘服『フリードスーツ』は、普通に公道を走っていても不審に思われないよう、市販のライディングスーツと良く似た外見に作られている。バイク用のスーツを着ているにも拘かかわらず徒歩という点は少々違和感を覚えさせるが、道端にいても奇異の目で見られる程ではない。

　追跡を再開した後のことを考えれば、身体からだを冷やしすぎない方が良いい。そう考えて、達たつ也やはヘルメットを脱ぎ、呼吸を乱さないゆったりとした歩調で西に向かって歩き始めた。





◇　◇　◇






　克かつ人とに指揮された十じゆう文もん字じ家けの魔法師は今、厳しい顔付きで光み宣のるの車を追い掛けている。

　彼らは先程まで、師族会議の決定に従って、水み波なみが入院していた病院の周りで光み宣のるを待ち構えていた。

　十じゆう文もん字じ家けに与えられた役割は、七さえ草ぐさ家けと協力して九く島どう光み宣のるを捕らえることだ。だが今日、光み宣のるの襲撃に対して七さえ草ぐさ家けは全く役に立たず、十じゆう文もん字じ家けは当主の克かつ人とが陣頭指揮を執っていたにも拘かかわらずまんまと光み宣のるに出し抜かれた。

　光み宣のると接触することさえできなかった七さえ草ぐさ家けの魔法師たちは、当主・弘こう一いちの指示を仰ぐべく一旦屋や敷しきに戻った。一方、光み宣のるの策に落ちて彼を捕縛するという目的を果たせなかったばかりか、囮おとりに使った水み波なみを奪われるという失態を演じた十じゆう文もん字じ家けは、克かつ人と自ら追跡車両に乗り込んで光み宣のるの後を追っていた。

　追跡部隊の陣容は軍用車両を改造した七人乗りＳＵＶ二台に四人ずつ、合計八人。面めん子つを掛けるには物足りない陣容にも思われるが、首都防衛という十じゆう文もん字じ家け本来の役目に支障が出るのでそれ以上の人員を割けないという事情がある。

　しかし同時に、克かつ人とが指揮する十じゆう文もん字じ家けの精鋭八人だ。これ以上の人数は必要無いという自負もあった。

　そもそも調ちよう布ふで光み宣のるに後れを取ったのは、市民を人質に取られたからという側面があった。純粋な戦闘で後こう塵じんを拝したわけではない。市街地を離れれば、相手は同じ策を使えない。克かつ人とも彼の部下も、光み宣のるの追跡に出発する前から雪辱の念に燃えていた。

　四よつ葉ば家けのパラサイト用レーダーで光み宣のるの逃走経路を特定して、克かつ人とが指揮する十じゆう文もん字じ家けの追跡部隊が出発したのは、光み宣のるが水み波なみを攫さらっていった十分後のことだ。

　十分間の遅れを縮めるべく、克かつ人とは部下に相当無茶な運転をさせていた。彼らの車は警察車両でもなければ緊急車両でもない。今や高速道路に速度制限は無いとはいえ、道を走っているのは彼らだけではないのだ。危険走行は警察の取り締まりを受ける恐れがある。彼ら追跡部隊は、事実上の限界速度で西進していた。

　それだけの無理をしてきたにも拘かかわらず、克かつ人とは突如、一般道へ下りるよう運転手に指示した。もう一台の車両には追跡を続行するように命じて、自分が乗るＳＵＶは八はち王おう子じジャンクションから圏けん央おう道どう経由で甲こう州しゆう街かい道どうへ進路を向ける。

　そのことに疑問を呈した部下はいなかった。十じゆう文もん字じ家けの魔法師たちは、克かつ人とから説明を受けなくても理由を覚さとっていた。

　高たか尾お山さん南の上空に感知した、激しい魔法戦闘の気配。旧行政区分で言えば、ここはまだ東とう京きよう都内だ。首都防衛の要である十じゆう文もん字じ家けの魔法師として、到底見過ごせるものではない。

　十じゆう文もん字じ家けの魔法師は卓越した能動的干渉力に比べると、受動的な知覚力がワンランク落ちる。魔法戦闘の余波として生じる想子サイオン波はを捉えるのも、余り上手うまくない。それは十じゆう文もん字じ家け当主である克かつ人と自身が認めるところだ。

　現在彼らが感知している戦闘も、開始されたのはもっと前の可能性がある。ここまで接近しなければ分からなかっただけで、もう決着が付こうとしているのかもしれない。

　それでも、素通りはできなかった。

　十じゆう文もん字じ家けに与えられた本来の役割は首都を武力攻撃から守ること。物質兵器による攻撃だけでなく、魔法による攻撃も取り除くべき脅威に含まれている。

　確かに九く島どう光み宣のるは、この国にとって脅威となる可能性が高い存在だ。師族会議の決定も蔑ないがしろにできない。

　だが辺縁とはいえ首都圏で、実際に魔法戦闘が発生している気配を捉えて、それを無視することはできなかった。十じゆう文もん字じ家け当主として、克かつ人と自身が対処しなければならなかった。

　しかし、八はち王おう子じジャンクションから圏けん央おう道どうを南下中に、戦闘の気配は消えた。どうやら戦いに介入するまでもなく決着が付いたようだ。圏けん央おう道どうに乗り直して追跡を再開するというのも一つの選択肢だったが、どうせ一度は高速道路から下りなければならない。

　最後に戦闘の余波をキャッチしたのは高たか尾お山さん南西の上空だ。克かつ人とはその地点に車を向けるよう改めて命じた。
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　達たつ也やは背後から迫る自走車の音に、足を止めて振り返った。

　単にここを通る車が珍しかったのではない。その中に知人の気配を感じたからだ。

（十じゆう文もん字じ先輩か）

　光み宣のるの乗った車を追い掛け中ちゆう央おう道どうを西に進んでいるはずの十じゆう文もん字じ克かつ人とが、何故なぜ高たか尾お山さん南西の甲こう州しゆう街かい道どうを走っているのか、疑問ではある。だが戦闘に堪たえるだけの力を回復する為ため、もう少し休憩を取りたい達たつ也やにとっては好都合だ。

　達たつ也やは足を止め身体からだごと振り返った。

　二分も経たたない内に無骨なフォルムのＳＵＶが近づいてきて、達たつ也やの前に停とまる。

「司し波ば？」

　助手席の窓を開けて彼の名を呼んだのは、達たつ也やが察知したとおり、克かつ人とだった。

「十じゆう文もん字じ先輩。光み宣のるを追跡中でしたら、乗せていただけませんか」

　達たつ也やの図ずう々ずうしいリクエストに、克かつ人とは一言「乗れ」と答えた。




　達たつ也やは二列目左のシートに座らされた。克かつ人との真後ろだ。

　克かつ人とが伊い豆ずで達たつ也やに左腕を焼かれてから──その腕は他ならぬ達たつ也やが元に戻したが──、まだ二ヶ月も経たっていない。それなのに克かつ人とは達たつ也やに背中を向けて、まるで警戒している素振りが無い。肝が太いのか人が良いいのか、それとも思考の在り方が常人とは違うのか。

　もっとも達たつ也やの方も、克かつ人とがどう感じるのかなど全く考えず、勧められるままこの席に座った。達たつ也やと克かつ人との二人はこの辺り、お互い様かもしれない。

「司し波ば、誰と戦っていた？」

　Ｕターンした車の中で、克かつ人とが最初に訊たずねたのはこれだった。

「パラサイト化していたＵＳＮＡの軍人です」

　達たつ也やとしても、特に隠す必要は無い。彼は事実をそのまま答えた。

　ただこの回答では、説明不足の感は否いなめない。

「宿主を抜け出したパラサイトの本体が、こんな所まで飛んできたのか？」

　直前にパラサイトの本体に手を焼かされた克かつ人とがこの様に誤解するのは、無理もないと思われる。

「いえ、パラサイトの本体ではないと思います。自分には精神体を詳細に認識する視力がありませんので確実とは言えませんが、幽体離脱アストラル・プロジエクシヨンで肉体から抜け出した幽体ではないかと」

　達たつ也やも言葉が足りなかったと自覚したのか、今度は少し長めの答えを返す。

「幽体離脱アストラル・プロジエクシヨン？　パラサイトが？」

「パラサイトだったのかどうかも分かりません」

「……しかしお前は、パラサイト化していた米軍の者だと言ったではないか」

「それは確実です。先程の相手と交戦したのは二回目。前回は間違いなくパラサイトでした」

　それまで前を向いたまま質問をしていた克かつ人とが振り返る。ヘッドレストの脇から横顔をのぞかせた克かつ人とは、鋭い眼まな差ざしを達たつ也やに向けた。

「──それはつまり、パラサイトが人間に戻ったのかもしれないということか？」

「自分が懐いだいた印象以外の根拠はありませんが、その可能性は排除できないと考えます」

　克かつ人とは視線を正面に戻し、腕組みをしながら低く唸うなった。元々、パラサイトについて分かっていることは多くない。パラサイトを人間に戻せるかもしれないという可能性は、この異次元生命体に寄生された人間の対処方法に、新たな選択肢を加えるものだった。

「……そのアメリカ軍人は、倒したのか？」

　その質問は克かつ人とがパラサイトに関する考察を、差し当たり棚上げにしたことを示していた。

　その判断に、達たつ也やも異論は無い。

「当面は無力化できたと思います」

「そうか」

　克かつ人とはその答えに頷うなずいて、

「我々は、お前が言ったとおり、九く島どう光み宣のるを追跡中だ。もう一台の車は四よつ葉ば家けから提供された情報に基づき、現在は河かわ口ぐち湖こ方面へ進んでいる」

　ナビの画面を見ながら、そう付け加えた。

「街中に入られると厄介ですね……」

「都心で交戦するより被害は少ない。そう考えて、ある程度は割り切るしかあるまい」

　克かつ人とはどうやら、第三者を巻き添えにすることも辞さないと腹を決めているようだ。調ちよう布ふの病院前で市民を盾に取った光み宣のるの遣やり口くちが、この覚悟につながったのだろう。

　克かつ人との眉がピクリと動く。ただしそれは、状況の悪化に反応したものではなかった。

「高速を下りたようだ。これは……市街地に潜り込むルートではないな。目的地は青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいか？」

　達たつ也やは手に持っていたヘルメットを被かぶった。

　克かつ人とが受信しているものと同じデータを、バイザーに表示する。

　光み宣のるの現在位置を示す円は相変わらず直径一キロ程度の大きな誤差に甘んじながら、河かわ口ぐち湖こ畔に広がる街の南を西に向かって進んでいた。確かにこのコースなら、青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに隠れ家があると考えて良いだろう。達たつ也やもそう推理した。

　青あお木きヶが原はらが脱出不可能な魔境と考えられていたのは前世紀の話だ。そこにいると分かっていれば、捜索はそれ程、困難ではない。

　しかし達たつ也やは何故なぜか、楽観的になれなかった。
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　光み宣のると、そして水み波なみを乗せたワゴン車は、木々の間を縫って伸びる細い道を進んでいた。

　舗装されていない土の道だが、走っていて凹凸はまるで感じられない。

　左右は樹木の壁。頭上には緑の天蓋。車一台分の幅しかない道は緩やかに蛇行していて、視界は十メートルもない。

　富ふ士じの樹海にこんな道があったのかと、自責の念に沈んでいた水み波なみですら、驚きよう愕がくに捕らわれ目を見張らずにはいられなかった。

　そもそも水み波なみは、この細い道に何時、何処どこから入ったのか、気付けなかった。河かわ口ぐち湖こ、西さい湖この南側を東西に走る道路から富ふ士じ山さんの西側を回り込んで南下する道へ移り、しばらく走っていたかと思えば、何時いつの間まにかこの細い道路に入り込んでいた。

　対向車が来れば互いに立ち往生してしまうような小道だが、水み波なみが乗っている車以外に、車両どころか歩行者の影も無い。これだけ平らに整備された道であれば遊歩道として観光客が利用しそうなものだ。

　首を捻ひねっていた水み波なみの前に、突如、意外な光景が広がる。

　いきなり開けた視界。きれいに整地された広い敷しき地ちに建つ、平屋の木造家屋。

　派手さはないが何処どことなく異国情緒を漂わせる邸宅の向こう側に、道は無かった。

　今通ってきた細い道路は、この館に出入りする為ためだけの物だということだ。

　敷しき地ちは森をきれいな円形に切り開いたもので、塀も門も無い。

　ワゴン車は、玄関の前で駐まった。

　思わず背後を振り返って、水み波なみは三み度たび驚く。

　彼女たちが通ってきた、細い道が消えていた。
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「むっ？」

　克かつ人とが訝いぶかしげな声を漏らす。

　その理由は聞く必要が無かった。達たつ也やも同じ心境だったからだ。

　バイザーに映っていた、光み宣のるの反応を示す光円が唐突に消失した。

　達たつ也やがヘルメットを脱ぐ。

　克かつ人とはもう一台の自走車を無線で呼び出していた。

「……そうか。分かった。俺が合流するまでその場で待機」

　通信を終え、克かつ人とが達たつ也やに振り返る。

「九く島どう光み宣のるの逃走車は、結局視認できなかったようだ。先行している追跡車は富ふ士じ風ふう穴けつの手前で反応を見失っている」

「樹海の中に潜り込んだのでしょうが、東か西かも分からないんですか？」

「残念だが」

　達たつ也やはそれ以上、十じゆう文もん字じ家けを責める言葉を口にしない。光み宣のるを見失ってしまったのは自分も同じだということを、彼は忘れていなかった。

「可能性は二つですね」

「ああ。九く島どう光み宣のるが本来の魔法力を取り戻したのか、強力な隠蔽が施された隠れ家に逃げ込んだのか。あるいは、その両方か」

　克かつ人とが示した三つの可能性に、達たつ也やは異を唱えなかった。

「そのいずれであるにせよ、現地で痕跡を探してみるしかあるまい」

　この判断にも、全くの同感だった。




　達たつ也やと克かつ人とが彼らに先行して光み宣のるを追い掛けていた自走車に合流した時刻は、午後四時二十分前後だった。既に夏至を過ぎているとはいえ、まだ日は長い。道路には左右に生い茂る木々が影を落としているとはいえ、照明が必要になる暗さではなかった。

「……司し波ば、何か分かるか」

　樹木の壁を左右交互に睨にらんでいた克かつ人とが、一つ、小さく息を吐つき、達たつ也やに振り向いて訊たずねる。「確かめてみます」

　立ち並ぶ木々を克かつ人とと同じように見詰めていた達たつ也やが、道路を横切り西側の樹林へ進む。

　克かつ人との部下が、声にならない驚きを漏らす。

　木々の間を縫って進むのではなく、樹木の壁に向かって真まっ直すぐ進んだ達たつ也やの身体からだが、立ち塞がる木の枝と幹を素通りしたのだ。

　達たつ也やが両手を左右に広げてゆっくり回る。

　半回転しても、達たつ也やの腕は枝が引っ掛かるどころか、木の葉に触れることもなかった。

　それどころか、彼の周りに立っていた木が消えた。

　代わりに車一台が辛かろうじて通れる、細い道が出現する。

「幻術か」

　歩いて戻ってきた達たつ也やに、克かつ人とが訊たずねる。

「ええ。目の前まで近づいても気が付かない、強力な幻影魔法ですね。近くに魔法師の気配が無いところから見て、聖遺物レリツククラスの魔法具を使っているのでしょう」
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「魔法具か」

「どのような物かは分かりませんが。我々の知らない、古式魔法の秘技だと思われます」

「フム……」

　克かつ人とが腕を組んで考え込む。取とり敢あえず入り口を隠す魔法は破ったが、この先にどんな術が仕掛けられているか分からない。

　それに、隠されている道がこれだけとは限らない。光み宣のるがこの道を進んだと断言はできないのだ。

　克かつ人とが腕組みしたまま、達たつ也やへ目を向ける。

「空から探しても、見付からないでしょう」

　克かつ人との視線を受けて、達たつ也やが微かすかに苦い表情を浮かべた。

「そうだな……」

　上空から暴き出せるような幻影なら、偵察衛星や成層圏プラットフォームで存在が暴かれているはずだ。国防軍がそれを放置するはずがない。青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいは観光地であると同時に、国防陸軍が定期的に森林行軍の演習に使っている軍用地なのだ。

　誰のものとも分からぬ幻術が仕掛けられた森林で演習など、徒いたずらに兵士の身を危険に曝さらす愚行。そのような術の存在を許すはずがない。

　もっとも、現実に幻術は仕掛けられている。たとえ不注意で見逃したのではないとしても、国防軍が大きな失態を犯しているのは事実だ。しかしそれは裏を返せば、上空からの監視ではこの地に仕掛けられた魔法の陣を発見できないということだった。

「進もう。虎穴に入ったからといって虎児を得られるとは限らんが、ここで引き返しても状況は改善しない」

「賛成です」

　克かつ人とは達たつ也やの支持など必要とはしなかったかもしれない。だが達たつ也やが克かつ人との決断に賛同してすぐ、十じゆう文もん字じ家けの魔法師はそれぞれの車に戻っていった。




　だが残念ながら、「虎穴に入ったからといって虎児を得られるとは限らない」という克かつ人とのセリフは、「失敗する可能性があるものは（必ず）失敗する」というマーフィーの法則的な予言になってしまった。

　細い道は途中で途切れ、何度か往復しても、何も発見できなかった。
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　達たつ也やと克かつ人とが調ちよう布ふに到着した時には、夜八時を回っていた。達たつ也やは飛んで帰る途中で敵に遭遇しても差し支えないだけのスタミナが回復していたが、当局を刺激しないよう克かつ人との好意に甘えて彼の自走車で戻った。

　深み雪ゆきは病院で待っていた。車寄せに自走車を止めたのとほとんど同時に、玄関から深み雪ゆきと津つ久く葉ば夕ゆう歌か、そして夕ゆう歌かのガーディアンである桜おう崎ざき千ち穂ほが出てくる。

　車から降りた達たつ也やに、深み雪ゆきが期待のこもった眼まな差ざしを向ける。だが彼女はすぐに、俯うつむいた。達たつ也やの厳しい表情を見ただけで、水み波なみの奪還が上手うまく行かなかったと察したのだ。

　しかし彼女が下を向いていたのは、わずかな間だけだった。

「達也様、お疲れ様でした」

　硬い表情で、それでも笑みを浮かべて、深み雪ゆきは達たつ也やに労ねぎらいの言葉を掛けた。

「すまない。失敗した」

　達たつ也やが謝罪を口にする。素っ気なくすら感じさせる短いフレーズは、取り繕う余裕の欠如を示している。

　深雪の期待に応えられなかったことを、達たつ也やは心の底から悔いていた。

「いいえ」

　深み雪ゆきは達たつ也やを責めなかった。

　失望も、全く見せなかった。

「元はと言えば、わたしの失態ですから」

　深み雪ゆきの声には、ただ自責の念だけが込められていた。




　達たつ也やと深み雪ゆきは克かつ人とと彼の部下を見送った後、病院の駐車場に置いたままだったエアカーで自宅のマンションに帰った。

　普通の自走車と同じように地上の道路を走って五分弱。ドライブレバーを握る達たつ也やと助手席に座る深み雪ゆきの間に、会話はほとんど無かった。

「すぐにお食事をご用意しますので、少しお待ちください」

　マンションについてからも、深み雪ゆきはそう言ってすぐにキッチンへ引っ込んだ。

　避けられている、と達たつ也やは感じた。

　それも仕方が無い。達たつ也やはそう思った。

　彼は水み波なみを連れて帰るという深み雪ゆきとの約束を守れなかった。

　深み雪ゆきも人間だ。達たつ也やを責める気持ちが皆無であるはずはない。

　彼女の意思に反して、達たつ也やを詰なじる言葉が意識の中に湧き出した時、深み雪ゆきはそれを抑える為ために、自分が悪かったと思い込もうとするだろう。

　その心の動きが、達たつ也やには手に取るように分かった。

　──達たつ也やは悪くない。

　──自分が光み宣のるを逃がした所為せいだ。

　深み雪ゆきはきっと、自分にそう言い聞かせている。

　それが余計に、彼女を追い詰めている。

　しかし達たつ也やが今、「お前の所為せいじゃない」と深み雪ゆきを慰めても逆効果にしかならない。深み雪ゆきは達たつ也やを責めたくなくて、自分を悪者にしているのだ。

　それも達たつ也やには理解できていた。

　ただ肝腎の、深み雪ゆきに掛けるべき言葉が見付からない。

　達たつ也やはリビングのソファに身を沈めて、無力感を嚙かみ締しめていた。
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　光み宣のるは達たつ也やより一足早く、夕食の卓に着いていた。

　料理を作ったのは水み波なみだ。光み宣のるは自動調理機で済ませるつもりだったのだが、それまでほとんど口を利きかなかった水み波なみに請こわれて、キッチンを明け渡したのだった。

　水み波なみが料理に取り掛かったのは、達たつ也やと克かつ人とが立ち去ったと確認できた午後七時過ぎ。

　支度が終わったのは八時過ぎだ。料理に慣れている水み波なみにしては、随分時間が掛かっている。多分、普段は馴な染じみのない調味料が多かった所為せいだろう。食材と調味器具もだが、ここの台所には中華料理の専門店で使われるような物が揃そろっていた。

　それもそのはず、この隠れ家は周しゆう公こう瑾きんが用意した物だ。国防軍内の大だい亜あ連れん合ごう融和派を操って要所要所にとっておきの呪物を埋め込み、さらに亡命を斡あつ旋せんした大陸の方術士十六人を騙だまして命を代償にする遁とん甲こう術じゆつを使わせ、そのまま人柱にして作り上げた一種の異界。ここは、そうやって確保した土地に建てた館だった。なお、建築に携わった職人も完成直後に口を封じて、結界を強化する材料に使っている。

　本末転倒なことに、結界を作り出している死し霊りようの念が強すぎて周しゆう公こう瑾きんにも短時間、備蓄品取り替えの為ために出入りするのがせいぜいだった。全ての元凶である周しゆう公こう瑾きんの亡霊をねじ伏せ隷属させた光み宣のるだからこそ、死し霊りようたちも彼を害そうとしない。御お蔭かげで光み宣のるは、彼一人の力では到底実現不可能な偽装・隠蔽魔法の粋すいを尽くした隠れ家を使うことができるのだった。

　食卓には中華料理風の献立が並んでいた。ただ脂分が濃かったり刺激が極度に強い品は無い。水み波なみは和洋中の中で、中華が余り得意ではなかった。

　幸い光み宣のるも、脂っこい料理よりあっさりした物を好む。パラサイトになる前は体調を崩して寝込むことが多かった為ためだろう。もっとも水み波なみが作った料理なら、光み宣のるはどんな物でも美味おいしく感じたに違いなかったが。

　光み宣のるの向かい側には水み波なみが座っている。彼女は光み宣のると一緒に食事をすることを拒むような、頑かたくなな態度は見せなかった。

　ただ、打ち解けているとも言えない。

　水み波なみが自分から会話を始めることはない。訊きかれたことに答えはするが、それも必要最小限を少しだけ上回る程度だ。また、こうして向かい合っていても、光み宣のるが話し掛けない限り目を合わせようともしない。俯うつむき加減で、物静かに箸を動かすだけだった。

　光み宣のるは小食ではないが、この年頃の少年にしては食べるのが遅い。幼い頃からベッドの上で食事することが多かった所為せいで、習慣になっているのだろう。

　一方、水み波なみは決して大食漢ではないが──そもそも性別が女性なので大食「漢」という表現自体が不適切なのだが──食べるペースは速い。小さな頃からメイドとして教育されているので、食事に時間を掛ける習慣が無いのだ。それは達たつ也や・深み雪ゆきと同居した一年余りの年月が過ぎても変わっていない。

　その二つの要因が相あい俟まって、光み宣のると水み波なみが食事を終えたのは、ほぼ同時だった。

「ご馳ち走そう様さま」

「お粗末様でした」

「とんでもない！　とても美味おいしかったよ」

「……ありがとうございます」

　光み宣のるの輝かんばかりの笑顔に、水み波なみが薄らと頰を染める。

「あの、食後のお飲み物は何がよろしいでしょうか？」

　水み波なみの問い掛けに遠慮の言葉を返そうとして、それはかえって失礼だと思い直した。

「じゃあ、紅茶をもらえるかな」

「かしこまりました」

　水み波なみが立ち上がって食べ終わった食器をワゴンに載せる。そのワゴンは非ヒューマノイドタイプの家事支援ロボット、ホームオートメーションの端末の一つだ。自走するワゴンに先導される格好で、水み波なみの姿がキッチンに消えた。

　光み宣のるは大きく息を吐ついて、口から緊張を吐はき出した。水み波なみの目が無くなったところで、改めて気合いを入れ直す。

　水み波なみが紅茶を手にして戻ってきた。ワゴンは使わず、自分の手でトレーを持って。

　時間はそれ程掛かっていないが、光み宣のるが覚悟を決めるには十分なインターバルだった。

「どうぞ」

「ありがとう。水み波なみさんも座って」

「はい」

　水み波なみは素直に、光み宣のるの言葉に従った。

　二人の間に、敵意とは無縁の張り詰めた空気が漂う。いざとなって光み宣のるは再び緊張に囚とらわれ、それが水み波なみにも伝染していた。

　無言で二度、ティーカップを口に運び、カップをソーサーに戻して、光み宣のるは水み波なみを正面から見詰めた。

　無言のまま、時が経たつ。

　短くない沈黙の後、光み宣のるが口を開いた。

「──水み波なみさん」

　光み宣のるの声は、少し掠かすれていた。

「はい、何でしょうか」

　水み波なみの声は、少し震えていた。

　しかし光み宣のるは、それに気付かない。気付く余裕が無い。

　光み宣のるが、端から見て分かる程はっきりと、息を吞のむ。

「水み波なみさんの正直な気持ちを教えて欲しい」

「…………」

　水み波なみは血の気が引いて見える程、真剣な表情で光み宣のるを見詰め返している。

「僕は……」

　干上がった喉を潤す為ため、光み宣のるが慌ててカップを煽あおる。熱い紅茶が喉を焼き、光み宣のるは派手にむせた。

　そんな光み宣のるの醜態を、水み波なみは笑わなかった。

「水み波なみさんに、パラサイトになって欲しい。水み波なみさんの身体からだを、魔法を奪わずに治す為ために」

「…………」

「でも僕の考えを水み波なみさんに強制するつもりはない。無理矢理攫さらってきて今更何を言っていると思うだろうけど、無理強いはしたくないんだ。絶対に」

「……はい。信じます」

　思い掛けない水み波なみの言葉に光み宣のるが目を見張る。

「……ありがとう」

　光み宣のるはわずかに残った紅茶を飲み干した。今度は、むせることはなかった。

「水み波なみさんは、どうしたい？　パラサイトになっても、魔法を捨てたくないのか。それとも、魔法師であることを止めても、人としての生を全うしたいのか」

　水み波なみが俯うつむく。

　前髪で表情が見えなくなった水み波なみに向かい、光み宣のるは慌てて言葉を継いだ。

「パラサイト化しても、自我を乗っ取られることはないよ。その点は保証する。僕は自分自身を保ったまま、パラサイトの能力だけを手に入れるやり方を見付けた」

「…………」

　水み波なみは無言で下を向いたままだ。

　光み宣のるの焦あせりは、ますます激しくなった。

「公正を期す為ために言っておくけど、魔法を諦めれば命の危険は無いという達たつ也やさんの言葉も、多分間違っていない。魔法師ではなくなってしまうけど、人としては生きられる」

　期待と不安がない交ぜになった表情で、光み宣のるは俯うつむいている水み波なみを見詰める。

「……お時間を、ください」

　水み波なみは目を上げぬまま、聴覚に意識を集中していなければ聞き逃してしまうような声で、そう答えた。

「そ、そうだよね」

　光み宣のるは見ていて気の毒になるくらい、狼ろう狽ばいを露あらわにした。

「ご、ごめん！　いきなり決められないよね、こんな大事なこと」

　椅子を鳴らして光み宣のるが立ち上がる。

「本気で考えてくれるのは嬉うれしいよ！　返事は何時でも良いいから」

　光み宣のるは自分が使ったティーカップを持って、キッチンへ駆け込むように姿を消す。

　水み波なみはそれを制止しようともせず、俯うつむいた姿勢で固まっていた。
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　深み雪ゆきから、病院で何があったのか詳しい話を聞く。否、告白衝動に任せて喋しやべらせる。

　今日の顚てん末まつをレポートに纏まとめて本家の真ま夜やに送信する。

　巳み焼やき島しま防衛戦の詳細と結末を本家から転送してもらった報告書で確認する。

　取とり敢あえず今日の内に終わらせておくべきことを完遂した達たつ也やは、寝間着代わりの半袖Ｔシャツ・ハーフパンツ姿で、渇いた喉を潤すべく自室を出てダイニングに向かった。

　現時刻は真夜中近く。レポートを書き始めたのが遅かったから、これは仕方が無い。本家への報告よりも、深み雪ゆきの気持ちが落ち着くまで側についていてやる方が優先順位は高かった。

　もっとも、深み雪ゆきが多少はいつもの調子を取り戻したといっても表面的なものだ。彼女が無理をして笑っているのは、達たつ也やでなくても分かったに違いない。

　幸い、と言って良いのかどうか、新ソ連侵攻に伴う休校が解除されるという報しらせは無かった。

（明日は一日家にいて、深み雪ゆきについていてやるか……）

　ちょうどそう考えていた達たつ也やの耳に、扉が開く控えめな音が飛び込んできた。

　今この家に住んでいるのは、達たつ也やと深み雪ゆきの二人だけだ。

「お兄様……」

　この声を聞くまでもなく、深み雪ゆきが部屋を出てきたということは明らかだった。

「深み雪ゆき、まだ寝ていなかったのか」

　咎とがめる口調にならないよう気をつけながら、達たつ也やが訊たずねる。

「すみません……何だか、眠れなくて」

　ネグリジェにナイトガウンを羽織った深み雪ゆきの口調は、そう言いながらも少しあやふやだ。身体からだも心も疲れているのに、気持ちが眠ることを拒んでいる。達たつ也やはそんな印象を受けた。

「少し、話をしようか」

　テーブルの前から立ち上がり、ダイニングの入り口に立つ深み雪ゆきに達たつ也やが歩み寄る。

「……はい」

　深み雪ゆきは達たつ也やに肩を押されて、大人しくリビングに移動した。




　達たつ也やがＨＡＲハル（Home Automation Robot）にハーブティーを持ってくるよう命じる。

　向かい側のソファで慌てて立ち上がろうとする深み雪ゆきを、達たつ也やは手振りで押おし止とどめた。

　自走式のワゴンがオレンジピールとカモミールのブレンドを二人分持ってくる。

　達たつ也やは身軽に立ち上がって片手で一つずつ、ソーサーに載ったままのカップを取り、一つを深み雪ゆきの前に置いた。

「ありがとうございます」

　恐縮しながら、深み雪ゆきが御お礼れいを述べる。達たつ也やは「いや」と言いながら笑顔で首を左右に振った。

　達たつ也やがカップを手に取ったのを見て、深み雪ゆきも暖かいハーブティーに口を付ける。感想の言葉が無かったのは、ＨＡＲハルが淹いれたハーブティーの味が満足のいく物ではなかったからだろうか。

　不満ではあるが、顔を顰しかめる程でもない。

　彼女にとっては、そんな微妙な味だったようだ。

　そんな、どうということのない感想が自然に湧き上がってきた御お蔭かげで、深み雪ゆきの心は少しだけクールダウンできた。

　達たつ也やがそれを意図したわけではない。だが、会話を始めるにはちょうど良いい雰囲気になっていた。

「眠れないのは、水み波なみのことが気になっているからか」

　質問でも念ねんの為ための確認でもない。ただ事実を述べる口調で達たつ也やが言う。

「はい」

　質問ではないから、否定できない。深み雪ゆきは虚勢を張れず、素直に頷うなずいた。強がることができず──強がらずに、済んだ。

「何が……間違っていたのでしょうか」

　そして遂ついに、深み雪ゆきが押し隠していた心情を語り出す。

「水み波なみちゃんとは上手うまくやれていたと思います。本当の家族のように思っていたのは、私だけではない……と、信じたいです」

「そうだな。決して、深み雪ゆきだけの思い込みではない」

　達たつ也やは敢あえて、推定形ではなく断定形で相あい槌づちを打った。

　深み雪ゆきが微笑ほほえむ。──弱々しく。

「光み宣のる君に対する気持ちも、理解していたつもりです。水み波なみちゃんは光み宣のる君に惹ひかれていた。まだ恋として自覚できる程、形になっていなかったとしても、一方通行の好意ではありませんでした。わたしはそれを、頭ごなしに否定しませんでした」

　深み雪ゆきが言葉を切って俯うつむく。

　だがすぐに顔を上げて、すがりつく眼まな差ざしを達たつ也やに向ける。

「それが、間違っていたのでしょうか？」

　達たつ也やが答えを出すより先に、深み雪ゆきの問い掛けが続いた。

「わたしは水み波なみちゃんに、光み宣のる君を好きになってはいけないと、命じるべきだったのでしょうか？　たとえ自分が他人の想おもいを踏みにじる人でなしになっても、光み宣のる君は敵だと思わせるべきだったのでしょうか？」

「深み雪ゆき、お前は間違っていない。気持ちというのは自分の心の中から湧き上がってくるものだ。長い時間を掛けて価値観をすり込む場合は例外だが、基本的に他人が動かせるものではない。こんな時に俗なセリフで申し訳ないが、世間では『障しよう碍がいが多い程、恋は燃え上がる』という。一旦恋愛感情にまで成長したならば、尚なお更さら言ってどうなるものではないと俺は考える」

「障しよう碍がいが多い程、恋は燃え上がる……。そうですね」

　深み雪ゆきがクスッと笑う。今度は先程の微笑ほほえみ程、痛々しくはなかった。

　おそらく自分の経験を振り返って、強い納得感を覚えているのだろう。

　達たつ也やを想おもう深み雪ゆきの恋には、「血のつながった兄妹きようだい」という大きな障しよう碍がいが横たわっていた。それでも深み雪ゆきは、自分の恋心を捨てきれなかった。

　今、血縁関係を偽り婚約者という立場を手に入れ、想おもいを隠さなくても良くなったのは、深み雪ゆきにとって奇跡そのものだ。だが仮に、「禁断の恋だ」と責められ、詰なじられ、別の男との結婚を強制されても、結局深み雪ゆきは達たつ也やへの想おもいを捨てなかっただろう。何時までも心の中に秘め続けたに違いない。

「ではやはり、水み波なみちゃんは光み宣のる君を好きになって、わたしたちよりも彼を選んだということでしょうか……」

　水み波なみの光み宣のるに対する気持ちは、まだその段階には至っていないと深み雪ゆきは考えていた。だが既に、手遅れだったのだろうか。もっと早く、心を鬼にして言い聞かせるべきだったのだろうか。深み雪ゆきは深い後悔と共に、そう思った。

「わたしは甘すぎたのでしょうか？」

「水み波なみに、光み宣のるに対する好意を捨てるよう命じられなかったからか？」

　達たつ也やの反問に、深み雪ゆきは頭かぶりを振った。

「わたしは……光み宣のる君に『コキュートス』を向けるべきだったのでしょうか？」

　それは「光み宣のるを自分の手で殺すべきだったのか」という問い掛けに等しかった。

　深み雪ゆきの『コキュートス』を受けても、厳密に言えば死ぬことはない。

 『コキュートス』は精神活動を永続的に停止させる魔法。

　この魔法を受けた者の精神は、二度と活動を再開しない。夢すらも見ない。

　それは他人から見れば、死んでいるのと何も変わらない。

　本人は過ぎゆく時間に取り残されて、止まったままだ。これも死と変わらないだろう。

「俺が同じ状況に置かれて、パラサイトを葬ほうむる術すべを持っていたとしたら」

　達たつ也やを見詰める深み雪ゆきの眼まな差ざし。それが、達たつ也やに近づいた。

　深み雪ゆきの姿勢は変わっていない。ソファから身を乗り出したわけではない。

　ただ眼まな差ざしだけが迫ってきたように、達たつ也やには感じられた。

「俺は光み宣のるを殺しただろう」

　だからといって、達たつ也やが舌をもつれさせることはなかった。

「だがその前に、警告はしたと思う。逃げろと告げたお前と違って、投降するようにだが」

　達たつ也やに固定されていた深み雪ゆきの目が一瞬泳ぐ。光み宣のるを捕まえるのではなく逃がそうとしたことに、深み雪ゆきも全く後ろめたさを感じていないわけではなかった。

「そして結局、深み雪ゆきと同じ状況に直面しただろう」

「……そうですか」

　深み雪ゆきがフッと目の力を緩めて俯うつむく。

　達たつ也やでも同じ結果だったと聞かされて、少しは慰めになったのだろうか。

「それに」

　しかし達たつ也やの言葉は、それで終わりではなかった。

　深み雪ゆきが勢いよく顔を上げる。彼女の瞳には、不安が宿っている。

　深み雪ゆきは次に何を言われるのか、怯おびえていた。だが逃げ出すことも、できずにいた。

「俺がその場にいたなら、お前を止めていただろう。──水み波なみと同じように」

「水み波なみちゃんと、同じ……？」

　深み雪ゆきが大きく目を見開く。

　達たつ也やの言葉が信じられないというより、彼が何を言っているのか分からなかった。

「深み雪ゆき。俺はお前に、人殺しをさせたくないよ」

　達たつ也やの、優しい声。

　深み雪ゆきが目を見張ったまま、のろのろと両手で口を塞ぐ。

「水み波なみは光み宣のるを背にかばった。俺はお前を背中で止めるだろう。俺と水み波なみの、光み宣のるに対する感情の違いだ。だが根底にある願いは、きっと同じだと思う。お前に人殺しをさせたくない。顔も名前も良く知っている、一度は親しくした相手を手に掛ける哀かなしみを、お前に与えたくない」

　見ず知らずの敵の命と、知人・友人の命は等価ではない。達たつ也やは言外にそう告げている。

　人道主義的な正義の観点から見れば、とんでもない主張だ。

　だが、それは真実だと深み雪ゆきは思った。

　それが真実だと、深み雪ゆきは感じた。

「四よつ葉ば家けの次期当主としては、お前は間違ったかもしれない。だけどな、深み雪ゆき」

「はい……」

　達たつ也やが深み雪ゆきの瞳をのぞき込む。

　深み雪ゆきは両手を下ろして、達たつ也やの呼び掛けに答える。

「俺にとっては、間違いではない。お前は間違っていない。そう思っているよ」

「──っ！」

　深み雪ゆきが再び、今度は勢いよく両手で口を覆う。

　深み雪ゆきの両目から涙が零こぼれる。

　達たつ也やは立ち上がり、深み雪ゆきの隣に移動した。

　深み雪ゆきが達たつ也やに抱きつく。

　達たつ也やは深み雪ゆきを、肩ではなく胸で受け止める。

　深み雪ゆきは達たつ也やの胸に顔を埋めて、小さく嗚お咽えつを漏らし始めた。
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　七月九日、火曜日早朝。

　眠りから目覚めへと浮上する途中で、深み雪ゆきは身体からだの自由を制限されていると感じた。

　縛られているのではない。実際に縄を打たれた経験などないが、どうもそれとは違うようだ。

　狭い籠の中に閉じ込められているような感触とでも、表現すれば良いのだろうか。

　未いまだクリアにならない意識に、危機感は何故なぜか生まれなかった。

　囚とらわれているのが、むしろ心ここ地ち好よくすら思えてくる……。

　深み雪ゆきが再び眠りの園へ戻ろうとした時、まるでそれを見透かしたように、不意に拘束が緩んだ。

（あっ、だめ……。わたしを自由にしないで）

　自分の心の声に、深み雪ゆきは激しく動揺した。

　まるで、被虐趣味の変態が言いそうなセリフではないか！ と。

　焦あせりが意識を急激に覚醒させる。

　深み雪ゆきは勢い良く身体からだを起こした。彼女を包んでいた腕は、起き上がる邪魔をしなかった。

　自分を抱いていたものの正体が分かって、深み雪ゆきは慌てて振り向いた。

「おはよう」

　隣には、達たつ也やが寝ていた。

　同じベッドに。

　深み雪ゆきは慌てて達たつ也やに背中を向けた。

　背後では、達たつ也やが起き上がる音がする。

　しかし深み雪ゆきは、朝の挨拶を返すどころの精神状態ではなかった。

　狼ろう狽ばいに染まった顔で、自分の身体からだを見下ろす。

　ネグリジェはそれなりに乱れていたが、胸元のリボンは解けておらず、前開きのボタンも外れていなかった。

（なんだ……）

　心の中で息を吐つき、自分の中で安あん堵どよりも落胆が勝っていると気付いて、深み雪ゆきは羞恥に顔を赤らめる。

「よく眠れたか？」

　達たつ也やの声は、背後の高い位置から聞こえた。ベッドの反対側で立ち上がっているようだ。

「は、はい。……おはようございます」

　呼吸を整えて立ち上がり、深み雪ゆきは達たつ也やに向かって振り返る。赤面したままの顔を見せるのは恥ずかしかったが、何時までも挨拶を返さないのはもっと恥ずかしい。

　ただ、お辞儀をした顔を上げるのは、かなり抵抗があった。

　髪で顔を隠したまま、深み雪ゆきはようやく昨晩の、就寝前のことを思い出した。

　リビングで達たつ也やの胸にすがって泣いた深み雪ゆきは、そのまま力尽きるように眠ってしまった。

　達たつ也やは深み雪ゆきを横抱きにして彼女の部屋まで運び、ベッドに寝かせた。

　そこで中ちゆう途と半はん端ぱに目を覚ました深み雪ゆきは、両手で達たつ也やの腕を摑つかんで「一人にしないでください」と懇願した。

　その結果が、達たつ也やの添い寝だ。

　彼女は達たつ也やの腕に抱かれて、一晩を過ごしたのだ。




　深み雪ゆきは自分の顔が音を立てて爆発したような錯覚を覚えた。




　耳の先まで、熱を持ったのが自覚できる。

　とてもではないが、顔を上げられなくなった。

「まだ早い。もう少し寝ていても良いぞ」

　達たつ也やは深み雪ゆきの不審な振る舞いは触れず、そう告げて彼女の部屋を後にした。
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　深み雪ゆきが自分の部屋から出てきたのは、達たつ也やがトレーニングウェアに着替えて玄関に向かおうとしていたタイミングだった。

　まだネグリジェのままだが、上にガウンを羽織り、髪にはきちんと櫛くしを入れている。

「お兄様、トレーニングルームですか？」

　このマンションは四よつ葉ば家けの東とう京きよう拠点として建てられた。ビルの中には、戦闘要員の鍛錬に使える本格的なトレーニング施設が備わっている。

「ああ。軽く汗を流してくる」

　達たつ也やは背中を向けたまま答えて、ふと何かを思いついたように足を止め、振り返った。

「一緒にどうだ？」

「一緒に、ですか？」

　達たつ也やからの誘いの言葉に、深み雪ゆきが目を丸くする。

「三年生になって身体からだを動かす機会も減っているだろう？　特に今年は九校戦の練習が無かったから、運動不足になっているんじゃないか？」

　達たつ也やの顔は、一見大真面目だ。だが、深み雪ゆきは騙だまされなかった。

　フィクションには「目だけが笑っていない」という表現がよく使われる。しかし、この場合は逆だ。達たつ也やは目だけで笑っていた。

「運動不足に見えますか？」

　深み雪ゆきはガウンの紐ひもを解いて挑発的に両手を広げ、ポーズを取った。無論、巫山戯ふざけ半分だ。ネグリジェも肌が透けるような生地ではないし、肌が大胆に露出しているデザインでもない。

「これでも美容には気を遣っているのですよ」

　深み雪ゆきから思い掛けない反撃を受けて、達たつ也やは苦笑する以外になかった。

「ですが、せっかくのお誘いです。お断りするのも無作法ですし、準備をして参ります。少しお待ちください」

　深み雪ゆきが軽い足取りで洗面所に向かう。口では気が向かないようなことを言っているが、その実、浮かれているのが後ろ姿だけでも分かる。

　達たつ也やの苦笑は、微笑に変わった。




　達たつ也やと一緒にたっぷり汗を流したことが、良いい気分転換になったのだろう。朝食の席に着いた深み雪ゆきは、昨日に比べて随分顔色が良かった。──運動よりも添い寝の方が効果的だったという可能性は、達たつ也やの意識の中で自動的に無視されていた。

「深み雪ゆき、今日の予定は？」

「わたしの予定ですか？　学校は今日も休みのようですし、特にございませんが……」

　いきなり問われて、深み雪ゆきは訝いぶかしげな表情で答える。

　達たつ也やの真意を窺うかがうように、彼の瞳を見詰める深み雪ゆき。

[image: ]

　彼女の視線の先で達たつ也やは、やや躊躇ためらいがちに次のセリフを紡つむぎ出す。

「では、ドライブでもどうだ」

「ドライブですか？」

「家でのんびりしたいなら、それでも構わない。俺も久々にゆっくりしよう」

　深み雪ゆきはようやく、達たつ也やの意図を理解した。

「お兄様、お気遣いはありがたいと思います」

　深み雪ゆきの真剣な眼まな差ざしを受けて、達たつ也やは決まり悪げな表情になった。

「ですがどうか、お兄様のお時間は水み波なみちゃんの救出に充あててください。光み宣のる君が水み波なみちゃんの意思を無視してパラサイトを取り憑つかせるとは思いませんが、一時の気の迷いが取り返しのつかない過あやまちに結び付かないとも限りません」

「そうだな」

　達たつ也やは自分の考えが甘く、深み雪ゆきの言葉が正しいと認めた。

「普通の過あやまちならともかく、人間を辞めてしまっては本当の意味で取り返しがつかない。まず、水み波なみが隠されている場所の特定に全力を注ごう」

　達たつ也やはまだ食事を終えていないにも拘かかわらず、箸を置いて深み雪ゆきを見詰めた。

　深み雪ゆきも箸を置き姿勢を正して、達たつ也やの眼まな差ざしを受け止める。

「深み雪ゆき、手伝ってくれるか」

「わたしにできることでしたら、何なりと」

　深み雪ゆきの答えに、迷いは無かった。
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　光み宣のるが目を覚ましたのは朝七時過ぎという、早くも遅くも無い時間だった。体調を崩しがちで床に伏せっていることの多かった光み宣のるには、早起きして運動をするという習慣が無い。運動だけでなく、朝から特にやることも無いので起床時間は普段からこんなものだ。

　昨日とは違うベッド、昨日とは違う天井に、光み宣のるは戸惑うこともなく寝室を出て顔を洗い、ダイニングに向かった。

　そこで彼は、思い掛けない光景に立たち竦すくんだ。

「おはようございます」

　テーブルのセッティングをしていた水み波なみが振り返って光み宣のるに朝の挨拶を贈る。

「……おはよう」

　硬直から何とか立ち直り、不自然にならないギリギリのタイミングで光み宣のるは挨拶を返した。

　光み宣のるは水み波なみの存在を忘れていたわけではない。今朝も、起きてから何度か──何度も彼女のことを考えた。

　ただ、同じ年齢の少女がエプロン姿で朝食の支度をしてくれているというのは、美形すぎて周りの女子から敬遠され、結果的に彼女いない歴が年齢と等しい光み宣のるには十分にショッキングな出来事だった。

「朝食のお支度はできております。すぐに召し上がりますか？」

「う、うん、お願い」

　少しセリフを嚙かみながら、光み宣のるが答えを返す。

　──今の自分はみっともなくはなかっただろうか？

　そんな懸け念ねんを懐いだきつつ、光み宣のるはテーブルの前に座った。

　水み波なみの表情には、光み宣のるの現実離れした美貌に似つかわしくない初心うぶな態度を蔑んでいる様子も呆あきれている兆候も無い。

　彼女はテキパキとテーブルに朝食の茶ちや碗わんと汁しる椀わんと皿を並べた。

「……いただきます」

「はい、どうぞ」

　今度は嚙かまずに食事開始の挨拶を口にした光み宣のるに、水み波なみは言葉少なく、ただし決して無愛想ではない口調と表情で応えた。

　水み波なみも光み宣のるの向かい側に座って両手を合わせる。

　小声で「いただきます」と呟つぶやいた後、箸を手に取った。

　光み宣のるは水み波なみから苦労して視線を外した。彼も幼い頃は姉と一緒に食事をしていたはずなのだが、同じくらいの年齢の少女が同じ食卓を囲んでいる光景は、何故なぜか彼の心を強くかき乱していた。

　光み宣のるはパラサイトすらねじ伏せた意志力を発揮して、自分の食事に専念した。




　向かい合って箸を動かす光み宣のると水み波なみの間には、ほとんど会話が無かった。光み宣のるは近年、一人で食卓に着くことが多く、食事中に会話を楽しむ習慣が身についていない。水み波なみは元々口数が余り多くない上に、二年前まで使用人として食事は仕事の合間に素早く摂とる生活を続けていた為ため、食卓での会話が得意ではなかった。

　何となくぎこちない雰囲気のまま、二人が箸を置く。この食卓でパラサイト化が話題に上ることはなかった。水み波なみの意思は未いまだ決まらず、光み宣のるは水み波なみに「強要されている」という印象を持たれることを恐れた。

「少し、外を見回ってくるよ」

　食後に出されたお茶を飲み干した光み宣のるは、そう言いながら席を立った。水み波なみに好意を懐いだいているからこそ、このダイニングの空気は居心地が悪かった。

「はい、お気を付けて」

　それは、水み波なみも同じだった。
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「上手うまく行かないなぁ……」

　玄関前の空き地で、光み宣のるは空を見上げながらため息交じりに呟つぶやいた。

　頭上に見える明るい曇り空は、本物の空ではない。東とう亜あ大たい陸りく流古式魔法によって、地上から反射された、可視光を含む電磁波が高さ約十メートル（東とう亜あ大たい陸りく度量衡で三丈）を境界面として散乱し、白く濁って見えているのだ。上空から見たなら、その境界面上に切れ目なく茂る森が再現されている。

　見回りというのは、言うまでもなく口実だ。偽装・隠蔽結界の点検をしなければならないのは事実だが、それは館の中にいてもできる。ここは魔法的に閉ざされた空間だが、それでも光み宣のるは、外の空気を吸いたくなったのだ。

「後のことをもっとしっかり考えておくべきだった」

　こぼした愚痴は、自分自身に対するもの。昨日まで光み宣のるは、水み波なみを攫さらうことしか考えていなかった。達たつ也やの邪魔が入らないところで水み波なみと話をすることしか頭になかったのだ。

　光み宣のるに同情する余地はある。まず、達たつ也やを出し抜くのが難関だった。それに加えて、七さえ草ぐさ家けと十じゆう文もん字じ家けまで障しよう碍がいに加わった。

　パラサイトになった時から覚悟の上とはいえ、光み宣のるを取り巻く状況は厳しく、水み波なみを連れ出すのに彼は知恵と力を振り絞らなければならなかった。

　それに彼は、水み波なみと二人きりになれば自分の思いどおりになると考えていたわけではない。

　パラサイトになることが水み波なみにとって最良の道だと、光み宣のるは確信している。

　だがそれを、水み波なみに押し付けるつもりはない。建前でもポーズでもなく、彼は水み波なみの意思を尊重するつもりだ。水み波なみが「パラサイトになりたくない」と決めたなら、光み宣のるは彼女を無傷で達たつ也やの許もとに帰すと決めている。

　光み宣のるの目的は、水み波なみを手に入れることではない。彼は水み波なみを突然死の恐怖から救ってやりたいだけなのだ。同時に、できることなら、魔法師でありながら魔法を自由に使えないもどかしさ、口惜くやしさを彼女に味わわせたくないだけなのである。

　何な故ぜ光み宣のるは、水み波なみの為ためにそこまでするのか。自ら、人であることを捨ててまで。

　実を言えば光み宣のるは、自分でも理由が良く分かっていなかった。そもそも人間だった当時に光み宣のるが苦しめられていた体質的な欠陥と、水み波なみが現在抱えている問題は性質が異なっている。

　光み宣のるが頻繁に体調を崩していたのは、活性が高すぎる想子サイオンの圧力に肉体のエイドスが破損し、それが肉体の不調にフィードバックされていたのが原因だった。それに対して今の水み波なみが患わずらっている症状は、魔法演算領域の安全機構が壊れている所為せいで、本人が耐えられる限界以上の魔法を出力してしまう恐れが強いというものだ。

　光み宣のるの体調不良は魔法の行使に関係無く起こるものだった。一方、水み波なみの方は魔法を使えないようにしてしまえば、取とり敢あえず突然死の襲来は遠のく。

　共通しているのは思いどおりに魔法が使えないという点と、最終的な治療方法。

　パラサイトになれば、何も心配せずに魔法が使えるということ。

　何も心配せずに、というのは言い過ぎかもしれない。パラサイト化による肉体の変容は避けられない。だがパラサイトによる自我の侵食は避けられる。自分を保つことは可能だと、光み宣のるは自分自身を実験台にして証明した。

　自分が手に入れたパラサイト化のノウハウを水み波なみが修得すれば、彼女が自身の心を失ってしまう恐れはない──光み宣のるはそう確信している。一人で使いこなすには難しい技術かもしれないが、パラサイトと同化する際に自分が導師役を務めて水み波なみを誘導してやれば必ず上手うまく行くという自信も、光み宣のるにはあった。

　しかし、ただ「魔法を自由に使えるようにしてあげたい」というだけでは、動機として弱すぎる。他ならぬ光み宣のる自身がそう思っている。

　自分を駆り立てるものが何なのか、曖昧なまま棚上げにしてきた。それが多分、今の居心地が悪い状況を招いている。

　本当に水み波なみの意思を確かめたいだけなら、水み波なみが結論を出すのを、ただ待てるはずなのだ。真に彼女からリターンを期待していないのであれば、水み波なみがどんな決断をするのか、やきもきする必要は無い。

　水み波なみが迷うのは、当然予想できたことだ。

　自我が保たれるとはいえ、人間を辞めるのだ。決断に時間が掛かるのは当たり前だと言える。

　水み波なみが最終的に決断するまでの間、彼女にどう接するべきか。

　それを自分が全く決めていなかったことに、光み宣のるは今更気付いていた。
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　この館は見たところ、築二十年以上は経過していると思われる。キッチン設備も店舗並みに充実している割には型が古い。しかし、家自体も設備も調度品も、痛んでいる様子は無い。しっかりメンテナンスされているようだ。──もしかしたら魔法的な手段でコンディションを保っているのかもしれないが。

　とにかく試しに使ってみて、不具合は無かった。全自動食洗機も問題無く動く。

　にも拘かかわらず、水み波なみは自分の手で食器を洗っていた。

　その手をふと止めて、水み波なみはため息を漏らす。彼女が自動機を使わないのは、家事をするにしても、自分の身体からだを動かしていないと余計なことを考えてしまいそうだと思ったからだ。

　だがあいにくと、あまり効果は無かった。いや、「余計なこと」を考えない効果はあったと言えるかもしれない。彼女の意識を突発的に占拠したのは、深み雪ゆきに対する罪悪感だったのだから。

（深み雪ゆきさまは、私のことをどう思っていらっしゃるだろう……）

　水み波なみの意識の内側をのぞいたならば、光み宣のるはショックを受けたかもしれない。

　今、水み波なみの思考の中に、光み宣のるは存在していなかった。自分自身がこれからどうするか──パラサイト化を受うけ容いれるか、拒むか、彼女が真っ先に考えるべきであるはずの重大事も、水み波なみの視界から外れていた。

　彼女の心は、後悔で満たされていた。

　今だけではない。昨日からずっと、水み波なみは後悔の淵ふちに沈んでいる。

　──あれは、裏切りだ。

　──私は深み雪ゆきさまを、裏切ってしまった。

　もしあの時、深み雪ゆきを止めただけだったならば、水み波なみはここまで苦しまなかっただろう。自分が何を考えていたのか、多少なりとも冷静に振り返ることができたに違いない。

　だが水み波なみは、光み宣のるをかばってしまった。

　光み宣のるを背にかばい、深み雪ゆきと睨にらみ合あった。

　誰が見ても、深み雪ゆきを裏切り光み宣のるの側に寝返ったと判断するだろう。

　水み波なみ自身、自分の行動を振り返ってそう思った。

（申し訳ございません）

（申し訳ございません）

（深み雪ゆきさま、申し訳ございません……！）

　水み波なみの心に繰り返し繰り返し湧き上がる、謝罪の言葉。

（私は取り返しのつかない真似まねをしてしまいました）

（私はなんとお詫わびすれば良いのでしょう）

（私はこの不始末を、どう償えば良いのでしょう）

　ただ後ろ向きに、罰を望む思考の羅列。

　彼女は自覚しているだろうか。

　罰は、許しの対価。

　自分がただひたすら深み雪ゆきに見捨てられることを恐れていると、果たして水み波なみは気付いていただろうか。

　自分が何故なぜそこまで、異常とも言える程に怯おびえているのか、水み波なみはまだ理解していなかった。
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　光み宣のるによる水み波なみの誘拐を阻止するという目的は、残念ながら果たせなかった。水み波なみを囮おとりにして光み宣のるを捕らえるという計画も、昨日の時点で破綻している。

　だが十師族が光み宣のるを危険視する理由は、水み波なみの誘拐・パラサイト化を目もく論ろんでいたからではない。光み宣のるがパラサイトであり、彼の能力が社会を揺るがしかねないものだから、師族会議は彼を捕縛しようとした。

　国防軍が光み宣のるを敵視する理由も、水み波なみの件とは無関係だ。第一師団遊撃歩兵小隊『抜刀隊』が光み宣のるに対して敵意を燃やしているのは、まず第一に、彼らが崇敬の念を惜しまない九く島どう烈れつを殺した犯人だからだ。

　光み宣のるが烈れつの身内──孫だという事実も、抜刀隊の怒りを増幅していた。身内殺しは忌いむべき罪。それに加えて、烈れつが自分の子と孫の中で光み宣のるを最も可愛かわいがっていたという情報が隊内で共有されていたという事情が、復ふつ仇きゆうの念に拍車を掛けていた。

　しかし国防軍が正規の作戦として光み宣のるの追跡に隊を動かすことを許可したのは、九く島どう烈れつシンパの心情に配慮したからではない。出動の理由は十師族と同じだ。私情ではなく、光み宣のるの存在が国家にとって脅威になると判断した故のもの。

　十師族も国防軍も、水み波なみが攫さらわれてしまったからといって、それが矛を収める理由にはならなかった。

　七月九日、朝八時。光み宣のるの動向に関する有力な情報が得られず富ふ士じ山さん麓で待機したままの状態だった遊撃歩兵小隊に、十師族から一つの手掛かりがもたらされた。




　防衛大学生の身でありながら九く島どう光み宣のる捕獲作戦に抜ばつ擢てきされた千ち葉ば修なお次つぐと渡わた辺なべ摩ま利りは、急きゆう遽きよ掛けられた招集に従って会議室に着席していた。

　朝八時半。指定の時間だ。

　前の扉から抜刀隊の隊長が姿を見せる。修なお次つぐと摩ま利りは他の隊員と同じタイミングで立ち上がり、勢せい揃ぞろいした隊員の前に立つ小隊長に敬礼した。

　隊長は隊員たちを座らせ、短い前置きを挟んで本題に入った。

「九く島どう光み宣のるの行方について、情報を入手した。提供者は十じゆう文もん字じ克かつ人と殿だ」

　修なお次つぐと摩ま利りの周りで小さなざわめきが生じる。この遊撃歩兵小隊が『抜刀隊』の異名を持つのは、この部隊が魔法白兵戦技能『剣術』で戦う戦闘魔法師集団だからだ。九く島どう烈れつの信奉者という面を差し引いても、十師族当主の氏名は当然の知識として記憶している。

　なお彼らの剣術は千ち葉ば家けから学んだものであり、九く島どう烈れつに対して一般的な敬意しか持ち合わせていない修なお次つぐと摩ま利りがこの作戦に駆り出されたのは、その縁によるものだ。

「九く島どう光み宣のるは昨日調ちよう布ふに出現し、青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいを縦断する道路で消息を絶った」

　小隊の間に先程より大きなざわめきが起こる。彼らは一様に、プライドを傷つけられた怒りを見せていた。

　遊撃歩兵小隊がこの地にいるのは、奈な良らで目撃された光み宣のるが東とう京きように侵入するのを阻止する為ためではなかった。彼らは検問を張っていたのではなく、まだ東海以西に潜伏しているであろう光み宣のるの手掛かりが得られ次第、その場に急行する基地としてここを選んだのである。

　だから光み宣のるが彼らの東側に出現したからといって、恥に思う必要は、本来無い。

　だがみすみす首都に侵入を許したのは事実だ。

　目的が違うからといって、納得できるものではない。

　それに、推定される潜伏場所がまた、隊員の神経を逆さか撫なでした。

　青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいは東ひがし富ふ士じ演習場の目と鼻の先。ここに自分を探している部隊が控えていることを光み宣のるは知らないかもしれないが、抜刀隊の面々としては「なめられている」と感じても仕方が無いと言えよう。

「十じゆう文もん字じ殿は、九く島どう光み宣のるが樹海に逃げ込んだと断定はしなかった。だが提供を受けた追跡データから判断して、その可能性は高いと思われる」

　隊員たちの囁ささやき交わす私語が、完全に止まった。

　修なお次つぐと摩ま利りを含めた全員の視線が隊長に集まった。

「本日〇九三〇より、樹海全域の捜索を開始する。各員はそれまでに担当地域と捜索手順を頭に叩たたき込こんでおけ。以上だ」

　立ち上がり敬礼する隊員たちの目は、待ちに待った出動命令に熱く燃えていた。
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　状況に大きな変化があったのは、東とう京きようの西においてだけではなかった。

　ほぼ時を同じくして関東の、東の海上にも動きがあった。

　横よこ須す賀かを出港して帰国の途についたはずのＵＳＮＡ海軍空母『インディペンデンス』が房ぼう総そう沖に戻ってきたのである。

　日米軍事同盟に基づき、新ソ連の侵攻に対する戦闘に加わる。これがインディペンデンスから日本政府にもたらされたメッセージの主旨だった。

　同盟の義務を果たすという申し出はおかしくない。むしろ昨日の時点で参戦の意思を表明しなかった方が同盟条約違反だとさえ言える。

　政府内には、援軍の申し出が何処どこまで本気か疑う向きもあった。だが戦争において最も避けるべきは孤立である。「栄光ある孤立」が通用した時代は遥はるかな過去。少なくとも日本の国力で、孤立戦略は採用できない。ましてや現在交戦中の相手は大国、新ソビエト連邦だ。参戦を拒否するという選択肢は無かった。

　この前日、アメリカ海軍所属艦艇が日本の領土である巳み焼やき島しまに攻撃を行ったという暴挙に、口をつぐむ結果になるとしても。




　巳み焼やき島しま襲撃についてＵＳＮＡの謝罪を求めるべきだという意見は、国防軍内において少数派にもならなかった。タカ派のリーダーですら、謝罪の要求を主張していない。

　領土侵攻は、単なる言葉だけの謝罪ではすまされないからだ。

　賠償金。資源利権。不平等で不利な通商条件、外交条件の甘受。そんな、勝者が敗者に課す実質的な──金銭的な価値がある謝罪の要求が必要になる。領土侵攻を受けた側がそれを求めないなら、さらなる領土侵攻を、今度は別の国からも、招くことになるだろう。

　領土侵攻の事実を公表して相手国を非難するには、その国と敵対状態になる覚悟が必要となる。最終的には開戦も辞さない──その覚悟がなければ、無かったことにするしかない。

　そして日本は、現下の国際情勢でＵＳＮＡと敵対関係になるのは避けなければならない。少なくとも、表向きは。

　国防軍に、それが理解できない幹部はいない。主権領域、それも領空や領海ではなく領土を侵されてその事実を無かったことにするのは軍人としてこの上ない屈辱だが、実利の為ために私情を抑え込む程度のことができなければ、一国の軍事は担になえない。

　そういう訳で国防軍の大半は無念を吞のみ込こんでいたのだが、一部の軍人はインディペンデンスの参戦申し出に現実的な観点から忌避感を懐いだいていた。

　座ざ間ま基地を使ってパラサイト化した工作員が侵入しようとした一件を知っている、第一〇一旅団とその司令官である佐さ伯えき少将に近い将校たちである。

　巳み焼やき島しまを襲撃した輸送艦はインディペンデンスと海上で接触している。接舷までは確認できなかったが、輸送艦ミッドウェイの対日敵対行動とインディペンデンスが無関係であったとは思われない。

　そしてミッドウェイから発進した小型艇で巳み焼やき島しまに上陸した米軍兵は、全員がパラサイト化していた。座ざ間ま基地から侵入しようとしてきた工作員と巳み焼やき島しまに攻撃を仕掛けた部隊の間に、密接な関係を疑うのは当然と言えよう。

「──では閣下も、インディペンデンスの参戦は工作員を潜入させる為ための口実だとお考えですか？」

　国防陸軍第一〇一旅団司令官室。この部屋の主、佐さ伯えき少将のデスクの前で、彼女の腹心と目されている風かざ間ま中佐は割と深刻な表情で少将にこう訊たずねた。

　形式は質問だが、答えは分かっている。会話をつなぐ為ための、ある種の相あい槌づちだ。

「援軍として戦ってはくれるでしょう。実際に砲火を交えなくても、新ソ連軍に対する圧力にはなってくれるはずです」

「しかし、それだけではないと？」

「そのとおりです」

　頷うなずいた後、佐さ伯えきが大きくため息を漏らす。それは風かざ間まに見せつける為ための演技ではなかった。

「我が国の領土に対する攻撃は決して許せることではありません。たとえそれが離れ小島であろうとも。ただ……」

　佐さ伯えきが躊躇ためらいを見せる。

「ただ、何でしょうか」

　風かざ間まが続きを促したのは、佐さ伯えきにここで話を止める気配が無かったからだった。

「こちら側に、アメリカを刺激する要素があったのも否定しがたい事実。このところ、彼の振る舞いは私から見てもいささか目に余ります」

「特尉──達たつ也やのことですか？」

　上官が「彼」とぼかした対象を、風かざ間まは躊ちゆう躇ちよせず特定した。

　佐さ伯えきが風かざ間まに非難の眼まな差ざしを向ける。だが風かざ間まに悪びれた様子が無いのを見て、彼女は再びため息を吐ついた。

「……そうです」

　ため息の後、風かざ間まの指摘を間違っていないと認める。

「達たつ也やにも言い分はあると思いますが」

「それはそうでしょう。考え無しにあのような真似まねをされては困ります」

　風かざ間まの擁護発言に、佐さ伯えきは呆あきれ声を返した。

「ですが、どんな理由があろうとも、脱走した国家公認戦略級魔法師を匿かくまうなど、個人で許されることではありません」

「ミサイル原潜の逃亡を手助けするようなものですからな」

　風かざ間まが感情のこもっていない声で相あい槌づちを打つ。

　彼が本気で自分に同意しているのか、それとも表面を取り繕っているだけなのか。佐さ伯えきは風かざ間まの表情から読み取ろうとしたが、上手うまく行かなかった。

「だからといって、工作員の跳ちよう梁りようを見過ごすわけにはいかないと思いますが」

「そのとおりです、中佐」

　やはり真意がうかがい知れない表情で正論を口にした風かざ間まに、佐さ伯えきは頷うなずいた。

「私が依頼を出した時には既に、情報部はインディペンデンス監視の手て筈はずを整えていました」

「情報部に借りを作ることにはなりませんか」

「その懸け念ねんは不要です。この程度で私からの貸しは精算できませんから」

　風かざ間まが規律を軽んじる不良軍人であれば、口笛の一つも吹いていたことだろう。

「小官は何をすればよろしいのでしょうか」

　実際に風かざ間まが示した反応は、軽く目を見張った後に任務内容を訊たずねる、というものだった。

「工作員の上陸が明らかになった場合、これを内密に、かつ穏便に無力化しなさい」

「穏便に、ですか」

　風かざ間まは「難しい」と口には出さなかった。

「了解しました。しかし、情報部の介入があると思いますが」

「情報部で対処できるようであれば、手を出さなくても構いません。それより重要なのは」

　佐さ伯えきは一旦言葉を切って、「分かるでしょう？」と言いたげな目を風かざ間まに向けた。

「──達たつ也やに手を出させないこと、ですか」

「これ以上、民間人の思惑で対米関係を悪化させたくありません」

　佐さ伯えきの言う「民間人」は、達たつ也や一人を指しているのではない。彼の背後にいる四よつ葉ば家けの勝手を許さないという強い意志が、彼女の両眼に宿っていた。








［４］






　一高からは八時前に「本日も休校」との正式な通知があった。一時限目の開始は朝八時だから、もし「本日から授業再開」と告げられても間に合わない時間だったが、再開する場合は「午後から」などの配慮が当然あったに違いない。

　午前九時。一旦各おの々おのの自室に戻って心身のコンディションを整えた達たつ也やと深み雪ゆきは、四畳半の和室に膝を突き合わせて座った。

　二人とも正座だが、衣服や装身具、敷しき物ものなどに特別な品はない。達たつ也やは半袖のＴシャツに薄手のアンクルパンツ、深み雪ゆきはサマーニットのワンピース。深み雪ゆきのワンピースはボディラインが露あらわになる中々刺激的な代物だが、彼女が達たつ也やと二人きりの時に挑発的な格好をするのは今更だ。達たつ也やは眉一つ動かしていない。

　普段使われていない部屋だが、ゴミも埃ほこりも見当たらない。二人は座ざ布ぶ団とんを使わず、清潔な畳の上に直接座っていた。

　既に述べたとおり、達たつ也やの表情は平静そのものだが、深み雪ゆきは目元が少し赤い。

「普段着で良いいとのお言葉でしたので、この様な格好で参りましたが……お兄様、その、ぬ、脱がなくてもよろしいのですか？」

　恥ずかしげな声で、それでも達たつ也やから目を逸そらさずに深み雪ゆきがこう訊たずねたのは、今年の二月に同じようなシチュエーションを経験しているからだ。

　師族会議が開催されていた箱はこ根ねのホテルを狙ったテロ事件の首謀者であり、それ以前から配下の周しゆう公こう瑾きんを通じて日本に反魔法師工作を仕掛けていた顧傑グ・ジーの潜伏場所を探す為ために、達たつ也やはイデアの「景色（形色）」を視みる能力『精霊の眼エレメンタル・サイト』を全開にした。

　顧傑グ・ジーを見付け出す為ためには、自身が持つ情報知覚能力の全てを投じる必要があると達たつ也やは判断した。しかし彼は深み雪ゆきの身に迫る脅威を見張る為ために、常時『精霊の眼エレメンタル・サイト』のキャパシティの少なくない割合を彼女に向けている。その分のリソースも捜索に充当するには、少しの間、深み雪ゆきから「眼め」を離しても大丈夫だと、自分を納得させなければならなかった。

　それには「視覚」以外で深み雪ゆきを守っているという実感が必要だった。その為ために達たつ也やが選んだ手段は、深み雪ゆきの存在を肌で感じるというものだ。具体的には、自分は水泳用のハーフパンツのみを身に着けて下着姿の深み雪ゆきを背後から抱きしめるという、いささか非常識な真似まねを達たつ也やは採用した。

　あの時はその甲か斐いもあって、顧傑グ・ジーを見付け出すことができた。今回も同じ成果を得ようとするなら、同じプロセスを踏まなければならないのではないか、と深み雪ゆきは考えたのである。

　決して、下着姿を達たつ也やに見てもらいたいと思ったのではない。

　達たつ也やも、そんな誤解はしなかった。

「そのままで大丈夫だ。あの時と違って、今の俺には封印が掛かっていない」

「そ、そうでした……」

　しかし達たつ也やの答えを聞いて、深み雪ゆきは強い羞じらいを覚えた。自分がはしたない露出狂のように思えて達たつ也やの顔を見ていられなくなる。彼女は太ももの上で両手を握り締めて俯うつむいた。長い髪の隙間からのぞいている深み雪ゆきの両耳は、先端まで真っ赤に染まっていた。

　そんな深み雪ゆきを見ている達たつ也やの表情も、何となく決まり悪そうだ。顧傑グ・ジーの行方を探ったあの日、必要なことだったとはいえ、深み雪ゆきにこういう顔をさせるような真似まねをしたという自覚はあるのだろう。感情は乏しくても、彼は羞恥心を持たないわけでも理解できないわけでもない。

「捜索を開始する」

　このまま時間が経過しては、お互いにますます気まずくなるばかりだ。達たつ也やは敢あえて事務的に──と言うより軍隊調にそう告げて、目を半眼に閉じた。

　完全に瞼まぶたを閉ざさなかったのは、肉眼で深み雪ゆきを見詰め続ける為ためだ。顧傑グ・ジーの時は視界を完全に情報次元へ移さなければならなかった。通常の意味では目が見えない状態だったから、触覚によって──肌と肌の触れ合いで深み雪ゆきを感じている必要があった。それ以上に、単なる視覚だけでは深み雪ゆきに危険が迫っていないと確信できなかった。

　だが今は違う。こうして向かい合っているだけで、『精霊の眼エレメンタル・サイト』を敢あえて向ける必要が無いと理解できる。物理次元と情報次元の両方を、最大限まで知覚できる。

　彼は間近に座る深み雪ゆきの姿を見ながら、情報の次元へ視線を伸ばした。

　探し求める対象は水み波なみのエイドス。

　彼女に縁が深い「物」を用意しなくても、達たつ也や自身に水み波なみと結ばれている「縁」がある。

　その「縁」をたどって、達たつ也やの「視力」は空間の隔たりを超えた。

　捜索を開始してから、五分足らず。

　達たつ也やは水み波なみの「情報」を視界に捉えた。
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　達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』は希少な能力だが、彼だけにしか使えないものではない。魔法は事象に付随する情報、エイドスを認識してこれを一時的に書き換えるもの。魔法を行使する魔法師は、程度の差こそあれ「情報」を知覚する力を持っている。『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、魔法師ならば誰もが持つこの知覚力の最上位バージョンとでも言うべきものだ。

　魔法師を魔法師たらしめている情報知覚能力を高めていけば、最終的に『精霊の眼エレメンタル・サイト』へとたどり着く。人間だった頃から持っていた高い情報知覚能力を、パラサイト化によりさらにレベルアップさせた光み宣のるも、この「眼め」を持っていた。

（これは──っ!?　達たつ也やさんか!?）

　観測もまた「働き掛け」であり、観測された対象には「視みられた」という情報が加わる。それはほんの微かすかな変化だが、同じ『精霊の眼エレメンタル・サイト』の能力を持つ者ならば「眼め」を向けられた時に、そうと気付く。

　達たつ也やの視線が向いている先は「桜さくら井い水み波なみ」に付随する情報で、光み宣のるも無意識に水み波なみへ「眼め」を向けていた。だからこの瞬間、達たつ也やが『精霊の眼エレメンタル・サイト』で水み波なみの現在位置を暴こうとしていると、いち早く察知できたのだった。

（まずい……！）

　達たつ也やが水み波なみを視界に捉えたのと、光み宣のるが達たつ也やの「眼め」に気付いたのはほとんど同時だった。タイムラグは物理次元で半秒にも満たなかったはずだ。しかしそのわずかな時間に、達たつ也やの視線は水み波なみのエイドスに深く食い込んでいた。

（せめてこの場所だけでも隠さないとっ！）

　余裕があれば、達たつ也やの視線を逆にたどって精神干渉系魔法で反撃することもできたかもしれない。だが今の光み宣のるには、この隠れ家の場所を知られないようにするだけで精一杯だ。

　ここは周しゆう公こう瑾きんが構築した魔法の防御陣で守られている。東とう亜あ大たい陸りくの古式魔法『蹟せき兵へい八はち陣じん』の流れを汲くむ大規模な隠蔽の結界だ。そのカモフラージュの効果は地上からの接近を阻はばむだけでなく、空中からの探索、魔法による探知も妨害する。

　しかし達たつ也やの「眼め」を誤魔化すには力不足。光み宣のるはそう感じた。

　光み宣のるの『精霊の眼エレメンタル・サイト』が捉えた達たつ也やの視線の鋭さは、周しゆう公こう瑾きんの結界を然さ程ほど時間を掛けず貫いてしまうと予想させるものだった。

　一旦場所を特定されたら、隠蔽結界は役に立たない。方位感覚を狂わせる『鬼き門もん遁とん甲こう』も達たつ也やの襲来を阻はばみ得えないだろう。

　そんな危機感に駆り立てられて、光み宣のるは『仮装行列パレード』を行使した。

　偽装する対象は、水み波なみの現在位置に関する情報。達たつ也やには既に、情報次元における水み波なみの「姿」を捉えられている。この段階から彼女の情報を丸ごと偽装するのは不可能だろうと判断し、偽装項目を一つに絞ることで偽装の強度を上げようと考えたのだ。

　偽りの位置情報が水み波なみのエイドスに書き加えられる。

　光み宣のるが自分の「眼め」に「視み」えている水み波なみの情報を確認したところ、彼女はここから約十キロ離れた河かわ口ぐち湖この湖上にいることになっている。

　同時に、達たつ也やの「視線」が青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいから逸それたのを光み宣のるは感じた。『仮装行列パレード』は達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』による探査の阻止に成功した。──一旦は。

　光み宣のるの心に、安あん堵どの気持ちは湧かなかった。

　誤魔化せたのは位置情報だけだ。

　今も達たつ也やの「視線」は、水み波なみの情報体を照準し続けている。

「まだ、気を抜いちゃ駄目だ」

　光み宣のるは声に出して呟つぶやくことで、自分を戒めた。
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「光み宣のるの『仮装行列パレード』か……」

　光み宣のるの魔法によって「視線」を逸そらされたのと同時に、達たつ也やはその事実を察知した。

「光み宣のる君が妨害してきたのですか？」

　達たつ也やの呟つぶやきを聞きつけて、それまで息遣いの音さえ漏らさないようにしていた深み雪ゆきが思わず訊たずねる。

「そうだ」

　達たつ也やはそれを咎とがめず、一旦瞼まぶたを開けて言葉だけで頷うなずく。そしてすぐに目を半眼に戻した。

　光み宣のるが『仮装行列パレード』を使ってくることは最初から織り込み済みだ。彼の妨害を想定していなければ、わざわざ深み雪ゆきを間近において万全の態勢を整えはしない。

　達たつ也やはこれまで何度も『仮装行列パレード』に苦杯をなめてきた。エイドスを読み取る能力を戦術の基盤としている達たつ也やにとって、『仮装行列パレード』は天敵とも呼べる程に相性が悪い魔法だ。

「だが、何時までも後れを取りはしない」

　瞼まぶたを半ばまで閉ざしたまま、達たつ也やは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　彼は光み宣のるの妨害を予想していたのだ。何の対策も立てていないはずはなかった。
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（何だ？　何を「視み」られている？）

　達たつ也やから注がれる「視線」が突如二本に増えた。それを感知して、光み宣のるは戸惑う。

　達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、水み波なみのエイドスをしっかり捕捉したままだ。

　それと並行して、もう一つの「視線」が光み宣のるに注がれている。

（いや……僕に、じゃない。僕の魔法を観測している？）

　魔法式は、その魔法が作用している事象の表面に書き込まれている。エイドスの最外層、「世界」と接している面を魔法式が覆っている形だ。

 「世界」はエイドスの最外層に貼り付けられた魔法式の情報から、当該事象は「そういうものである」と誤解する。「世界」と直じかに接しているから魔法は「世界」を欺き得るのだし、だからこそ魔法式は露出していなければならないのである。

 『仮装行列パレード』も魔法である以上、魔法式は露出している。ただ『仮装行列パレード』自体に情報体の座標を偽装する効果がある為ため、露出した魔法式を見付けられずに済んでいた。

　魔法式が露出していても、それが書き込まれている対象が何処どこにあるのか分からなければ、発見されることはない。

　情報次元には距離も広さもない。物理的にどれ程離れていても、観測対象が何処どこにあるのか分かっていれば、時間差が無いという意味で同時に、かつ詳細に観測できる。

　逆に、手が届く場所にある物体・現象でも「そこにある」「そういうものがある」と分かっていなければ、情報次元では観測できない。

　確かに、事象と事象の関連性、情報的なつながりをたどって何処どこにあるのか分からないもの、正体が判明していないものの情報に到達することも、原理的には、不可能ではない。

　だがこの世界には時の流れがある。

　万ばん物ぶつ流る転てん。

　物理次元の事象は決して同じ状態に留まることなく時々刻々変化し、情報もそれに伴い更新されていく。時の流れの中に積み重なった過去の情報を閲覧できない限り、情報的な関連性だけで所在不明の「情報」を探り当てられない。

（いくら達たつ也やさんでも、時の流れに逆らうことはできないはずだ）

　光み宣のるは自分が手に入れた『精霊の眼エレメンタル・サイト』の性質に照らして、そう考えた。

（とにかく、達たつ也やさんの「眼め」が離れるまで『仮装行列パレード』を維持しなければ）

　光み宣のるは発動中の魔法が途切れないよう、集中力を高めた。
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　この段階で、光み宣のるは二つの誤解をしていた。

　一つは自分と達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』の、性質の違いについて。

　光み宣のるは特に意識を向けていなかったにも拘かかわらず、達たつ也やとベゾブラゾフの激突を伊い豆ずから遠く離れた生い駒こまでキャッチした。こういう受動的な知覚力は、達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』には無い。その代わり達たつ也やはエイドスの変更履歴を、時の流れに逆らって縦覧できる。

　この違いはおそらく、二人が得意とする魔法に由来する。

 『仮装行列パレード』は特定の誰かを対象とするのではなく、自分に向けられる「視線」の全てに対して効果を発揮しなければならない。誰に見られても自分の情報を偽り続ける、ある意味で受動的な魔法と言える。

　それに対して達たつ也やの『再成』は、エイドスの変更履歴を遡ることで成り立っている。まさしく、時間流を遡そ行こうする魔法だ。

　エイドスを認識する力、『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、あくまでも魔法技能の一部。魔法の行使に必須のプロセスとして、魔法師はエイドスを認識する。『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、この魔法師ならば誰もが持つ知覚力の最上位バージョンでしかない。光み宣のるは『仮装行列パレード』を行使する為ために受動的な知覚力を発達させ、達たつ也やは『再成』に不可欠な要素として時を超える認識力を得ている。

　しかしこの一事を以もつて光み宣のるを短絡的だと誹そしるのは、それこそ早計と言える。『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、実例を知る者が極めて限られている希少能力。自分と他人の『精霊の眼エレメンタル・サイト』の性質の違いを比較検討する機会など、現時点では皆無だ。

　そして二つ目。より本質的な勘違いは、達たつ也やが何に「眼め」を向けていたのかについて。

 『仮装行列パレード』の魔法式を直接発見するのが困難だということくらい、達たつ也やは承知している。

　嫌という程、思い知っている。

　彼はこの魔法による妨害を予測した上で、今回の捜索に臨んだ。過去の失敗をむざむざと繰り返すはずはない。

　達たつ也やは『仮装行列パレード』の魔法式を探していたのではなかった。

　彼が観測しようとしていたのは、『仮装行列パレード』による事象改変の痕跡、「魔法で情報が偽装された」という情報だ。

　事象には情報が伴う。事象の情報は、想子サイオンに記録される。それは、想子サイオン自身が引き起こす現象にも当てはまる。

　魔法とは、想子サイオンで構築された魔法式によって事象に付随する情報エイドスを書き換える技術。魔法による事象改変の本体は、想子サイオンが引き起こす現象に他ならない。

　魔法を行使すれば、魔法によって改変された事象の情報とは別に、魔法でエイドスを書き換えたという情報が残るのだ。

　達たつ也やはアークトゥルスのアストラル体と矛を交えている最中、その事実に気付いた。いや、「事実」と言うより「法則」と表現した方が適切かもしれない。

　彼は情報次元で「魔法が位置情報を書き換えた」という記録を探していた。

　達たつ也やは情報の履歴を遡ることができる。二十四時間以内という制約はあるが、この場合、それはネックにならない。二十四時間どころか、一瞬以上遡る必要は無いからだ。

　魔法師が事象改変を意識するのは発動時のみだが、魔法は終了条件に該当するまで有効に作用し続ける。

 「世界」には、本来在るべき姿を取り戻そうとする修復力がある。魔法は効力を発揮している間ずっと、「世界」の修復力に抗あらがって、一瞬一瞬、事象を改変し続けている。

　従って魔法による改変の事実を読み取る為ためには、エイドスの履歴を一瞬だけ遡れば良い。

　もっとも、事象改変の痕跡を見付けただけで『仮装行列パレード』を破れるというわけではない。

　達たつ也やは水み波なみのエイドスを『精霊の眼エレメンタル・サイト』で捕捉しているが、現在その中に「視み」えている位置情報は『仮装行列パレード』で書き換えられた後のものだ。『仮装行列パレード』の魔法式は「桜さくら井い水み波なみのエイドス」の真の座標に貼り付けられている。偽装された情報が示す座標に、無効化すべき魔法式はない。

　しかし「改変した」という情報の中には、主体と客体が含まれる。

 「何が」「何を」改変したのか。

　ただ漠然と「魔法」が「位置情報」を改変した、というだけには止とどまらない。この場合でいえば、「仮装行列パレードの魔法式」が「桜さくら井い水み波なみの位置情報」を書き換えた、という情報が「世界」に記録されているはずだ。

　改変の痕跡を解析すれば、位置情報を偽装している『仮装行列パレード』の魔法式に関する情報が手に入る。達たつ也やは魔法式を直接観測してその構造情報を認識するのではなく、魔法式の効果から間接的にその情報を入手し、無効化しようと考えたのだった。
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「──クッ！」

　突如襲い掛かってきた重圧に、光み宣のるの口から呻うめき声が漏れる。

「……何だ、今のは？」

　彼が感じたプレッシャーは、物理的なものではない。肉体が圧力を受けたのではなく、精神に与えられた強い圧迫感だった。

（──っ！）

　再び、プレッシャーが襲ってくる。二度目を予想していたので声は出さなかったが、心の中では強いストレスを覚えていた。

　到底無視できる重圧ではない。

　だが光み宣のるは圧力の正体を探るより先に、『仮装行列パレード』による位置情報の隠蔽が保たれているかどうか確かめた。

　彼は魔法を中断していない。しかし、魔法師が突発的なストレスに見舞われて魔法を途切れさせてしまうのは珍しくない。

（──えっ!?）

 『仮装行列パレード』は有効に機能している。魔法はまだ破綻していない。だが何時壊れてもおかしくない状態だった。

　魔法式が、まるで風化したように脆もろくなっている。元々魔法式は、魔法師が制御を手放せば霧散してしまうものだが、光み宣のるには『仮装行列パレード』の制御を放棄した覚えは無い。

（こんな状態になっていると、何故なぜ気付かなかったんだ!?）

　惑乱に陥り掛けた頭で自問しながら、光み宣のるは慌てて『仮装行列パレード』に力を注ぐ。

　彼は術式の維持ではなく、同じ魔法の重ね掛けを選んだ。

　魔法で魔法を上書きするのは一般的に悪手だと言われている。上書きの都度、魔法が効力を発揮する為ための事象干渉力が上昇していくからだ。

　しかし全く同じ結果をもたらす魔法であれば、重複発動しても要求される事象干渉力の増大は起こらない。

　エイドスの位置情報を偽装する新たな魔法式が壊れかけの魔法式を上書きし、『仮装行列パレード』が堅けん牢ろう性せいを取り戻す。

　光み宣のるがホッと一ひと息いき吐ついたのも束つかの間ま──。

（クッ！　また!?）

　三み度たび、プレッシャーが襲い来る。

　三度目は二度目よりも圧力が増していた。

　光み宣のるは偽装魔法の状態を確認するより早く『仮装行列パレード』を再発動した。

（……これは、達たつ也やさんの攻撃じゃないか？）

　新たな『仮装行列パレード』が効力を発揮するところまで確認し終えた光み宣のるの脳裏に、そんな推測が浮かび上がる。

　達たつ也やは最上級の対抗魔法『術式解散グラム・デイスパージヨン』の遣い手だ。それを光み宣のるは、自身で実際に体験して知っている。

　あの対抗魔法は、魔法式そのものを破壊する。情報次元に露出しているという魔法式の性質上、『術式解散グラム・デイスパージヨン』は防げない。

　だがターゲットとなる魔法式を直接照準できなければ、『術式解散グラム・デイスパージヨン』は使用できないはずだ。それに『術式解散グラム・デイスパージヨン』による魔法式破壊であれば、こんな、ある意味中ちゆう途と半はん端ぱな脆ぜい弱じやく化かにはならない。原理的に、魔法式は跡形も無く四散する。

（でも『術式解散グラム・デイスパージヨン』でないとしたら、一体何をされている……？）

　自分が発動中の魔法式が脆ぜい弱じやく化かしているのは、感覚的に分かる。だが具体的に何が起こってどういう状態になっているのかまでは分からない。

　魔法は意識して組み立てるものではないからだ。

　自分自身の魔法であっても、構造の細部は分からない。全体としてどのようなもので、どう働くかが分かるだけだ。この点では光み宣のるも普通の魔法師だった。

「──っ！」

　あいにく光み宣のるには、じっくりと推理している余裕は無かった。

　放置すれば魔法式を崩壊へと導く圧力は、断続的に襲い来ている。

　光み宣のるはこれに対処して、『仮装行列パレード』を重複発動し続けなければならなかった。
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（……やはり直接照準する場合のように上手うまくは行かないか）

　魔法による事象改変の痕跡を見付け出し、情報を改かい竄ざんしている魔法式をその作用の記録から遡って消去する。

　結果は、達たつ也やにとって満足できないものだった。

　事象改変の痕跡からその原因となる魔法式の構造を探るのは、あくまでも間接的な解析だ。

　魔法式を直接観測するのに比べれば、どうしても精度は落ちる。

　達たつ也やの『分解』は構造情報を精確に認識することで成り立っているから、情報の精度が落ちれば効力も低下する。

　それに、間接的な分析で特定した魔法式は、一瞬前に作用していたもの。達たつ也やは過去の魔法式の情報を使って現在稼か働どう中ちゆうの魔法式を破壊しようとしているのだが、今のところ成功していない。

　手応えはある。全くの空振りという感触ではない。しかし現実問題として、未いまだ水み波なみの居場所は分からないままだ。

（想子サイオンの結合にダメージは与えている。だが、全てを切り離すには至っていない……というところか？）

　達たつ也やは魔法式の構造を細部に至るまで認識できる。彼が使う『分解』と『再成』に付随して獲得した知覚力だ。しかしその力も、分析対象が「視み」えていればこそ。『仮装行列パレード』で魔法式の所在が隠された状態では、魔法を使った手応えから推測するしかない。

　その推測が正しいとは限らない。だが今は、自分の感覚を信じる以外に道は無かった。

 「眼め」が頼りにならなければ、手探りで進むしかないのだ。

　達たつ也やは五度目の攻撃に取り掛かった。
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（──クッ！　どんどん激しくなってきている）

 『仮装行列パレード』の魔法式を標的とする達たつ也やからの攻撃は、七度目を数えた。光み宣のるの精神に加わる圧迫感は、重圧と言うより衝撃と表現する方が相応ふさわしいレベルになっている。

　隠れ家の前庭に、光み宣のるが崩れ落ちるように片膝を突く。魔法の連続発動による負荷よりも、まるで気を抜けない状態の継続が光み宣のるの気力だけでなく体力も消耗させていた。

「ハハハッ、外に出ていて良かった」

　彼の口から漏れる自嘲の笑い声。

（……御お蔭かげで、こんな姿を水み波なみさんに見られずに済んだ）

　光み宣のるは心の中でそんなセリフを付け加えて、膝に手を突き、立ち上がる。

「まだだ」

　彼は敢あえて声に出した。

「達たつ也やさんの力だって無限じゃない」

　光み宣のるを襲うプレッシャーが、達たつ也やからもたらされているという証拠は無い。だが彼は、これが達たつ也やの攻撃によるものだと確信していた。

「まだ、負けるわけには行かない」

　光み宣のるは自分にそう言い聞かせた。

「僕はまだ、答えをもらっていない。ここで引いたら、今までしてきたことが無意味になってしまう」

　光み宣のるの脳裏を過よぎったのは、うつ伏せに倒れた祖父、九く島どう烈れつの姿。

　意識の底から噴き出そうとする後悔に全力で蓋をして、光み宣のるはその代わりに闘志で心を満たした。

「負けられない」

　光み宣のるはもう一度そう呟つぶやいて、よろめきそうになる足に力を入れ、虚こ空くうを睨にらんだ。
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　光み宣のるの推測に根拠は無かったが、間違ってはいなかった。

　確かに達たつ也やの力には限界があった。それも、そう遠くないところに。

「お兄様、そろそろお止めになった方が……」

　深み雪ゆきが心配そうな声でやんわりと捜索の中断を勧める。彼女はハンカチを持った右手を伸ばし、達たつ也やの額とこめかみに浮かんだ汗の玉を拭った。

　汗が滲にじんでいるのは額だけではない。達たつ也やのＴシャツの生地は所々、汗を吸って色が変わっている。血の気が引いた顔には、極度の精神集中による疲弊が露あらわに見られた。

「もう少しだ……」

　達たつ也やの口から漏れたセリフは、深み雪ゆきの言葉に対する回答なのか、それとも独り言だったのか。達たつ也やは彼の心身を案じる深み雪ゆきの制止に従わず、九度目の『仮装行列パレード』攻略に挑んだ。

　既に偽装のパターンは把握している。水み波なみのエイドスは位置情報だけが改かい竄ざんされた状態だ。ただ情報体に記述された内容は読み取れても、情報体そのものが視認できない為ため、構造が読み取れない。『仮装行列パレード』の最も厄介な点であり、達たつ也やにとって相性が極めて悪い理由だ。

　──書き換えられた位置情報から、書き換えを行った魔法の痕跡を読み取る。

 「事象そのものの情報」ではなく「事象が改変されたという情報」の読み取りは、昨日の戦闘で発見したばかりのテクニックで、正直なところ達たつ也やはまだ、自分のものにできたと言える水準に達していない。

　──情報次元に記録された痕跡を分析し、魔法のプロセスを推測する。

　読み取った事象改変を起こすには、どのようなプロセスを持つ魔法が必要か。これは目的とする事象改変効果を得る魔法を設計する手順と本質的に同じと言える。ただ、自分で設計するのではなく他人の設計図を再現しなければならないのだから、難度は数段高い。

　──推測したプロセスからさらに、魔法式の構造を推定。

　これも魔法開発の手順と本質的に同じ。ただこちらも、他人が設計した魔法式の構造を導き出さなければならない。

　達たつ也やは他人が使った魔法の魔法式構造を直接「視み」て、理解できる。それを間接的に推定するのは、普段魔法式の構造把握に不自由していないからこそ、彼にとっては難しく感じられるかもしれない。

　──構造を推定した魔法式に所在不明のまま狙いを付け分解する。

　達たつ也やの分解魔法は構造情報を細部まで理解することにより成り立っている。曖昧な認識を基に『分解』を行使すれば十分な効果が得られないばかりか、反動として彼の精神に大きな負荷が掛かる。

　達たつ也やが酷ひどく消耗しているのは、これらのマイナスファクターが重複した結果だ。元々、直接「視認」できない情報体を『術式解散グラム・デイスパージヨン』で無効化しようというのに無理があるのだ。

　それでも達たつ也やは、九度目のチャレンジを敢行した。
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「グッ……！」

　これまでとは比較にならない程に激しい衝撃。光み宣のるは苦鳴を漏らし、今度は両膝を突いた。

（『仮装行列パレード』が……破られるっ!?）

　水み波なみの位置情報を偽装している『仮装行列パレード』が軋きしみを上げている。

　光み宣のるはそんな幻聴を覚えた。

（まだ……まだだ！）

　彼は弱気に傾く己おのれを[image: 叱]しつ咤たし、魔法力を振り絞った。
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（あと一息だ！）

　達たつ也やは水み波なみの所在を隠している魔法が壊れ掛けているのを、確かに感じた。

（いや、これまでだ）

　その一方で、己おのれが限界に達していると冷静に指摘する自分がいた。

　肉体に生じている変調は極度の精神集中と、それに伴う呼吸量減少によるものだ。緊張を解けば短時間で回復するし、このままでも命に別状はない。

　しかし、意識の領域で生じているストレスとは別に、意識の水面下では深刻な事態が発生し掛けていると達たつ也やは理解していた。

　無意識領域は自覚できない。だからこその無意識だ。

　しかし魔法師は、無意識領域を意識して利用できる。『魔法演算領域』と名付けられているゾーンの機能を。

　その魔法演算領域に、オーバーヒートの兆候がある。

　条件が充足されていない状態で、無理に『術式解散グラム・デイスパージヨン』を使い続けた反動だ。

　多少不十分な条件の下でも、その状態に慣れていればオーバーヒートのリスクは回避できただろう。だが今日の試みは所謂いわゆる「ぶっつけ本番」だ。

 「視み」えていない「情報」に狙いを付けて、その構造を分解する。

　そんな真似まねが容易たやすくできる程、魔法という技能体系は甘くない。

　確かに、あと一歩で水み波なみの現在位置を突き止められるかもしれない。

　だがその一歩が致命傷になるかもしれない。




　ここで、進むか、立ち止まるか。




　達たつ也やの、おそらくは生死に関わる、重大な選択。

　決断したのは、彼自身ではなかった。

「お兄様！」

　悲鳴のような叫び声と共に、半分閉じていた達たつ也やの視界が完全に塞がれる。

　瞼まぶたを下ろしきったわけでもなければ、意識がブラックアウトしたわけでもない。

　達たつ也やの顔を覆う柔らかな、かつ弾力に富んだ感触。

　深み雪ゆきが彼の頭を胸に抱え込んだのだ。

「もう、お止めください！　幾らお兄様でも、これ以上は危険です！」

「…………」

「確かに水み波なみちゃんのことは心配です。一刻も早く助け出さなければと思っております」

　自らの身体からだで達たつ也やの目と口を塞いでいる深み雪ゆきが、その腕に一層力を込めた。

「ですがわたしは、お兄様のことがもっと大切です！」

　達たつ也やが前から覆おおい被かぶさる深み雪ゆきの腰に両手を添えて、彼女をゆっくり押おし退のける。

　膝立ちの体勢で抱きついていた深み雪ゆきは、その手に逆らわず腰を落とした。

　達たつ也やが半眼に閉じていた目を開く。

　正面に見える深み雪ゆきの両目には、涙が滲にじんでいた。

　達たつ也やは、その涙を無視できなかった。

「……分かった。今日はここまでにしよう」

　達たつ也やが『術式解散グラム・デイスパージヨン』を中止する。

　それを感じ取った深み雪ゆきが笑みを浮かべる。彼女の目にたまっていた涙が、頰に零こぼれた。
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（プレッシャーが消えた……？）

　光み宣のるは、己おのれを押し潰そうとしていた圧力が消失したのを感じた。

（僕は、堪たえきったんだ……）

　自分の魔法を破壊しようとする達たつ也やの攻撃を凌しのいだ──光み宣のるはそう思った。

　その思考と共に、光み宣のるの意識は闇に落ちた。




 『仮装行列パレード』は解除され、光み宣のると水み波なみを隠すものは、周しゆう公こう瑾きんの結界だけとなった。
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　達たつ也やは水み波なみのエイドスに向けていた『精霊の眼エレメンタル・サイト』を解除しようとした。

　その一瞬、青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいの座標情報が、達たつ也やの眼前を過よぎる。

　半径百メートル程の、狭いエリアを示す情報。

　達たつ也やはそれを確認した上で『眼め』を一つ、閉ざした。








［５］






　七月九日になっても、新ソ連の艦艇は能の登と半はん島とう沖に留まったままだ。まだ軍事的脅威は去っていない。

　だが昨日敵艦十二隻を、小型艦ばかりだったとはいえ撃沈した戦果は、日本国民を大いに勇気づけた。空母をはじめとする敵軍の主力艦は健在だから緊張は緩和されていないし楽観ムードには至っていないが、国内に「新ソ連恐るるに足らず」という気分が醸成されつつあるのも確かだった。

　その戦果をもたらした攻撃手段について人々が知りたがり、マスコミが公開を迫るのは当然かもしれない。

　フロックではないと分かれば、国民の不安はさらに縮小するだろう。政府もそう判断した。敵艦を沈めたのは戦略級魔法によるものだ、という事実は昨日時点で既に、推測の形ではあるが報道されている。政府はそれを正式に認め、また一いち条じよう将まさ輝きを国家公認戦略級魔法師に認定する方針を固めた。

　午前十時、防衛省会見室。防衛大臣は集まった記者の質問に答えて、新ソ連小型艦部隊を一網打尽にした『海爆オーシヤン・ブラスト』の存在と、それを行使した魔法師の名を公表した。

「──一いち条じよう将まさ輝きさんというのは、国立魔法大学付属第三高校の一いち条じようさんのことですか？」

　女性記者がミーハーな目付きで大臣に問い掛ける。客観的に見て将まさ輝きのルックスは光み宣のる程ではない。だが達たつ也やと違って一般受けするハンサムだ。彼は一部で「美少年魔法師」として知られていた。

「一いち条じよう将まさ輝き君は現在、国立魔法大学付属第三高校の三年生です。政府は彼を、我が国二人目の国家公認戦略級魔法師として認定しました」

　防衛大臣はこのような表現で、記者の質問を肯定した。
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　午前十時十五分。マスコミは早くも将まさ輝きの居場所を突き止め、小こ松まつ基地に群がっていた。

「なんで僕まで……」

「そう言うなよ！　俺とお前の仲じゃないか。ジョージは記者会見に慣れているだろ？」

　記者会見会場の舞台袖で愚痴をこぼした吉きち祥じよう寺じを、将まさ輝きが懇願する口調で宥なだめる。

「記者は将まさ輝きを取材に来たんだ。僕はお呼びじゃないと思うけど」

「そんなことはないぞ。『海爆オーシヤン・ブラスト』はジョージが創ってくれた魔法だ。開発者の話も聞きたいに決まっている」

「……はぁ……」

　将まさ輝きに肩を叩たたかれ、吉きち祥じよう寺じがため息を漏らす。

　基地の女性職員から「お時間です」と声を掛けられ、将まさ輝きは吉きち祥じよう寺じを促して一段高くなった演壇の中央に置かれたマイクの前に進んだ。

　その後に表情を消した吉きち祥じよう寺じが続く。

　三高の制服を着た二人が揃そろって一礼し、一斉にフラッシュが焚たかれた。──今のカメラの感度なら発光装置は必要無いはずなのに、まるで「お約束だ」と言わんばかりに記者会見ではエレクトロニックフラッシュが使用される。

　その強すぎる光に、将まさ輝きが微かすかに眉を顰ひそめる。一方、吉きち祥じよう寺じは平然とした顔だ。「記者会見に慣れている」という将まさ輝きの言い分は、確かに間違いではない。

　将まさ輝きと吉きち祥じよう寺じが用意された椅子に腰を下ろすと、すぐに記者会見が始まった。

　──この度はお手柄でしたね。一いち条じようさんの軍功に国民は大いに勇気づけられています。

　──皆さんのお役に立てて、光栄だと思います。

　──新ソ連艦隊迎撃には、ご自分で志願されたんですか。

　──はい。国防軍には父を通じて、義勇兵に志願しました。

　──それは新戦略級魔法で敵艦隊を撃破する自信があったからですか。

　──はい。隣にいる吉きち祥じよう寺じが創ってくれた『海爆オーシヤン・ブラスト』があったからこそです。

　ここで早くも、記者の関心が吉きち祥じよう寺じに向かう。

　──吉きち祥じよう寺じさん。貴方あなたが新戦略級魔法『海爆オーシヤン・ブラスト』を開発されたというのは本当ですか。

　──はい。

　──吉きち祥じよう寺じさんは第三高校に在学される傍かたわら、金かな沢ざわ魔法理学研究所にもお勤めですが、新戦略級魔法の開発は研究所の方針ですか。

　──いえ。金かな沢ざわ魔法理学研究所では、軍事用の研究は行っておりません。

　──『海爆オーシヤン・ブラスト』の開発は、吉きち祥じよう寺じさんが自主的に行われたのですか。

　──はい。

　──それは、新ソ連の侵攻を予期してのことですか。

　この質問に吉きち祥じよう寺じは、少し迷う素振りを見せた。

　──仰おつしやるとおり『海爆オーシヤン・ブラスト』の開発は、新ソ連海軍の侵攻に備えたものです。

　──お一人で新しい戦略級魔法を開発されるとは、さすがは我が国が誇る英才『カーディナル・ジョージ』ですね。

　事情通の記者が放ったこのセリフに、今度はハッキリ、吉きち祥じよう寺じは迷う表情を浮かべた。

　そして短い間を置いて、本人にとっては誠実な、言われた方にとっては傍はた迷めい惑わくなセリフを口にした。

　──いえ、『海爆オーシヤン・ブラスト』は僕一人の力で開発したものではありません。

　──この魔法の基礎部分は、第一高校の司し波ば達たつ也や君から提供を受けました。
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「余計なことを……」

　テレビで将まさ輝きと吉きち祥じよう寺じの記者会見を見ていた達たつ也やは、苦虫を嚙かみつぶした表情で思わずそう漏らした。

　彼の隣にいた深み雪ゆきは、その独り言に反論しなかった。他のケースであれば「お兄様の功績が正当に評価されるのは喜ばしいことです」という主旨の発言をしていただろうが、今回は達たつ也やが新戦略級魔法の基礎設計を吉きち祥じよう寺じに送り付けた本当の動機を知っている。

　吉きち祥じよう寺じの告白が、達たつ也やの思惑を台無しにしたということも。

「正直・誠実が常に最良の処世術とも限らないだろうに」

　達たつ也やが続けてこぼした愚痴は、英語の諺ことわざ「Honesty is the best policy（正直は最良の策）」をもじったものだ。彼としては「噓うそも方便」とまで言うつもりはないが「沈黙は金、雄弁は銀」程度のことは思っていたかもしれない。

「吉きち祥じよう寺じ君としては、お兄様に借りを作りたくなかったのではないでしょうか」

　アイスコーヒーを差し出しながら、深み雪ゆきが控えめに達たつ也やを宥なだめる。

「……そうだな。あいつの性格を見誤ったか」

　テレビに向かって文句を言っても生産性が無いと思い直して、達たつ也やはその一言で愚痴を打ち切った。

　深み雪ゆきが気を遣ってテレビを消す。

　達たつ也やはニュースを映していた壁面ディスプレイから視線を外した。

「お兄様、スコーンは如何いかがですか？」

　一口付けただけでグラスを置いた達たつ也やに、深み雪ゆきが午後のティータイム用に焼いたばかりのスコーンを勧める。──本当は夏向きに冷やしてアイスクリームと共に出す予定だったものだ。

「そうだな。少しもらおうか」

「かしこまりました」

　昼食どころか午前のティータイムにもまだ早すぎる時間だが、情報次元における光み宣のるとの一戦は、達たつ也やの肉体にも疲労をもたらしている。彼は深み雪ゆきの気働きをありがたく受け取ることにした。
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　将まさ輝きと吉きち祥じよう寺じの記者会見放映は、日本国内向けのものだった。だが特にスクランブルは掛けられていない。交戦相手国が戦略級魔法の情報に関心を持たないはずはなかった。

　もっともそれは、新ソ連の政府や軍の高官が字幕の付いたニュースをリアルタイムで視聴しているという意味ではない。情報収集はそれを担当する末端の役目。上層部は部下の纏まとめた結果を検討するのが仕事だ。

　しかし新ソ連政府の実質的な幹部であるベゾブラゾフは、ハバロフスクに用意された高級宿舎で、傍受した記者会見を映すモニターを会見の最初からじっと見詰めていた。

（またか……）

（またあの男か！）

（あの男が私の魔法を盗んだのか！）

　荒れ狂う感情を、全力で心の中だけに抑え込みながら。
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　家事が一ひと段だん落らく付いてぼんやりとニュースを見ていた水み波なみは、吉きち祥じよう寺じが達たつ也やの名前を口にした瞬間、反射的にリモコンの電源ボタンを押した。

　ダイニングに置かれた小型テレビがブラックアウトする。

　無論、達たつ也やに対する嫌けん悪お感かんの故ではない。達たつ也やや深み雪ゆきの名前を聞くだけで、今の水み波なみには辛つらいことだった。

　罪悪感が再び心の中で頭をもたげる。水み波なみはそれを、無理に打ち消そうとはしなかった。むしろ、この精神的な苦痛に甘んじるべきだと自分に言い聞かせた。

　だが再びテレビを付ける気には、どうしてもなれない。

　水み波なみは館の外に出てみることにした。

　水み波なみは光み宣のるから、外出を禁じられていない。仮に水み波なみが結界を抜け出しても、光み宣のるは彼女を責めないだろう。水み波なみにもそれは、直感的に分かっていた。「無理強いしない」という光み宣のるの言葉は信じられると、水み波なみは感じていた。

　もっとも今のところ水み波なみには、光み宣のるの許もとから逃げ出すつもりはない。ただしそれも、光み宣のると一緒にいたいと思っているのではない。逃げ出しても行くところがない──それが水み波なみの心境だった。

　深み雪ゆきを裏切った自分が、おめおめと「家」に帰れるはずがない。水み波なみはそんな風に思い詰めていた。

　一つだけ不安の種があるとすれば、外で光み宣のると鉢合わせてしまうことだった。

　同じ屋根の下に寝泊まりしているのだから、避け続けるのは不可能だ。また水み波なみには、そんなつもりもない。

　ただ今は何となく、光み宣のると顔を合わせたくなかった。──いや、光み宣のるに顔を見られたくないと言うべきか。

　光み宣のると一晩以上、同じ館で過ごしても、水み波なみの意識を占める思いは深み雪ゆきや達たつ也やのことばかりだ。正確な表現を期すならば、深み雪ゆきと彼女に付随する達たつ也やのことばかりだ。

　一高の同級生の中には誤解している女子生徒もいたが、水み波なみは異性としての達たつ也やに関心が無い。それはもう「眼中にない」のレベルで。水み波なみにとって達たつ也やは、主である深み雪ゆきの、昔は兄、今は婚約者でしかない。

　水み波なみにとっては深み雪ゆきが全て。だからこそ深み雪ゆきに対する裏切りは、自ら命を絶つこともできない程の深い後悔の中に水み波なみを捕らえて放さない。

　水み波なみ自身は気が付いていないことだが、彼女の心はただ一人の主に忠義を尽くすよう造り上げられている。遺伝子操作や薬物投与によるものではない。一つの価値観で人の心を縛るのに、そんな特別な手段は不要だ。ただ閉ざされた環境を用意して、周到に準備された教育を施すだけで良いい。

　生まれた時から四よつ葉ばの本家で養育されてきた水み波なみは、主と定められた深み雪ゆきに絶対的な忠誠心を懐いだいている自分を、異常だとは思えない。思うことができない。

　そもそも水み波なみにすり込まれたメンタリティーは、主に指定された人間に対する裏切りなど為なし得ないもの。深み雪ゆきの魔法を妨げたあの行動については、達たつ也やの推理がおそらく正しい。だがあいにく水み波なみ本人は、そんな風に自分にとって都合良く考えられない。彼女は、出口があるにも拘かかわらずそれを見ないようにして、自分を苦しめているのである。

　光み宣のると会いたくないのも、そういう自虐的な精神作用の一環だ。家族以上の人を裏切った自分を罰することもできない醜い姿を曝さらしたくない。そんな女心、いや、乙女心が光み宣のるとの間に壁を作っていた。

（大丈夫よね……。結界の点検に行くと言って外に出られてから、もう二時間近く経たっているのだし……）

　光み宣のるは自分の部屋に戻っているはずだ。──そんな水み波なみの推測と言うより願望は、玄関を一歩出たところで早くも打ち砕かれた。

　ただ彼女が本当に望んでいたとおり、光み宣のるに見られることはなかった。

　光み宣のるは前庭に倒れていた。

　水み波なみは慌てて光み宣のるの側に駆け寄った。

「光み宣のるさま!?」

　名前を呼んでも反応しない。意識が無いように見える。

　どうしよう、と迷ったのは一瞬。

　水み波なみはエプロンのポケットに突っ込んでいたＣＡＤを操作して重量低減の魔法を発動。見かけ上軽くなった光み宣のるの身体からだを抱え上げ、彼の部屋に運んだ。

　頭の芯に生じた微かすかな疼とう痛つうは、気の所為せいだと自分を誤魔化した。
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　──侵攻する敵海軍を退けた新戦略級魔法の共同開発者が、最近話題のトーラス・シルバーこと司し波ば達たつ也やだった。

　こんな視聴率とＰページＶビユーを確実に稼げるネタを、マスコミが放置するはずはなかった。

『達たつ也やさんのコメントをどうしても取りたいのでしょうね。ＦＬＴの本社と府ふ中ちゆうの自宅にマスコミが群がっていますよ』

「……ご迷惑をお掛けしまして、申し訳ございません」

　動画電話ヴイジホンの画面の中で笑う真ま夜やに、達たつ也やは神妙そうな表情を作って頭を下げた。

　真ま夜やは、面白がっているのだろう。そうでなければこんなつまらないことで、一々電話を掛けてきたりはしないはずだ。

『本当にフットワークが軽くて感心するわ。マスコミの方々の勤勉さだけは評価せざるを得ないでしょうね。取材される方は迷惑だけど』

　この意見には達たつ也やも同感だったが、この場面では同意するのも憚はばかられる。ＦＬＴや旧自宅のご近所に迷惑を掛けているのは、達たつ也やもある意味同罪だからだ。

『ですが、入にゆう道どう閣下は今回の結果にご満足なさっているようです。わざわざお褒めの言葉を頂戴しました』

「恐縮です」

　真ま夜やが口にした『入にゆう道どう閣下』というのは四よつ葉ば家けの最有力スポンサー、東とう道どう青あお波ばのことだ。達たつ也やはこの老人から恒星炉プラント『ＥＳＣＡＰＥＳエスケイプス』計画に対する支持を獲得する対価として、軍事的な抑止力になることを約束した。

　この契約を厳密に履行するなら、達たつ也やは矢や面おもてに立って新ソ連艦隊の侵攻に対処すべきだったのかもしれない。だが他の魔法師に戦略級魔法を提供するという間接的な関与でも、東とう道どう老人にとっては構わなかったようだ。

　もしかしたら、こうして達たつ也やの関与が明らかになったからかもしれないが。

『ただ心配なのは深み雪ゆきさんのことよね……。今は学校が休みになっているから良いいけど』

「──はい」

　これも真ま夜やの言うとおりなので、達たつ也やに反論の余地は無い。

　戦前に比べればマスコミも節度を身に着けている。もしかしたら当局が怖いのかもしれないが、単なるご近所、同僚、同じ学校の生徒というだけで直接関係の無い人間にマイクを突き付けて回るような真似まねは余りしなくなった。

　だが深み雪ゆきが達たつ也やの従妹で婚約者だという事実は、少し調べれば分かることだ。深み雪ゆきが取材攻勢に曝さらされるのは避けられないだろう。

　深み雪ゆきがマスコミに煩わされるというだけで、達たつ也やにとっては許し難がたい。だがそれ以上に懸け念ねんされるのは、取材を装よそおった刺客や誘拐犯が近づいてくる可能性だ。

　深み雪ゆき自身にも計り知れない価値がある。だが今の情勢下では、達たつ也やを無力化する為ために深み雪ゆきの身柄を抑えようと考える者の方が多いだろう。自分の所為せいで深み雪ゆきがリスクに曝さらされるなど、達たつ也やには絶対に許容できないことだった。

『達たつ也やさん、深み雪ゆきさん、一つ提案なのだけど』

　真ま夜やが話をしている相手は達たつ也やだが、カメラには隣に立つ深み雪ゆきも収まっている。真ま夜やが敢あえて深み雪ゆきの名を呼んだのは、深み雪ゆきも当事者になるプランを提示しようとしているからだった。

『深み雪ゆきさんに新しく、校内で一緒にいられる女の子の護衛を付けてはどうかしら』

「護衛……ですか？」

　問い返したのは深み雪ゆきだ。彼女の声音には、消極的な拒絶が込められている。

　水み波なみが光み宣のるに連れ去られたのは昨日のことだ。その翌日に、新しい護衛を決める。それではまるで、水み波なみを用済みと切り捨ててしまうように深み雪ゆきには思われた。

『情勢が落ち着くまでの、一時的な措置だけど』

　真ま夜やが付け加えたセリフは、そんな深み雪ゆきの心情を見抜いて彼女を宥なだめる言葉のようでもある。「ありがたいお言葉です」

　そして達たつ也やは、真ま夜やの提案に反対しなかった。

　意外感を通り越して「信じられない」という目を深み雪ゆきに向けられながら、

「しかし、そうそうすぐに適任者が用意できるのでしょうか」

　達たつ也やは真ま夜やに、プランの具体的内容について訊たずねる。

『亜あ夜や子こちゃんを一高に転校させてはと考えているのだけど』

　悪くない、と達たつ也やは思った。

　亜あ夜や子この魔法は、マスコミの目もそこに紛れ込む敵の目も、誤魔化してくれるだろう。

「それは亜あ夜や子この為ためにならないと思います」

　だが彼はその案に賛成しなかった。理由は彼が今、言ったとおりだ。達たつ也やは深み雪ゆきが一番大切だが、亜あ夜や子こも大切な──貴重な味方だと思っている。代替案があるのに、味方に犠牲を強しいるような真似まねは好ましくない。

『あら……。達たつ也やさんには、他に心当たりがあるのかしら？』

　真ま夜やの問い掛けに、

「はい。当家で保護しているアンジェリーナ・クドウ・シールズを深み雪ゆきの側に置いては如何いかがでしょうか」

　達たつ也やは迷う素振りも無く答えた。

『アンジェリーナさんねぇ……』

　真ま夜やが唇の両端を少し吊つり上あげながら思案のポーズを見せる。

「彼女は『仮装行列パレード』の遣い手です。九く島どう光み宣のる程ではないにしても、刺客の目を欺くには十分な腕だと思われます」

　実のところ達たつ也やは、真ま夜やが護衛の話を言い出す前から、リーナを深み雪ゆきのガード役として活用できないかと考えていた。

　具体的には、吉きち祥じよう寺じのインタビューを聞いた直後から。

　リーナは、遊ばせておくにはもったいない戦力だ。将来、政治的な取引の結果、ＵＳＮＡに返さなければならなくなるかもしれないが、日本にいる間は有効に利用したい。

　深み雪ゆきと対等に戦えるだけの戦闘力を持ち、ハイレベルな魔法師の目すらも欺く特殊技能を持つリーナは、深み雪ゆきの身を安心して任せられる希少な人材だ。──性格面で多少不安は残るが、そこは護衛される側である深み雪ゆきが補ってくれるに違いない。

『アンジェリーナさんを東とう京きように戻しても大丈夫かしら』

「巳み焼やき島しまに対する侵攻を撃退した際に、彼女の存在は米軍の目に触れています。あの島に置いたままにしている方が、むしろリスキーだと考えます」

　何に関してのリスクかというと、リーナが危ないのではなく、巳み焼やき島しまの安全が脅おびやかされるというのが達たつ也やの判断だ。

『フフッ、そうですね』

　真ま夜やが小さく笑いを漏らしたのは、達たつ也やが口にしなかった彼の本音を見抜いたからだと思われる。

『……良いいでしょう。アンジェリーナさんを深み雪ゆきさんの護衛に付けることを許可します』

「ありがとうございます」

『彼女の一高編入についても当家から話を通しておきます。ただ、達たつ也やさんも直接百もも山やま先生に頭を下げた方が良いいでしょうね』

　真ま夜やが言う『百もも山やま先生』は言うまでも無く、第一高校校長・百もも山やま東あずまのことだ。百もも山やま校長は四よつ葉ば家けの権勢を以もつてしても、頭ごなしに言うことを聞かせられない人物だった。

「分かりました。リーナを連れて、頼みに行きます」

『アンジェリーナさんは明日、そちらに移ってもらいます。住む所は同じ階で良いいわよね？』

　達たつ也やが住んでいるマンションの最上階は、達たつ也や・深み雪ゆきの自宅の他に、使用人用の部屋が三戸用意されている。その内一戸は水み波なみの部屋だが、残り二戸は空き室だ。

「無論です」

『ハウスクリーニングはこちらで手配しておくわ』

　達たつ也やと真ま夜やの間で具体的なスケジュールが埋まっていく。

　深み雪ゆきは達たつ也やの横で、ただ呆気あつけに取とられていた。
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　四よつ葉ば家けの伯母・甥おい・姪めいの間では和やかな雰囲気で決着が付いたが、吉きち祥じよう寺じの「告白」が新たな緊張を招いたのは、新ソ連においてだけではなかった。

　ＵＳＮＡの軍事魔法師としては随一の精鋭部隊であるスターズの本部基地はニューメキシコ州ロズウェルの郊外にある。この基地にはスターズの本部とは別に基地司令部が置かれており、そこの司令官はスターズの所属でも魔法師でもない。本来の指揮系統で言えば基地司令官はスターズに対する命令権を持たないが、軍人としてのキャリアに乏しいリーナがスターズの総隊長に就任して以来、彼女を補佐する範囲を超えて基地司令のポール・ウォーカー大佐がスターズを実戦闘以外の実務面で管理している。

　特に今は、スターズのナンバー・ツーで実質的な総指揮官を務めていたカノープス少佐が不在で、ウォーカーがスターズの司令官を事実上兼任していた。このような事態に至った直接の原因は基地の内部でパラサイトが大量発生したことだが、ウォーカー大佐自身はパラサイト化していない。また確認できる限り、現時点でパラサイトの増殖は止まっている。ホワイトハウスやペンタゴンに、パラサイト汚染が広がっている形跡も無い。

　ウォーカーは今、デスクの前で天井を仰いでいる。少し前まではデスクに両肘を突いて頭を抱えていた。幾ら悩んでも埒らちが明かないので、考えるのを放棄しているところだ。

　彼は途方に暮れていた。その原因は、参謀本部から押し付けられた命令にある。彼は軍人だから、作戦が指示されればそれに従って行動し、部下を動かす。ところが先程受領した指令は、作戦立案までウォーカーに丸投げするものだった。

　ＵＳＮＡ軍上層部は──政府もだが──対日融和派と対日強硬派の深刻な対立状態にある。より詳しく言えば、戦略級魔法師・司し波ば達たつ也やをアメリカの世界戦略に利用すべきであると唱える一派と、彼をあくまでも脅威と考え抹殺すべきであると主張する一派の対立だ。

　ウォーカー自身もこの争いに中立ではない。ウォーカー大佐が達たつ也やを排除すべきだと考えているのは、スターズの中に紛れ込んだパラサイトの影響を受けたから、という面は否定できない。だがそれよりもウォーカーは、スターズの活動をすぐ側で監視し続けてきた非魔法師の軍人として、一人で一軍に匹敵する戦略級魔法師の在り方に危うさを感じていた。その上で達たつ也やを危険すぎると判断しているのだった。

　そういう意味では、ウォーカーは達たつ也や個人に悪感情を懐いだいていない。アメリカ軍から離反したリーナも、現時点では裏で協力関係にあるベゾブラゾフも、同じように排除すべきだと考えている。

　だから今日、参謀本部強硬派が見せた焦あせりは行き過ぎではないかとウォーカーは感じていた。新戦略級魔法に脅威を覚えたのであれば、その術者である一いち条じよう将まさ輝きと最終的に魔法を完成させた吉きち祥じよう寺じ真しん紅く郎ろうをターゲットに追加するのが筋だ。司し波ば達たつ也やに技術者の側面があるのは以前から分かっていた。司し波ば達たつ也やは、トーラス・シルバーでもあるのだから。

　新ソ連艦隊の侵攻を押おし止とどめた戦略級魔法の開発に司し波ば達たつ也やの関与が明らかになったからといって「一ヶ月以内に司し波ば達たつ也やを排除する為ためのプランを策定し実行せよ」という指令は、幾ら何でも過剰反応だろうとウォーカーは思う。「一ヶ月以内にプランを策定」ではなく、「一ヶ月以内にプランを実行」なのだ。

　もっとも、期限を切られたことにウォーカーは不満を覚えていない。

「……当面はイリーガルＭＡＰの成果に期待するか」

　恒星炉プラントに対する破壊工作は残念ながら失敗に終わったが、それに続く作戦は既に手配済みだ。参謀本部の強硬派に指示されなくても、ウォーカーは司し波ば達たつ也やを排除する為ための手を着々と打っている。

　──一ヶ月もの期間は必要無い。

　──司し波ば達たつ也やは、一刻も早く無力化しなければならない。

　ウォーカー大佐は、今日の指令を受ける前から、もっと短時間でけりを付けるつもりだった。
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　深み雪ゆきに「今日はここまでにしよう」と約束した達たつ也やだが、中止したのは情報次元を経由した間接的な探索だ。彼は、水み波なみの捜索自体を止めるつもりは無かった。

　午後、彼の体調を案じる深み雪ゆきの制止を振り切って、達たつ也やは富ふ士じ山さんの西方山麓、青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいを縦断する道路に来ていた。昨日、十じゆう文もん字じ家けの追跡部隊が光み宣のるを見失った地点だ。

　達たつ也やは今日も飛行装甲服『フリードスーツ』を着込んでいるが、これで飛んできたのではない。このスーツとセットになっている特殊な二輪車『ウイングレス』で地上を走ってきた。過度に目立つのを避ける為ためだ。

　情報次元を戦場とした攻防の、最後の瞬間。水み波なみの位置情報を偽装していた『仮装行列パレード』が消失した。

　達たつ也やの攻撃が成功したのではない。光み宣のるが自分から解除したのか、あるいは何らかの理由で魔法を維持できなくなったのか。

　どちらにせよ、水み波なみの所在は半径百メートル程度の狭い範囲に絞られた。

（残る障しよう碍がいは鬼き門もん遁とん甲こうか）

　だがまだ、楽観はできない。達たつ也やはまだ、情報次元からマーカーを撃ち込むという方法でしか鬼き門もん遁とん甲こうを破れない。そして半径百メートルであろうと半径一メートルであろうと、座標が特定できない限り情報次元経由で想子サイオン弾だんを命中させることはできない。

（該当エリアをしらみつぶしに探すしかないが……）

　この地に構築された鬼き門もん遁とん甲こうの結界は、高度な呪物で強化された方位感覚を狂わせる魔法の迷路。それに偵察衛星でも見分けられない幻影を被かぶせている。

（半永続的な幻術か。厄介だな）

　おそらく、聖遺物レリツククラスの呪物によって維持されているのだろう。恒星炉に組み込んだ魔法式保存システムの上位版と言える。一体どのような仕組みで機能しているのか、正直、興味深いが……。

（どうせ、ろくな代物ではあるまい）

　この隠れ家を築いたのは、ほぼ間違いなく周しゆう公こう瑾きんだ。『ジェネレーター』や『ソーサリー・ブースター』と同系統の技術が使われている可能性が高い。人間を材料とするこれらの技術は倫理的に利用できないし、達たつ也やの個人的な感情から言っても利用したくない。知的好奇心と好こう悪おの念は次元を異にするものだ。

　とはいえ、効果は確かで強力。可視光以外の電磁波や音波を使った観測でも暴き出すことはできないだろう。結局、結界の痕跡を感知できる距離まで近づくしかない。

　達たつ也やは幻影の木々が立ち並ぶ壁にバイクで突っ込んだ。
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　結界が侵入者接近の警報を告げる。

　思念波で伝達されたアラートが、光み宣のるの意識を覚醒させた。

「光み宣のるさま!?　お目覚めですか!?　私が誰だか、お分かりですか!?」

「水み波なみさん？　一体何を……」

「ああっ、良かった！」

　目に涙を滲にじませて笑み、水み波なみはベッドサイドに置いた椅子から立ち上がった。

「気分がすっきりするお茶をお持ちします。少しお待ちください」

「水み波なみさん？」

　光み宣のるが「意識ならクリアだ」と言って水み波なみを呼び止めようとするが、その前に水み波なみは一礼して寝室を出て行った。

（……寝室？）

　そこで光み宣のるは、記憶の不連続性に気付く。

（僕は前庭にいたはず……）

（達たつ也やさんから正体不明の魔法で攻撃を受けて、『仮装行列パレード』を破られそうになって）

（辛かろうじて、達たつ也やさんの攻撃を凌しのぎきって……そうか）

　──僕はそこで気を失ってしまったんだ。

　光み宣のるは慌てて時計を探した。

　全体的にアンティークなこの館には、見た目が古い掛け時計が──中には構造まで本当に古い物もある──各部屋と廊下のあちこちに設置されていた。これにも呪術的な意味があるのだが、針は正しい時間を指し示している。

　現在の時刻は、午後一時五十八分。意識を失った正確な時間は分からないが、少なくとも三時間以上が経過している。

「結界は!?」

　光み宣のるはベッドから飛び降り、立ちくらみを覚えて頭を片手で押さえた。

　ふらつく身体からだを支えようとして、一本脚のサイドテーブルを倒してしまう。

　幸いテーブルの上には何も載っていなかったが、フローリングの床に転がって結構派手な音が鳴った。

「光み宣のるさま、如何いかがされました!?　大丈夫ですか!?」

　その音が、ドアの向こうにも聞こえたのだろう。扉越しに、水み波なみの焦あせった声が届く。

「大丈夫！　テーブルを倒しただけだから！」

　光み宣のるは余計な心配を掛けないようにと慌てて答えを返したが、逆効果。水み波なみの焦あせりを助長するだけだった。

「失礼します！」

　扉が開き、狼ろう狽ばいした顔の水み波なみが姿を見せる。それでも騒々しい音を立てず、まだ片手に持ったトレーに載るカップの中身は、一滴も零こぼしていない。プロのメイドを自任するだけのことはあると言えよう。

　光み宣のるが体勢を崩している姿を見ても、水み波なみは最後の一線で冷静だった。ライティングデスクの上にトレーを置いてから、光み宣のるの側に駆け寄る。

「本当に大丈夫ですか？　まだご気分が優れないのでは……？」

「大丈夫。少し待って……」

　光み宣のるは自分を抱き起こそうとする水み波なみを片手で制して、無理をせずベッドに座る。

　その上で彼は目を閉じて、館を守る結界に意識を集中した。

　隠蔽結界のすぐ外を、何人もの魔法師が行き来している。青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいが軍の捜索を受けていると、光み宣のるはこの時、初めて気が付いた。

　もっともそれで焦あせりを覚えたりはしない。昨日、隠蔽結界内部に逃げ込む直前まで十じゆう文もん字じ家けの車両に追跡されていたのだ。樹海が捜索対象になるのは想定内。大規模な捜索を受けても見付からない自信があるから、ここを隠れ家に選んだのである。

　それより、彼が気に掛けているのは……。

（……よし。『鬼き門もん遁とん甲こう』は、まだ有効に機能している）

　この館を隠している『鬼き門もん遁とん甲こう』の魔法が破られていないかどうか。もっと詳しく言うなら、ここへ捜索に訪れている達たつ也やの手によって隠蔽結界の術式が無効化されていないかどうかだ。

　達たつ也やがここを探しに来ていることを、光み宣のるは疑っていない。情報次元の攻防は、ひとまず自分が勝利を収めたと光み宣のるは思っている。同時に、それで達たつ也やが引き下がるはずはないと、彼は確信している。

　光み宣のるは達たつ也やに「眼め」を向けたい衝動を、目が覚めてからずっと抑えていた。自分が「視線」を向ければ、それを逆にたどられて達たつ也やにこの館の場所を知られてしまう──そのリスクを避ける為ためだ。その代わり、十六層から成る隠蔽術式の一層が破られるたびに、自分の許もとへ警報が届くように光み宣のるは結界を設定していた。

　結界を突破してくる魔法師は、達たつ也やしかいない。光み宣のるはそう思い込んでいる。客観的に見れば彼は視し野や狭きよう窄さくを起こしているのだが、とにかく光み宣のるは、結界が破られればそれは達たつ也やが近づいている証拠だと考えていた。

　今はまだ最外層の術式が突破されただけで、しかもこの層は短時間で自動的に修復される。──まだ、大丈夫だ。

　光み宣のるはようやく、水み波なみに顔を向ける余裕を取り戻した。
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　光み宣のるが余裕を取り戻している一方で、達たつ也やは閉塞感を募らせていた。

　この地に張り巡らされた隠蔽の魔法陣地は、彼の予測を大きく上回る代物だった。

　達たつ也やは水み波なみが囚とらわれている隠れ家の間近まで接近すれば、魔法による事象改変の兆候が何らかの形で察知できると考えていた。しかし実際には、彼が探知した半径百メートルの領域を縦断しても幻術の存在を何度か感知できただけで、それを解除してもさらなる手掛かりは得られなかった。

　準備不足であるのは否いなめない。だがそれ以前に、東とう亜あ大たい陸りく流古式魔法を自分が過小評価していたと、認めぬわけにはいかなかった。

　古式魔法も根本原理は現代魔法と同じ。そこに、疑いの余地は無い。しかし大本は同じでも、現代魔法と古式魔法は異なる技術体系だ。また同じ古式魔法に分類されていても、国内の古式魔法と東とう亜あ大たい陸りくの古式魔法ではノウハウが違う。

　時間を掛けて理解を深めるならともかく、何の準備もせずその場で体系を異にする術式を解除できると考えたのは、どう見ても自信過剰というもの。達たつ也やは自嘲の苦笑いを浮かべながらそう思った。

（周しゆう公こう瑾きんや顧傑グ・ジーの魔法を、もっと真剣に研究しておくべきだったか……）

　そんな時間は、達たつ也やには無かった。彼は自分の自由になる時間、ＥＳＣＡＰＥＳエスケイプス計画に知的リソースの全てを注いでいた。

　自分にそんな余裕は無かったと、達たつ也やにも分かっているはずだ。

　それでも彼は、後悔を覚えずにいられなかった。




　結局達たつ也やは半径約百メートルの狭い土地の中に、水み波なみが囚とらわれている隠れ家を見付けられなかった。
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　一方、達たつ也やよりも広い範囲を一日掛けて探し回った抜刀隊も、光み宣のるの所在を示す手掛かりを発見できなかった。抜刀隊はこの捜索を以もつて「九く島どう光み宣のるは青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに潜んでいない」と結論付けた。
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　十七時過ぎ、国防軍の捜索隊が樹海から引き上げた。達たつ也やの動向は敢あえて「視み」ないようにしていたから分からないが、隠蔽結界への干渉は十五時過ぎを最後に途絶えている。今日のところは見付からなかったと、光み宣のるは一ひと息いき吐ついた。

　光み宣のるがいるのは寝室を兼ねた書斎で、周しゆう公こう瑾きんが自分用に調えた部屋だ。ここには周しゆう公こう瑾きんが生前仕事で使っていた事務機器や通信機器も置かれていて、それらは今も動いている。

　マスコミは周しゆう公こう瑾きんの死を報道しなかった。元々著名人ではないし、彼は老化しない身体からだの秘密を守る為ために長期間身を隠すことがたびたびだったから、彼が経営していた横よこ浜はま中華街の店はオーナー不在でも営業を続ける体制が整備されていた。

　それに当局は、大だい亜あ連れん合ごうからの非公式亡命ブローカーだった周しゆう公こう瑾きんの死亡を、密入国ルート摘発の目的で巧妙に隠蔽していた。

　そういった事情が重なって、周しゆう公こう瑾きんの取引相手は彼の死を知らなかった。

　その為ために今でも、周しゆう公こう瑾きん宛の依頼が彼のアカウントに飛び込んでくる。光み宣のるが使っている部屋でも、それを受信・暗号解読デコードすることは可能だった。

　そのメッセージが周しゆう公こう瑾きんの端末に届いたのは、光み宣のるがデスクの前で伸びをしている最中だった。彼は熱意の無い表情でデコードされた文面に目を通す。光み宣のるには周しゆう公こう瑾きんの仕事を引き継ぐ意思は無いから、熱心になれないのは当然と言える。

　しかし、一読し終えた後の光み宣のるは真剣な顔付きになっていた。もっともそれは、商売っ気が生まれたからではない。内容が単なる亡命の依頼ではなかったからだ。

　そのメッセージは、大だい亜あ連れん合ごう軍の秘密工作部隊から寄せられた依頼だった。

「工作員の潜入を支援して欲しい、か……。確かこの署名は大だい亜あ連れん合ごう軍特務部隊の指揮官である陳祥山チエンシヤンシエンのものだったな。となると、潜入させたい工作員は『人喰い虎』呂剛虎ルウガンフウか……」

　最初に関心を惹ひかれたのは、このメッセージが日本に大きな損害をもたらす陰謀の存在を示しているからだった。国益の観点から放置できない、と光み宣のるは思ったのだ。

　しかし彼はすぐに思考の方向を反転させた。人間ですらなくなった自分が祖国愛を語ったところで相手にされるはずがない。それよりもこの陰謀を時間稼ぎに利用できないかと考え直したのだ。

　大だい亜あ連れん合ごうの陳祥山チエンシヤンシエンは、小こ松まつ基地への潜入を手助けして欲しいと求めている。それ以上の詳細には触れていなかったが、大だい亜あ連れん合ごうの国家公認戦略級魔法師である劉麗蕾リウ・リーレイが日本に亡命して、現在小こ松まつ基地で保護されているのは今や公然の秘密だ。日本政府は公式に認めていないが、その事実はスクープの形でネットの世界を飛び回っている。大だい亜あ連れん合ごうの狙いは劉麗蕾リウ・リーレイの奪還、あるいは暗殺だろう。

　後者の可能性が高いと光み宣のるは考えているが、そのどちらであろうと国防軍が陳祥山チエンシヤンシエンの企たくらみを阻止しようとするのは確実だ。呂剛虎ルウガンフウの密入国が成功すれば、派手な戦闘へと発展するに違いなかった。

　達たつ也やは過去に、陳祥山チエンシヤンシエンや呂剛虎ルウガンフウと因縁がある。彼らの跳ちよう梁りようを、完全に無視することはできないはずだ。彼の注意が部分的にでもそちらへ逸それれば、ここから次の隠れ家に移動する機会が得られるかもしれない。

　光み宣のるは既に、この場所に留まり続けるのは難しいと判断していた。『仮装行列パレード』も『鬼き門もん遁とん甲こう』も、そう長くは達たつ也やを阻はばめない。光み宣のるにはそんな予感があった。

　光み宣のるは周しゆう公こう瑾きんのサインを使って、陳祥山チエンシヤンシエンに承諾の返事を送った。
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　七月十日、水曜日の早朝。

　達たつ也やは久し振りに、八や雲くもの寺を訪れていた。

「……要するに、『鬼き門もん遁とん甲こう』の破り方を教えろということだね？」

「そうです」

　体術修行の為ためではない。手詰まりの状況を打開する為ため、古式魔法の大家である八や雲くもの教えを請こいに赴いたのである。

「自分にそれを要求する資格は無いと、君は知っているはずだけど」

　しかし八や雲くもの答えは、冷たい拒絶だった。

「知っています。それを曲げて、お願いしています」

　達たつ也やも断られるのは予想していた。

　簡単に引き下がるつもりもなかった。

「フム……何故なぜだい？」

　八や雲くもがそう訊たずねた意図が、達たつ也やには分からなかった。

「九く島どう光み宣のるに攫さらわれた水み波なみを取り戻す為ためです」

　理解できないから、これしか答えようがない。

「分からないなぁ……」

　八や雲くもは別に、達たつ也やを嬲なぶっているわけではなかった。彼は本心から首を捻ひねっている。それは達たつ也やにも、何となく感じられた。

「桜さくら井い水み波なみ嬢の為ために、君が何故なぜ、そこまでする必要があるんだい？　道理を曲げて知識を求めているんだ。大きな対価を請求されると分かっているだろうに」

「水み波なみは身内ですから」

「違うね。彼女は単なる使用人だ」

　その一言は不思議な程、達たつ也やを動揺させた。

　八や雲くもの言い分に怒りを覚えたのではない。

「君の家族は深み雪ゆきくんだけのはずだよ。君は、深み雪ゆきくんさえ守れれば良いはずだ」

「それは……」

　水み波なみを取り戻す理由なら、今思いつくだけでも三つはあげられる。

　一つ目は、彼女は家族でなくても、この二年、家族同然の存在だった。

　二つ目は、水み波なみが現在の状況に陥ったのは、達たつ也やと深み雪ゆきをベゾブラゾフの魔法から守ったからだ。

　三つ目は、深み雪ゆきが水み波なみを取り戻したいと願っている。

　しかしそれは、深み雪ゆきの護衛を疎おろそかにしてまで、八や雲くもに借りを作ってまで為なさねばならないことかと問われれば、達たつ也やは即座に頷うなずけなかった。

「水み波なみ嬢は、穂ほ波なみ女史ではないよ」

　達たつ也やが息を詰まらせる。

「──当然です」

　そう、当然のことだ。当然、理解していたはずのことだった。

　だがその一言は、達たつ也やの心に大きな衝撃を与えた。

「そうかい？」

「…………そうです」

　念を押されて、即答できない程に。

「フム……やはり、君の求めには応じられない。どうしてもと言うなら、頭を丸めなさい。出家して僕の弟子になるんだったら、幾らでも教えてあげよう」

　八や雲くもの弟子になれば、俗世との関わりを制限される。水み波なみを助け出すどころか、深み雪ゆきを守る自由も無くすことになる。

　達たつ也やに頷うなずけるはずはなかった。
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　日本海を南下していたＵＳＮＡ空母『インディペンデンス』は、七月十日午前六時、山やま形がた沖で足を止めた。能の登と半はん島とう沖に陣取る新ソ連艦隊を、側面から牽けん制せいする位置だ。飛行甲板上には艦載機が何時でも発艦可能な状態でスタンバイしている。

　午前七時。新ソ連軍侵攻艦艇の内、最後列にいた空母とその護衛艦が撤退を開始する。

　午前九時。政府は記者会見を開き、新ソ連艦艇の全面撤退を発表した。




　警戒態勢は続いている。新ソ連艦隊が押し寄せてきたのは大だい亜あ連れん合ごうからの亡命者引き渡し要求を日本政府が拒絶したからで、その状況に変化は無い。しかし戦争状態は中断された。緊張と警戒が多少緩むのは仕方のないことで、かつ社会活動の正常化には必要なことだった。

　午前九時半、政府は空路と海路の正常化を宣言。一時的に厳正化していた入国審査を本来のの基準に戻す。一時間後には近隣アジア諸国からの航空機が飛来し、日本海側の港にも漁船や貨物船の出入りが見られるようになった。

　国防軍の情報部も警察の公安部門も、警戒を怠っていたわけではない。だがひたすら強く締め付ければ良い戦時体制から、経済活動を阻害しないギリギリのラインを見極めなければならない準戦時体制に移行する時間帯に、警戒する側も多少の混乱は避けられない。

　彼らはまさに、そのタイミングを狙ってきた。

　午前十時、松まつ江え港こうに呂剛虎ルウガンフウが率いる少人数の大だい亜あ連れん合ごう工作部隊が密入国。

　午前十一時、羽はね田だ空くう港こうに台タイ北ペイ空くう港こう（台たい湾わん桃とう園えん国こく際さい空くう港こう）発の旅客機が着陸。入国ゲートを通過した乗客の中には、ＵＳＮＡ非合法戦闘魔法師部隊『イリーガルＭＡＰ』所属『ホースヘッド』分隊の十人が混じっていた。

　空母『インディペンデンス』の参戦を工作員潜入ミッションの一環と考えていた国防軍の幹部及び防ぼう諜ちよう担当者は、第一〇一旅団の佐さ伯えき少将を含めて、完全に裏をかかれた格好となった。
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　時間はやや遡る。

　空路が正常化した直後、羽はね田だ空くう港こうから伊い豆ず諸しよ島とうに向けて小型旅客機が飛び立った。より詳しく言えば、目的地は巳み焼やき島しま。乗客は防衛省の職員で、目的は一昨日の国籍不明艦艇による侵攻の被害調査と再侵攻に備えた対策の実施だ。

　派遣された職員の名は新し発ば田た勝かつ成しげ。四よつ葉ば分家・新し発ば田た家けの次期当主であり、分家中最強の戦闘力を誇る魔法師である。




「勝かつ成しげ様。ようこそ、お出いでくださいました」

「作さく間ま。出迎え、ご苦労」

　勝かつ成しげを小型機専用の空港で出迎えたのは、新し発ば田た家けに長く仕えている使用人だった。彼の家には本家のような「執事」はいないが、この『作さく間ま』という初老の男性は本家の葉は山やま執事と同じような役割を新し発ば田た家けで担になっていた。

　勝かつ成しげの表向きの身分は防衛省勤務の職員であり、巳み焼やき島しまにしばらく滞在するのも公務員としての出張だ。本来、この様に私的な歓待を受けるのは好ましくないはずだが、この場にそれを責めている者はいない。非難を押し隠している者もいない。

　それもそのはず。空港で彼を出迎えているのは、新し発ば田た家けの関係者ばかりだった。

　巳み焼やき島しまは実質的に四よつ葉ば家けが所有する島だ。表向きの所有者は東とう京きように本社を置く不動産会社になっているが、その会社は四よつ葉ば家けの完全支配下にある。

　一昨日までこの島は、同じ四よつ葉ば分家の中でも真ま柴しば家けが管理していた。だがスターズの侵攻で真ま柴しば家けが少なくない怪け我が人にんを出したことで、新し発ば田た家けが管理を替わることになった。元々真ま柴しば家けは精神干渉系魔法による監視と追跡を得意とする家であり、新し発ば田た家けは実戦闘──殺し合い、壊し合いを得意とする分家だ。真ま柴しば家けから新し発ば田た家けへの交替は、この島の役目が犯罪魔法師の監獄から四よつ葉ば家けの秘密研究拠点に替わった時点で計画されていたものだった。

　彼は元ガーディアン、現婚約者の堤つつみ琴こと鳴なと、その弟で現在も勝かつ成しげのガーディアンを務める堤つつみ奏かな太たを従えて、島の管理施設へ向かう車に乗り込んだ。




　勝かつ成しげの到着が告げられた時、リーナは彼女の部屋で荷造りを終えていた。

「何時でも出られますよ」

　リーナがやや余所よそ行いきの声で告げた相手は、今や達たつ也やの側近に収まりつつある花はな菱びし兵ひよう庫ごだ。今日は彼女を東とう京きように連れて行く役目を与えられている。

「では、参りましょう」

　兵ひよう庫ごはリーナのスーツケースを手に取り、部屋の扉を押さえて彼女を促した。

　リーナは玄関で一ヶ月足らずの仮住まいを振り返り、口の中で小さく何事か呟つぶやいて、その部屋を後にした。
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　リーナが調ちよう布ふの四よつ葉ば家け東とう京きよう本部に着いたのは正午前のことだった。彼女は荷物を兵ひよう庫ごに任せ、真っ先に達たつ也やと深み雪ゆきの部屋を訪れた。

「それで、ワタシは何故なぜ東とう京きように呼ばれたの？」

　そして今、彼女は達たつ也やたちと同じ食卓を囲んでいる。リーナが中に通された時には既に、彼女の分の食事も用意されていた。

「深み雪ゆきの護衛を頼みたい」

　達たつ也やの回答は端的なものだが、リーナでなくてもこれだけでは納得できないと思われる。

「……事情を教えて」

　当然、リーナは説明を求めた。

　無論、達たつ也やはその労を厭いとわなかった。

　新戦略級魔法の取材に押し掛けるマスコミに紛れて、反魔法主義者の刺客や深み雪ゆきの誘拐を企たくらむ外国工作員、反政府テロリストの襲撃が懸け念ねんされること。それを撃退するのではなく回避する為ために、リーナの『仮装行列パレード』を必要としていること。

　全てではないが、リーナが不足を感じない程度には、達たつ也やは彼女に護衛を依頼する理由を正直に語った。

「……分かった。でも、良いいの？　ワタシが人前に出るのは、タツヤたちにとってもまずいことになるんじゃない？」

　ＵＳＮＡの戦略級魔法師『アンジー・シリウス』でもあるリーナは、現在アメリカ軍を脱走中の身だ。脱走の事実は伏せられているとはいえ、ＵＳＮＡ政府は日本政府に対し『アンジー・シリウス少佐』の引き渡し要求を突き付けている。リーナを匿かくまっていることが明らかになれば──現在は「公然の秘密」の状態だ──、達たつ也やは自国の政府とアメリカ政府の両方を敵に回すことになりかねない。

　それは達たつ也やにとっても、楽観視できる予想図ではないはずだ。

「構わない」

　にも拘かかわらず、達たつ也やの返答に迷いは無かった。

「君を俺たちが匿かくまっていることは、軍にも政府にも知られている。だがアメリカが身柄引き渡しを要求しているのは『アンジー・シリウス少佐』だ。リーナが『自分はアンジー・シリウスだ』と名乗り出たりしない限り、アメリカ政府も日本政府も表向きは手が出せない」

「そんなこと、しないわよ。……でも、裏側では？」

「裏工作なら、恐れるに足りない」

　達たつ也やが躊ちゆう躇ちよ無く断言し、それを聞いたリーナの頰が小さく引ひき攣つった。

「そ、そう……？　タツヤが良いいならワタシも構わないけど」

「感謝する」

「リーナも政府を恐れないのね。頼もしいわ」

　それまで達たつ也やとリーナの会話に無言で耳を傾けていた深み雪ゆきが、不意にリーナへ笑顔を向けた。少々唐突な発言だったが、リーナは深み雪ゆきに意味を訊きき返したりはしなかった。

「ワタシは巳み焼やき島しまでも姿を見られているしね」

　所在が明らかになれば日米の当局に狙われる。改めて言われるまでもないことだ。

「あのまま隠れていても、新しい刺客が送り付けられてくるだけだと思うわ。それなら大都会の真ん中の方が、仕掛けてくる方も派手な真似まねはできないでしょ」

　ただその口調は、少し自棄やけ気味だった。

「それで、具体的には？　ミユキが出掛けるたびに、『仮装行列パレード』で変身させれば良いの？」

　達たつ也やに顔を向けて、リーナが話を本題に戻す。

「そうだ」

　達たつ也やは彼女の質問に頷うなずいた。無論、頷うなずくだけで終わりではなかった。

「リーナには、一高に再編入してもらいたい」

「えっ？　ワタシに女子高生をやれって言うの!?」

「……何をそんなに驚いているの？」

　深み雪ゆきが思わず問い掛けを挿はさむ。

　達たつ也やの言葉は不意打ち気味だったが、それにしてもリーナは驚きすぎのように深み雪ゆきには思われた。

「だって、今更ハイスクールに通うだなんて……」

「？」

　リーナが何を躊ちゆう躇ちよしているのか理解できない深み雪ゆきは、大きく首を傾かしげた。

「リーナはわたしと同い年でしょう？　高校生でもおかしくないと思うけど……。もしかして、年齢を偽っていたの？　本当はわたしよりも随分年上なのかしら？」

「そんなことしてないわよ！　ワタシはまだ、正真正銘十七歳なんだから！」

　今は七月。一月生まれのリーナは、三月生まれの深み雪ゆき同様、まだ十八歳の誕生日を迎えていない。

「だったら何が問題なの？」

「任務ならともかく、今更ハイスクールに通うなんて……」

「……自分はもう就職しているのに学校なんて、とか、そういうこと？」

「就職……ま、まあ、そんなとこ」

「でもアメリカでは、退役軍人が大学やビジネススクールに入り直すのはよくあることだと聞いているけど」

「大学なら良いいのよ！」

「つまり、高校という点が気になっているの？」

「え、ええ……」

　リーナに向ける深み雪ゆきの眼まな差ざしが、心なしか冷たくなっている。「呆あきれられている」とリーナが感じたのは、多分気の所為せいではなかった。

「リーナ、一高に再編入してもらうのは護衛の仕事の一環だ」

　達たつ也やがリーナの説得に参加したのは、このままでは埒らちが明かないと思ったからだろう

「任務ではないが、依頼を受けた仕事を遂行する為ための手段だと考えれば、体裁を気にする必要は無いんじゃないか」

「仕事……そうね。ワタシは護衛の仕事を引き受けたんだから、その為ために必要なことを恥ずかしがるのは間違っているわよね」

　自分に言い聞かせるリーナの表情は、何処どことなく嬉うれしそうだ。もしかしたらリーナは、また一高に通いたかったのか、と達たつ也やも深み雪ゆきも思った。だが、余計なことは言わなかった。

「納得してくれたか。ではこれから一高に行くぞ」

「えっ、早速？」

　達たつ也やの言葉に、リーナが目を丸くして問い返す。

「ああ。再編入については既に内諾を得ているが、本人を連れて頼みに行くのが筋だからな」

「それは、そうでしょうね」

　これは道理だと思ったのだろう。リーナは抗あらがわなかった。

「深み雪ゆきも同行する。リーナ、早速だが頼む」

　達たつ也やのこのリクエストには、

「『仮装行列パレード』でミユキの外見を変えるのね。任せて」

　リーナは張り切って頷うなずいた。




　達たつ也や、深み雪ゆき、リーナの三人は、達たつ也やが運転するセダンタイプの自走車で中央自動車道を西進していた。目的地は八はち王おう子じの、国立魔法大学付属第一高校。

　この車はエアカーではなく、普通の電気自走車だ。エアカーは構造上、残念ながら実質二人乗り。一応後部座席はあるが、三人目が無理に乗ろうとすると大層窮屈な思いをすることになる。目下、巳み焼やき島しまの研究施設で本当の意味での「四人乗り」エアカーを急ピッチで組立中だが、まだ十日前後は掛かる見込みだ。

　そういう訳で今日はエアカーではなく、普通の電動セダンで外出していた。もっとも、この場合の「普通」は「地上の道しか走れない」という意味で、モーターの出力は最高グレードだし防弾や耐衝撃、ガスフィルターなどの乗員保護に不足は無い。

　いつもは達たつ也やの隣が定位置の深み雪ゆきも、今日はリーナと二人で後部座席に座っている。こうして並んでいると、色違いの双子のようですらある。

　明るい栗色の髪をポニーテールにした、薄い茶色の瞳の、リーナに良く似た顔立ちの少女。リーナの『仮装行列パレード』で変身した深み雪ゆきの姿だ。髪と瞳の色、髪型と髪質は違っているが、それ以外はそっくりと言っても過言ではない。

「そうしていると、近い親戚としか思えないな」

　外見を変えた深み雪ゆきといつもどおりのリーナをバックミラーで見ながら、達たつ也やが感想を口にする。そういう達たつ也やもイメージががらりと変わっている。今の彼は、甘いマスクのエキゾチックな青年だ。普段とは正反対と言って良い程、印象が違う。

「ここまで似ていると、かえって目立ちませんか？」

　美少女という点は同じでも「静」から「動」に大きくイメージチェンジした深み雪ゆきが、視線を前に戻した達たつ也やに訊たずねる。

「いや、ある程度は目立っている方が、見る者に別人だという印象を強く植え付けることができると思う。他人の目を避ける人間は、目立たないようにこそこそしているものだという先入観を逆手に取ることもできるだろう」

「そういうものですか……」

　深み雪ゆきは、完全にではないが、取とり敢あえず納得した態で引き下がった。

「もっとも、何故なぜリーナが自分の容姿をモデルにしているのか、その点については理解できないが」

「……不満なら変えるけど」

　達たつ也やの言葉に、リーナが拗すねた表情で窓の外へ顔を向ける。

「その必要は無い」

　達たつ也やは特にリーナのご機嫌を取るでもなく、素っ気ない口調で答えた。それ以上、フォローする言葉も無い。

「……全く架空の人物の外見を一から組み立てるのは大変なのよ」

　間が持たなくて言い訳を口にしたのは、リーナの方だった。

「毎日鏡で見ている自分をモデルにするのが楽だったということか」

「ミユキとワタシは、背格好も違わないしね」

　リーナの言うとおり、二人の身長差は一センチ以内。スリーサイズもほぼ同じ。深み雪ゆきの方が多少胸が大きいだけで、それも服の着こなしで分からなくなる範囲だ。確かにリーナにとっては、自分の肉体を元にした幻影を深み雪ゆきに被かぶせるのが、最も手っ取り早かったのだろう。

「お兄様のお姿も、親しい方をモデルにしているの？」

　深み雪ゆきの質問には、今の達たつ也やの姿が余り彼女の趣味ではないという不満が混じっていた。──なおリーナの前では、深み雪ゆきは「達たつ也や様」ではなく「お兄様」を使っている。これからしばらくの間、リーナとは一緒に暮らすようなものだ。取り繕い続けるよりも「以前からの習慣が抜けない」ということにしておいた方が得策だと、達たつ也やと二人で話し合った結果だった。

「タツヤの顔はニューメキシコの若手ミュージシャンのものよ。ライブ専門でテレビにもネットにも顔出ししない人だからばれる恐れは無いし、仮に知っている人がいても髪質と身体からだ付きが違うから他人の空似で通用するはずよ」

「……手抜きじゃないの？」

「仕方無いでしょ。男の人のメイクアップなんて、やったこと無いんだから」

　呆あきれ声で非難する深み雪ゆきに、リーナは開き直った。
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　達たつ也やたちが家を出る直前、明日から授業が再開される旨むね、一高から連絡があった。だが裏を返せば今日までは休校になっている。生徒だけでなく、教師も事務員も学校に出てきていない。校内にいるのは警備員と、特に仕事がある教職員だけだ。

　にも拘かかわらず、達たつ也やたちを乗せた電動セダンはゲートをあっさり通された。守衛に提示した身分証明書とハンドルを握る達たつ也やの顔は違っていたが、あらかじめ変装して登校すると連絡しておいたのが功を奏したのか、静脈認証で身元照合はパスできた。

　駐車場に電動セダンを駐め、三人は教職員用の中央玄関から校舎に入る。受付の事務員が見ている前で、深み雪ゆきはワインカラーのシュシュを抜き取り、ポニーテールの髪を解いた。

　明るい栗くり色いろのストレートヘアが背中に流れる。その直後、長い髪が黒絹の色に染まる。薄い茶色の瞳は黒曜石の漆黒に。顔立ちも、美少女という共通点以外は全く別のものに。

　そこには事務員も良く知っている、第一高校現生徒会長が立っていた。

　彼女の変化に、三人いる事務員は全員、意識を奪われていたのだろう。深み雪ゆきの隣に出現した達たつ也やへ、事務員は「何時いつの間まに入ってきたのか？」という目を向けた。

　達たつ也やは自分に向けられる訝いぶかしげな視線に、満足を覚えていた。偽装は上手うまく行っているようだ、と。その心の裡うちをおくびにも出さず、達たつ也やは窓口の事務員へ「校長先生に面会したい」と取り次ぎを依頼した。

「うかがっています」

　事務員は、相手は生徒だと気安い態度は取らなかった。達たつ也やの申し出を受けた女性事務員が席を立ち、廊下の扉から出てきて達たつ也やたちを先導する位置に立つ。

　達たつ也やは彼女に、案内を任せた。

　校長室は一階の、中央玄関から程遠くない所にある。達たつ也やたち三人の到来が事務室から内線電話で伝えられていたのだろう。女性事務員のノックには、すぐに応えがあった。

「失礼します」

　事務員を廊下に残して、達たつ也や、リーナ、深み雪ゆきの順番で中に入る。ちなみに達たつ也やと深み雪ゆきは夏用の制服を着ているが、リーナはフォーマルなブラウスに細いリボンネクタイ、膝下丈のプリーツスカートという出いで立たちである。

　室内にはデスクの奥に座る百もも山やま校長と、デスクの横に立つ八や百お坂さか教頭の二人が待っていた。

「来なさい」

　腰を下ろしたままの百もも山やまが、尊大な口調で指図する。

　達たつ也やは言われるままに、デスクの正面へ歩み寄る。彼の右後ろにリーナが、左後ろに深み雪ゆきが立った。

「本日はお忙しい中、お時間を作っていただきありがとうございます」

　達たつ也やが腰を折るのに合わせて、深み雪ゆきとリーナが丁寧に一礼する。

「君の用向きはご母堂から聞いている」

　百もも山やまは儀礼に時間を費やそうとはしなかった。

「それでは改めて申し上げます。本日共に参りました、こちらのアンジェリーナ・クドウ・シールズさんを本校生徒として受うけ容いれていただけませんでしょうか」

「事情は知っている」

　百もも山やまはそう答えて、達たつ也やではなくリーナに鋭い光を湛たたえた目を向けた。

　その迫力に、リーナが思わず身を固くする。

　百もも山やまは厳しい表情のまま、重々しい声でリーナに話し掛けた。

「この第一高校は学まなび舎やで、私は教育者だ。学びを求める者を拒みはしない。君に本気で高校生として学ぶ気があるならば、私は第一高校の責任者として君を受うけ容いれよう」

「やる気はあります！」

　リーナが即答する。その勢いは彼女自身、思い掛けないものだった。

　我がことながら目を丸くしているリーナに、百もも山やまは笑み一つ無いながらも、満足げに頷うなずいた。

「実を言えば、防衛省からシールズ君を編入させないよう圧力が掛かっている」

「それは……ご迷惑をお掛けしました」

　達たつ也やは驚きを隠せなかった。軍がそこまでなりふり構わない態度に出るとは、彼も考えていなかった。

「司し波ば君、君の謝罪は不要だ。当然、そんな横車に従うつもりはない」

　百もも山やまの表情には相変わらず笑みが無かったが、同時に、怯きよう懦じゆも虚勢も存在しない。

「魔法師であろうと、教育を受ける機会を奪われることがあってはならない。シールズ君、これは君の祖父君、九く島どう健けん氏の信念でもある」

「……祖父とお知り合いなのですか？」

「祖父君と私は魔法師として生まれた青少年の教育がどうあるべきかを共に模索した同志であり、彼は私にとって尊敬できる年長の友人、兄のような存在であった」

　百もも山やまの目には懐古の念が穏やかな光となって表れている。

　リーナは思い掛けない縁に驚くばかりだ。

「祖父君・九く島どう健けんの兄である九く島どう烈れつは魔法師の権利保護の為ために自らの地位を懸けて戦い、九く島どう健けん本人は魔法師にも人間的な教育が与えられなければならないと強く訴えた。その代償として九く島どう烈れつは少将の地位を引かねばならず、九く島どう健けんはそれより前に事実上日本から追放される形でアメリカに派遣された。だが彼の行為は無駄ではなかった。この魔法大学付属高校が現在のような方針で運営されているのは、九く島どう健けんの主張が多少なりとも認められた結果だ」

「存じませんでした」

「公に口外することが禁じられているからな」

　達たつ也やの正直な一言に、百もも山やまが初めて笑みを見せた。

　苦笑という名の笑みではあったが。

「私も九く島どう健けんと信念を同じくする者だ。故に、シールズ君。君の教育を受ける権利を軍に損なわせはしない。それが何処どこの国の軍であろうとも」

「……ありがとうございます」

　リーナが神妙な表情で頭を下げる。

「ただし」

　百もも山やまの言葉は、それで終わりではなかった。

「君の目的が学ぶこと以外にあると判明した場合は、如何いかなる保護も期待してはならない」

「学びたいという気持ちは本当です。ワタシはまた、この学校に通いたい」

「その願い、この百もも山やま東あずまが叶かなえよう。無論、編入試験に合格することが条件だが」

「では、編入試験を受けさせていただけるのですね」

　達たつ也やは打ち合わせに無かったリーナの熱意に驚きながらも、それを押し隠して落ち着いた口調で、百もも山やま校長にではなく八や百お坂さか教頭に訊たずねた。

「シールズさんに差し支えがなければ、早速明日にでも編入試験を受けてもらいます」

「明日……」

　リーナが一転、引ひき攣つった声で呟つぶやく。それは質問ではなく独り言だったが、八や百お坂さかはリーナの口調や言葉遣いを気にすることなく彼女に笑顔を向けた。

「試験科目は魔法理論と実技です。シールズさんが一年生の時の学力を維持していれば確実に合格できます。合否判定はその場で出ますので、早ければ明後日あさつてから通学できますよ」

「……ガンバリマス」

　応えるリーナの口調は、少し硬かった。




　校長室の外に出て、リーナはホッと息を吐ついた。どうやら緊張していたらしい。軍務とは勝手が違うのだろうと好意的に解釈して、達たつ也やも深み雪ゆきもそこには触れなかった。

「大丈夫よ、リーナ。わたしが教えてあげる」

「ウッ」

　一瞬リーナは逃げ出しそうな気配を見せたが、

「……ウン、お願い」

　結局、観念した顔で頷うなずいた。

「では、すぐに帰って勉強だな」

　深み雪ゆきを連れてきたのは『仮装行列パレード』のテストという面もあったが、生徒会室が使えるようなら過去のテスト問題を引っ張り出して編入試験対策をしようという意図もあった。だが残念ながら、生徒会長の深み雪ゆきにも休校中の学校施設は勝手に使えないとのこと。であるならば、校内に残っている理由は無い。

「リーナ、頼む」

「ＯＫ」

　リーナが達たつ也やの声に頷うなずくのと同時に、深み雪ゆきは手首に着けていたネイビーブルーの小さなシュシュで髪をポニーテールに纏まとめた。

　リーナの視線に、深み雪ゆきが頷うなずき返す。

　変化は、一瞬だった。

　深み雪ゆきの黒髪が明るい栗くり色いろに。

　髪を纏まとめるシュシュがワインカラーに。

　瞳の色は淡い茶色に変わる。

　そこに立っているのは、リーナに良く似た顔立ちの、深み雪ゆきとは全くの別人だった。

「何度見ても、見事なものだ」

　そんな感想を口にした達たつ也やも、甘いマスクのエキゾチックな青年に変わっている。声まで顔のイメージに相応ふさわしいものに変化していた。

「似合っていますか？」

　深み雪ゆきが別人の顔と別人の声で訊たずねる。
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「いや、俺は素顔の深み雪ゆきが一番だと思う」

「……ありがとうございます」

　ただ、はにかむ表情と仕草はいつもと変わらない。

　二人を見るリーナのげんなりした顔も、いつもどおりのものだった。
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　マンションに戻った深み雪ゆきは、一服することもなくリーナを自室に引きずり込んだ。一高の校舎内で宣言したとおり、リーナに試験勉強をさせる為ためだ。

　編入試験は明日。もう半日も残っていない。今から知識を詰め込んでも余り意味は無いように達たつ也やは思ったが、止めはしなかった。深み雪ゆきが言い出し、リーナが頷うなずいたことだ。彼が邪魔できる筋合いではない。

　達たつ也やは今、一人でマンション内の訓練用フロアにある「瞑めい想そう室しつ」に来ていた。ここはその名のとおり、魔法訓練の一環として瞑めい想そうをする部屋だ。もっともこの世界はビデオゲームにありがちな、瞑めい想そうすれば魔法のレベルが上がるというシステムにはなっていない。瞑めい想そうはあくまでも魔法を制御する精神力を鍛える為ための一手段でしかない。

　ただ意識を逸そらす原因となる外部からの光、音、振動がカットされ、室内は一定の温度と一定以下の静寂に保たれている。高水準の精神集中を必要とする魔法を使うには都合の良いい環境が整っていた。

　達たつ也やがこの部屋に来た目的は、言うまでもなく水み波なみの現在位置特定だ。ただ今日は昨日のように、光み宣のるの偽装魔法を強引に突破することは考えていない。

　昨日は最終的に『仮装行列パレード』が解除された状態で水み波なみの位置情報を入手したが、現地を捜索しても結局、光み宣のるの隠れ家は見付けられなかった。おそらくは周しゆう公こう瑾きんの手で構築された、隠蔽の魔法陣地を無力化する方法が見付からない限り、『仮装行列パレード』だけを破っても意味は無い。前日の捜索で、達たつ也やはそれを思い知った。

　ただ昨日は、有意義な成果もあった。水み波なみの完全な座標情報は手に入らなかったが、それ以外の、彼女の現在状態に関する情報は入手できた。

　水み波なみはまだ、人間のままだ。

　パラサイトには、なっていない。

　情報次元経由でパラサイト化を阻止する方法は分かっていない。そんなことが可能かどうかさえ不明だ。しかし救出対象の無事を確認できるだけでも、意義はある。まだ手遅れでないと分かれば、諦めや迷いで救出に取り組む気力が衰えることもない。

　達たつ也やはフローリングの床に直接腰を下ろした。八畳の広さがある部屋に、今は彼一人だ。

　手の届く距離に深み雪ゆきがいないから、『精霊の眼エレメンタル・サイト』の全能力を水み波なみの捜索に注つぎ込こむことはできない。だが昨日の経験から、深み雪ゆきの身辺警戒に知覚力のリソースを割いていても、水み波なみのエイドスにアクセス可能だと分かっている。

　達たつ也やは『精霊の眼エレメンタル・サイト』の空いているリソースをフルに動員して、水み波なみへと「眼め」を向けた。

（肉体のデータは人間のままだ）

（想子サイオン波はの形状にもパラサイトの特徴は現れていない）

　まず、水み波なみがまだパラサイト化していないことを確認する。

（座標情報に変化は無い。依然として青あお木きヶが原はら樹じゆ海かい、誤差およそ半径百メートル）

（──座標が変わった？　光み宣のるが俺の視線に気付いたか）

　光み宣のるが『仮装行列パレード』で探査を妨害してきたのが分かる。昨日と違って偽装されるより先に潜伏エリアを認識できたのは、既に一度「視み」ているからだろう。

（『仮装行列パレード』で妨害されていても、水み波なみの身体情報を読み取ることは可能だな）

　昨さく日じつは水み波なみの居場所を突き止めることばかりに意識を奪われて、他の点がしっかり認識できていなかったと分かる。昨日きのうは冷静でなかったようだ、と達たつ也やは反省した。

　意識の一区画に自戒の念を留とどめながら、達たつ也やは観察を続ける。

　光み宣のるの魔法がわずかに揺らいでいるのは、こちらから攻撃を受けないことに戸惑っているのか、と達たつ也やは推測した。微かすかに安定性を欠いている御お蔭かげか、昨日よりも『仮装行列パレード』の構造情報が明瞭に「視み」えている気がする。

（リーナの術式とはかなり違う……か？）

　情報体の偽装という効果は同じ。しかし、それを実現する為ための細かな手順に幾つもの違いがある。達たつ也やにはそう「視み」えた。

（これなら……分解できるか？　いや、まだ不十分だ）

　昨日よりも光み宣のるの魔法式を詳しく解明した手応えを達たつ也やは得ていた。だが魔法式の構造を分解するにはまだ足りない。もっと詳しい構造情報が必要だ。

　達たつ也やはさらに「眼め」を凝らした。

　しかし、光み宣のるの魔法が揺らいでいたのはそこまでだった。

　彼の『仮装行列パレード』は、安定性を取り戻した。

　構造情報をのぞき見る「隙間」が閉ざされてしまう。

　達たつ也やは試しに、間接的な『術式解散グラム・デイスパージヨン』を放ってみた。

 「事象改変が行われた」という情報から、事象改変を引き起こしている情報体を分解する。情報体の活動記録から情報体そのものを分解する、これは達たつ也やがアークトゥルスの幽体と戦っている最中にインスピレーションを得たテクニックだ。この技術を発展させた先には、「精神」という情報体を分解する魔法がある──。

（──ダメか）

　今の達たつ也やでは精神体どころか、所在を隠された魔法式を分解することもできない。

　だが達たつ也やは前日の教訓から、焦あせらなかった。

　彼は一旦、捜索を中止することにした。

（観察によって詳細な情報が得られないなら、別の手段で魔法式の構造データを手に入れられないか？）

　光み宣のるが使っているのは九く島どう家けの術式。それは間違いないだろう。リーナの『仮装行列パレード』と光み宣のるの術式が違っているのは、リーナの祖父、九く島どう烈れつの弟・九く島どう健けんが渡米した後に、九く島どう家けで改良が加えられたからに違いない。

　光み宣のるが独自のアレンジを追加していたとしても、それ程大きな違いは無いと思われる。幾ら光み宣のるが優れた頭脳の持ち主でも、九く島どう家けの──九く島どう烈れつの長年にわたる工夫を超えるのは簡単ではないはずだ。

　九く島どう家けから『仮装行列パレード』の魔法式を入手できれば、光み宣のるの偽装を打ち破れる可能性が高まるのではないか。──達たつ也やは瞑めい想そうの姿勢を解いて床から立ち上がりながら、交渉の段取りについて検討を始めた。
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　一時間以上に及ぶ達たつ也やの攻撃が止やみ、光み宣のるは大きく息を吐ついて肩の力を抜いた。リクライニングチェアの背もたれを倒し、楽な姿勢で座っていたつもりだったが、知らず知らずの内に力んでいたようだ。脱力して改めて、椅子に背中を預ける。

　今日の攻撃には、昨日のような圧力が無かった。光み宣のるが本当にプレッシャーを感じたのは、終了直前の一回のみだ。それが光み宣のるには不気味だった。もしかしたら攻撃ではなく、観察されていただけかもしれないとも思う。

　だからといって光み宣のるは、楽観する気にはなれなかった。観察するだけだとしても、何か目的があったはず。もしかしたら光み宣のるも気付いていない『仮装行列パレード』の弱点を探っていたのかもしれない。達たつ也やの視線が消えたのは、探していたものを見付け出したからかもしれない。

　しかし光み宣のるは、自分が使う『仮装行列パレード』に自信を持っている。第九研が開発した魔法に祖父・九く島どう烈れつが改良を重ねて完成度を高めたのが、光み宣のるの使っている『仮装行列パレード』の術式だ。

　かつては祖父よりも祖父の弟の方が優れた『仮装行列パレード』の遣い手だと言われていたらしいが、魔法式の改良を祖父が続けた理由はその評価を覆くつがえしたかったからかもしれないと光み宣のるは思っている。彼が知る「お祖父様」には、そういうプライドが高い一面があった。

　世界最巧と呼ばれた魔法師である祖父が心血を注いで完成度を高めた魔法だ。幾ら達たつ也やでも魔法式自体に欠点は見付けられない、と光み宣のるは思う。

　それでも、万が一のことがある。この場所はまだ見付かっていないが、樹海に逃げ込んだことは達たつ也やにも十師族にも知られている。念ねんの為ため、移動すべきだろう。今度は追跡されないようにして。──光み宣のるはそう考えた。

　呂剛虎ルウガンフウを密入国させたのは国防軍の目を、あわよくば十師族の注意もそちらに向ける為ためだ。この細工を完全なものとする為ために、光み宣のるはリクライニングを起こし、デスクに向かって、匿名通信の為ための専用アプリケーションを立ち上げた。
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　七月十日、十七時。

　東ひがし富ふ士じ演習場に隣接する基地に駐留している国防陸軍第一師団遊撃歩兵小隊、通称『抜刀隊』の宿舎には徒労感が漂っていた。

　彼らがこの基地に滞在している理由は、国防陸軍の元将官である九く島どう烈れつを殺害したパラサイト、九く島どう光み宣のるを捕縛する為ためだ。

　ここに到着したのは七月三日。その日を含めて六日間は何の手掛かりもなく、基地で燻くすぶっているだけだったが、昨日、十師族・十じゆう文もん字じ家けからターゲットが青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに潜伏しているとの情報を入手し、全員張り切って捜索に出動した。

　しかし、結果は空振り。

　徹底的な捜索にも拘かかわらず、隠れ家どころか轍わだち一つ見付けられなかった。

　十じゆう文もん字じ家けがガセネタを流したと疑う隊員はいなかったが、十師族も一杯食わされたのかと自棄やけ気味に嘲あざ笑わらう隊員は少なくなかった。

　小隊幹部の結論は、「九く島どう光み宣のるは青あお木きヶが原はら一帯に潜伏していない」。九く島どう光み宣のる捕縛ミッションは振り出しに戻った。

　今日は全員に宿舎での待機が命じられている。自由な外出はできないが、実質的な休みだ。昼間から飲酒している隊員はいなかったが、前日の疲れもあってか、総じてだらけ気味だった。

　そんな彼らの許もとに、夕方になって、心身を引き締める報しらせが飛び込んできた。




　急きゆう遽きよブリーフィングルームに集められた隊員たちの顔に、疲労の痕跡は残っていない。一日のオフを皆、有効に利用したようだ。急な招集に、ただならぬ事態を予感している、という面もあったに違いない。

　小隊長が登壇し、全員に着席を命じる。彼は前置きを短く済ませて本題に入った。

「およそ一時間前、当基地に宛てられた差出人不明の電文を受信した」

　隊員の三分の一近くが同僚と顔を見合わせた。ざわめきが生じる前に、小隊長の説明が続く。

「情報部で分析したところ、発信元は不明のままだがマルウェアの類いは仕込まれていなかった。肝腎の内容だが……」

　小隊長が言葉を切って着席している隊員たちを見渡した。緊迫感がブリーフィングルームを満たす。

「大だい亜あ連れん合ごうの工作部隊が、本日密入国した。狙いは我が国に亡命した戦略級魔法師、劉麗蕾リウ・リーレイの暗殺。工作部隊を率いているのは呂剛虎ルウガンフウだ」

　今度こそ、ざわめきが起こる。正規の隊員たちと同様に集められていた千ち葉ば修なお次つぐと渡わた辺なべ摩ま利りも、異口同音に「呂剛虎ルウガンフウ……」と呟つぶやいていた。




　小隊長から下された命令は、大だい亜あ連れん合ごう工作部隊迎撃を支援すること。目的は第一に劉麗蕾リウ・リーレイを保護している小こ松まつ基地の防衛、第二に呂剛虎ルウガンフウの捕縛または殺害。

　その為ために『抜刀隊』の半数が、別行動で小こ松まつに派遣されることになった。出発は明日。そのメンバーに、修なお次つぐと摩ま利りも含まれていた。
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　明日の移動に備えて荷造りをしている修なお次つぐの部屋に、ノックの音が響いた。

　ベッドとクローゼットで部屋の半分が埋まる狭い部屋だ。修なお次つぐは三歩で扉の前に立ち、「どうぞ」の声と共にドアノブを押した。

　外開きの扉が隙間を広げ、廊下に立つ女性隊員の姿が露あらわになる。

「シュウ、入っても良いだろうか」

「もちろんだよ」

　修なお次つぐの部屋を訪ねてきたのは、彼の恋人の摩ま利りだった。

「お邪魔します……」

　摩ま利りの口調が躊躇ためらいがちだったのは、夜も遅く、かつ明日の準備で修なお次つぐも忙しいに違いないと思っていた所為せいである。

「摩ま利りはもう、荷造りは終わったのかい？」

「もちろん、終わっているぞ」

「着替えを手当たり次第に突っ込んだだけじゃなくて？」

　修なお次つぐがこう訊たずねたのは、摩ま利りが片付けを極めて苦手としていることを知っているからだ。

「し、失礼だな。あたしだって女だぞ」

「ごめんごめん。でも別に、女性だからといって整理整頓ができなければならないというルールは無いと思うけどね」

　修なお次つぐの謝罪は笑いながらのものだ。これに摩ま利りが怒らなかったのは、惚ほれた弱みと、彼の言い分が完全な誤りではないからだ。

　自分が「片付けられない女」であることを摩ま利りは自覚している。だがここは軍の宿舎だ。自分のアパートのように、だらしなく散らかすわけにはいかない。だから彼女は毎日、洗った衣服、乾かした歯ブラシやヘアブラシをその都度鞄かばんにしまい込んでいたのだ。

　摩ま利りは謂いわば、毎日旅支度をしていたようなもの。明日の準備が短時間で終わったのは、そういう事情によるものだった。

「それより、何か相談事？」

　修なお次つぐは笑いを消して摩ま利りに訊たずねた。彼としては何も用事が無くても恋人の顔は見たいし、野暮用抜きで会いに来てくれる方が嬉うれしい。

　しかし彼の恋人は真面目だ。出動中のこんな夜遅くに、ただ遊びに来るはずはなかった。

「シュウの意見を聞きたくて……」

　修なお次つぐに手振りで勧められるままベッドに腰を下ろし、摩ま利りは予想に違わぬ答えを返した。

「明日の出動だが……あたしたちの目を逸そらす為ための陽動という可能性は、無いだろうか？」

　だがその内容は、彼の想定を超えていた。

「……呂剛虎ルウガンフウの侵入がデマだと？」

「それは本当かもしれない。でも何故なぜその情報がここに送られて来るんだ？」

「その点は僕も不思議に思っていたよ。情報源が発信元を隠した不正メールだ。内容自体も、何処どこまで信用して良いか分からないと思っている。じゃあ摩ま利りは、九く島どう光み宣のるの捜索を邪魔する為ために密告のメールは送られてきたと考えているんだね？」

　修なお次つぐの問い掛けに、摩ま利りは躊躇ためらいがちな仕草で頷うなずいた。

「あたしは……九く島どう光み宣のるは、まだ青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに潜んでいると思っている」

「何故なぜ？　あんなに探したのに？」

「十じゆう文もん字じが不確かな情報を寄越すとは、あたしには思えないんだよ、シュウ」

　摩ま利りの視線は床を向いている。修なお次つぐと目を合わせて主張できる程、自信は無いのだろう。だが彼女の口調は、前のセリフよりも躊躇ためらいが無いものだった。

「……今の十じゆう文もん字じ家け当主は、摩ま利りの同級生だったね。彼のことは良く知っている？」

「プライベートはほとんど知らない。趣味とか、食べ物の好き嫌いとかはさっぱりだ。だけど、無責任な発言はしないヤツだってことは、良く知っている。あいつは、知らないことは知らない、できないことはできないと言う。十じゆう文もん字じが『九く島どう光み宣のるは青あお木きヶが原はらに逃げ込んだ』と言うからには、九く島どう光み宣のるは樹海にいる。あたしたちが知らない魔法で身を隠しているに違いない」

　摩ま利りが顔を上げて、修なお次つぐと視線を合わせる。

「──シュウ。あたしには、そう思えてならない」

「そうか」

　修なお次つぐは摩ま利りの眼まな差ざしを受け止めたまま、穏やかに頷うなずいた。

「僕は十じゆう文もん字じ家け当主の為人ひととなりを知らない。摩ま利りがそう言うのなら、十じゆう文もん字じ克かつ人と氏からもたらされた情報は信頼に値するのだろう。九く島どう光み宣のるが未知の魔法で隠れているという摩ま利りの意見も、大いにあり得ると思う」

「シュウ……」

　感情の高ぶりを映す摩ま利りの瞳から、修なお次つぐは目を逸そらさなかった。

「何と言っても九く島どう光み宣のるは、老師を倒した『九』の魔法師だ。『九』の秘術を自在に使いこなす力の持ち主なのかもしれない。でも……」

「でも？」

「たとえ陽動だとしても」

　修なお次つぐは微かすかな躊ちゆう躇ちよを押し切って言葉を続けた。

「明日の出動は、辞退できない」

「……命令だからか？」

「もちろん、それもあるよ。でもそれ以上に、呂剛虎ルウガンフウが侵入した可能性があるなら放ってはおけない。ヤツとは因縁がある」

　二年前の、横よこ浜はま事変の直前、修なお次つぐは呂剛虎ルウガンフウと一戦交えた。結果は痛み分けだったが、あの時倒していれば、その後の魔法協会関東支部襲撃で多くの日本人魔法師が犠牲になることはなかったし、その際に摩ま利りが危険な思いをすることもなかった。修なお次つぐはそう考え、後悔していた。「もし本当に密入国しているなら、今度こそ仕留める」

「……そうだな。因縁なら、あたしにもある」

　摩ま利りもまた、呂剛虎ルウガンフウと矛を交えている。横よこ浜はま事変の前と、当日の二度。

　いずれも摩ま利りたちの勝ちに終わったが、それを自分の実力とは、摩ま利りは考えていない。一度目は修なお次つぐがつけた傷が開いて生じた隙に乗じたものだし、二度目に止めを刺したのは真ま由ゆ美みだ。どちらの戦いでも自分は手玉に取られていた、という口惜くやしさを摩ま利りは心に秘めている。

　修なお次つぐ程強い思いではないが、再戦を望む気持ちは摩ま利りの中にもあった。

「考えてみれば、あたし個人には九く島どう光み宣のるを捕らえる理由が無い。軍の命令でなければ、最初から積極的に関わろうとはしなかっただろうな。そういう意味でも、新しい命令が優先か」

「そうだね。同時に、両方に対処することはできない。優先順位をつけるとすれば、呂剛虎ルウガンフウが先だ」

　修なお次つぐが出した結論に、摩ま利りも頷うなずいた。
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　摩ま利りと修なお次つぐが狭い部屋の中で話し合っていたのと同時刻、達たつ也やは風かざ間まから抗議の電話を受けていた。

『──達たつ也や、もう一度言う。アンジー・シリウスを学校に通わせて公衆の面前に曝さらすなどという馬鹿な真似まねは止めてもらいたい』

「何度も申し上げたとおり、当家で預かっているのはアンジェリーナ・クドウ・シールズさんであってアンジー・シリウス少佐ではありません」

『そんな言い逃れが通用すると本気で思っているのか？』

「冗談を口にしているつもりはありませんが？」

　厳しい声で問い詰める風かざ間まに、達たつ也やは飄ひよう々ひようとした口調で応えを返す。

「アンジー・シリウス少佐は百七十センチ弱の身長にダークレッドの髪、金色の瞳という極めて特徴的な外見です。珍しいと言えばリーナの金髪碧へき眼がんの組み合わせも、民族的特徴と言われているのに対して実際には少ないと聞きますが、アンジー・シリウス少佐の外見とは一致しません。髪や瞳の色はともかく、体格から違います」

『アンジー・シリウスは『仮装行列パレード』の遣い手だ！　外見など幾らでも偽れる！』

「ＵＳＮＡ政府がそう認めたのですか？　アンジェリーナ・クドウ・シールズが、アンジー・シリウスだと」

『……認めるはずがなかろう』

「では大使館から自国民の保護要請でも出されましたか。あるいは、犯罪者だから引き渡せとでも？」

『……それも無い』

「では、シールズさんはシリウス少佐ではありませんし、彼女をアメリカに引き渡す必要もありません」

『達たつ也や……本気で軍と敵対するつもりか？　君にとって、アンジー・シリウスにはそれだけの価値があるというのか？』

「中佐、誤解しないで下さい。軍と敵対するつもりはありません」

　達たつ也やは即答で否定した後、

「少なくとも、自分の方からは」

　こう付け加えた。
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　日付はもうすぐ、七月十日から十一日に変わろうとしていた。

　リーナに与えられた部屋は、フロアこそ達たつ也やたちと同じ最上階だが、住居としては別だ。鍵が掛かる別の扉があり、独立したバス、トイレ、キッチン、リビング、そして寝室も当然ついている。

　だがこの時間になっても、リーナはまだ深み雪ゆきの部屋にいた。

　彼女のベッドが届いていない、とかいう理由ではない。

　明日の、編入試験対策の為ためだ。

　深み雪ゆきが普段使っているデスクの前にはリーナ。その隣──家庭教師ポジション──に、深み雪ゆきがスツールを持ってきて座っている。

「そろそろ終わりにしましょうか」

　深み雪ゆきのこのセリフを受けて、リーナはデスクに突っ伏した。

「……疲れた……」

　額を乗せた両腕の隙間から、リーナの呻うめき声が漏れる。

「大おお袈げ裟さね」

　深み雪ゆきはそれを聞いて、失笑を漏らした。

「大おお袈げ裟さじゃないわ！　断じて！」

　リーナは勢い良く起き上がり、深み雪ゆきの言葉に異を唱えた。

　リーナの剣幕に、深み雪ゆきが小首を傾かしげる。

「試験前は、これくらい普通だと思うけど……」

　リーナの顔が、ハッキリと分かるくらい青ざめる。

「これが普通……？　ホントに？　ミユキが特別なんじゃないの？」

「この程度で特別って……。勉強していた時間は、正味でせいぜい五時間よ？」

「時間だけ見れば大したことないかもしれないけど！　普通の人はこんなに集中力が続かないでしょ！」

「お兄様はもっと凄すごいわよ？」

「タツヤこそ普通じゃないでしょう！　もっと他にいなかったの!?」

「他にって、一緒に勉強した人？」

「そうよ！」

「もちろん、いるわよ。でも、ほのかも雫しずくも水み波なみちゃんも……」

　不意に深み雪ゆきが黙り込む。

　リーナが「あちゃあ……」という表情を浮かべ、片手で顔の半分を覆った。

　彼女は詳しい事情を知らされていないが、何か予想外の事件が起こったことは察していた。興味はあったが、自分が踏み込むべきことではないだろうと考えて今まで触れずにいた。だがどうやら自分は、深み雪ゆきを地雷源へ誘導してしまったらしい。リーナはそう思った。

「ねえ……一昨日、何があったの？」

　知らないふりで自分の部屋に戻るという選択肢もあった。多分、そちらを選ぶ方が賢いのだろう。しかしリーナは敢あえて、深み雪ゆきにそう訊たずねた。

「タツヤのあんな顔、見たことなかった。一昨日、ミユキからの通信を受けている最中よ。ミユキに何か、余程ショッキングなことが起こったんでしょう？」

　深み雪ゆきの瞳が頼りなげに揺れる。彼女は短くない躊ちゆう躇ちよの後、小さく頷うなずいた。

「一昨日はショックだったけど……今はもう、大丈夫。お兄様に慰めてもらったから」

　その答えは、百パーセントの本音ではないと、リーナには感じられた。

　不意を突かれれば、それが自爆であっても言葉を失うくらい、まだ尾を引いている。

　だが、噓うそでもないのだろう。こうして、無理にでも笑みを浮かべながら話せるくらいには、痛みも薄れているようだ。

「そうね……。聞いてくれる？」

　深み雪ゆきが一昨日のことを直接には関係の無いリーナに打ち明ける気になったのも、彼女がそれを乗り越えようとしている証あかしに違いなかった。

　水み波なみが光み宣のるに攫さらわれた時のことを、深み雪ゆきがリーナに詳しく語る。その後、深み雪ゆきを慰める為ために達たつ也やが何を言ったのか、そのセリフも付け加えて。

「……ワタシもタツヤが言うとおりだと思うわ」

　深み雪ゆきの話を聞き終えて、リーナは彼女にそう伝えた。

「お兄様の言うとおりというのは、水み波なみちゃんの気持ちのこと……？」

「ええ。ワタシはミナミがどういう人間なのか知らないけれど……。ミユキに知り合いを殺させたくないというタツヤの言葉は、納得できる。タツヤがミナミの動機も同じだと言うのなら、きっとそうなんでしょう」

　リーナはスターズで、重大な罪を犯した戦闘魔法師を処分する任務に携わっていた。彼女が処分する対象には、スターズの隊員も含まれていた。

　起居を共にした仲間に銃口を向けて引き金を引く辛つらさを、リーナは実体験として知っている。「知り合いを殺させたくない」という言葉は、リーナの偽らざる本音でもあった。

「……ありがとう、リーナ」

「こんなことで御お礼れいなんて要らないわよ」

　真まっ直すぐに見詰める深み雪ゆきの眼まな差ざしから、リーナは慌てて目を逸そらした。彼女の顔は、頰の辺りが少し赤らんでいた。
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　七月十一日、木曜日。三日間の休校を挟んで今週初の登校日だ。

　最寄り駅から一高へ続く通学路を校舎に向かう生徒たちの間に、夏休みが近づいていることによる一足早い開放感とは別の理由で、ざわめきが起こっていた。

　一、二年生の間では「あの金髪美少女の女子生徒は誰？」という声が多かった。

　三年生の間では「シールズさん／リーナ（ちゃん）が何故なぜ？」と質問し合う姿が見られた。

　そして全学年に共通して「あのポニーテールの美少女は何者？　編入生？」という疑問が呈されていた。

　そもそも魔法大学付属高校は原則として、編入生を受け入れていない。退学した生徒で減った分は、補充せずにそのままだ。

　もっとも、編入という制度はある。その制度が適用されたことも、過去に数件ではあるが記録されている。生徒が懐疑的ながら編入生の可能性を排除していないのは、それを知っているからだった。

　彼らの話題になっているのは金髪をツインテールにした青い瞳の少女と、明るい栗くり色いろの髪をポニーテールにした淡い茶色の瞳の少女。二人の顔立ちは良く似ている。リーナのことを知っている三年生もそうでない下級生も、二人は親戚同士ではないかと考えていた。

　彼女たちを見ているのは、生徒だけではなかった。通学路のそこかしこには、記者の姿が見え隠れしている。マスコミの目的は新戦略級魔法『海爆オーシヤン・ブラスト』の取材だ。

　彼らの第一の狙いは『海爆オーシヤン・ブラスト』の共同開発者である達たつ也やのコメントだが、彼の従妹ということになっている深み雪ゆきもインタビューの対象になっていた。マスコミはまずＦＬＴに押し掛けたのだが達たつ也やは出社していないと突っぱねられ、引っ越し前の府ふ中ちゆうの自宅にも押し掛けたのだが、あそこは現在空き家になっている。

　無論その程度でマスコミが諦めるはずもない。彼らはＦＬＴにしつこく食い下がる者、府ふ中ちゆうの家に未練がましく貼り付く者、そして通学路で達たつ也やと深み雪ゆきを待ち伏せする者の三勢力に分かれて記事のネタを追い求めているのだった。

　今日から魔法科高校の授業が再開される事実は、秘密でも何でもない。公式サイトにも掲載されている。達たつ也やと深み雪ゆきのコメントを求める記者は、朝早くから通学路に張り込んでいた。

　だが残念ながら、彼らは目当ての生徒を見付けられなかった。大勢の生徒たちの中で目立っている金髪と茶髪の二人組にはマスコミも目を留とめていたが、ターゲットは何時現れるか分からない。美少女というだけでニュースバリューも定さだかでない女子生徒に割いている時間は、彼らには無かった。

　そういう訳で、マスコミの注意はリーナたちからすぐに逸それた。ただ、生徒以外でリーナたちに注目している者はいなかったかというと、そんなことはなかった。

　全国展開しているコーヒーチェーン店の二階席窓まど際ぎわで、記者に見えなくもないラフな格好をした四十歳前後の二人組が通学路を行くリーナを見下ろしていた。

「……東とう京きようの外れとはいえ、こんな街中を堂々と歩いているとはな」

　その片方が、呆あきれ声で呟つぶやきを漏らす。もう一人がその独り言を拾って問い返した。

「あれは本当にアンジーなのか？」

　二人が喋しやべっているのは英語だ。顔立ちも東アジア系ではあるが、生粋の日本人のものではない。もっともそんなことを気にする人間は、店員にも疎まばらな客の中にもいなかった。

「あの特徴的な外見だ。見間違える程、似ている人間がいるとは思えない」

「隣の女は良く似ているぞ？　髪と瞳の色を変えればそっくりだ」

「アンジーは偽装魔法を得意としている。もう一人の方は変装だろう。何故なぜ自分に似せているのかは分からないが」

「もしかして、ヤツのフィアンセか？」

「その可能性はある。あくまでも可能性だが」

　金髪と茶髪の美少女が遠ざかっていく。二人組の男は、彼女たちから視線を外して真まっ直すぐ向かい合わせに座り直した。

「あれがアンジーだとしても」

　疑問を呈した方の男が、慎重な口振りで会話を再開させた。

「我々の仕事は脱走兵の粛清ではない」

　リーナをアンジーと断定した方の男も、その言葉に頷うなずく。

「そうだな。だが取とり敢あえず、本国に報告はしておくべきだろう」

「それについては同意する。ただ茶髪の方がヤツのフィアンセだとすれば、そちらの方が重要だ」

「ああ。アンジーが介入してくる可能性を含めて、作戦を再考する必要があるな」

　男たち──ＵＳＮＡ軍非合法工作部隊イリーガルＭＡＰ・ホースヘッド分隊所属の二人は、それぞれカップの中身を一気に飲み干して椅子から立ち上がった。
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　リーナと一緒に登校した深み雪ゆきはそのまま教室には行かず、生徒会室に向かった。リーナも一緒だ。

　深み雪ゆきがＩＤカードでドアを開けて中に入ると、始業前にも拘かかわらず泉いず美みが入り口に向かって立っていた。デスクの上では端末が開いているから、作業中にドアシステムが読み取ったＩＤカードの情報で深み雪ゆきが入ってくると分かり、立ち上がって出迎えようとしたのだろう。

「おはようございます、深み雪ゆき先……輩？」

　しかし張り切って挨拶したは良いいが、入室したのは別人の顔を持つ少女だった。

「おはよう、泉いず美みちゃん」

　明るい栗くり色いろの髪の少女が、深み雪ゆきとは違う声、同じ口調で挨拶を返す。

　そして、ドアが閉まるや否いなやワインカラーのシュシュを抜き取り、ポニーテールに纏まとめていた髪を解いた。

　変化はすぐに訪れた。

　明るい栗くり色いろの髪が烏からすの濡ぬれ羽ば色いろに。

　淡い茶色の瞳が漆黒に。

　顔立ちが瞬またたきする間に変化し、泉いず美みの愛する「深み雪ゆきお姉様」が出現する。

「深み雪ゆき先輩、さっきのお姿は……」

「煩わしい人たちがいるから」

　目をまん丸にして訊たずねた泉いず美みは、深み雪ゆきの短い回答に「ああ、なる程」という納得の表情を浮かべた。

「泉いず美みちゃんなら言わなくても分かってくれると思うけど」

「はい、無闇に他言はしません」

「ありがとう」

　期待どおりの反応を見せた後輩を、深み雪ゆきが笑顔で労ねぎらう。

　魂がお留守になった泉いず美みの視線を、深み雪ゆきは片手の動きでリーナへと誘導した。

「こちらはアンジェリーナ・クドウ・シールズさん。わたしたちはリーナと呼んでいるわ。わたしが一年生の時の留学生で、明日から三年生に再編入する予定。リーナ、この子は七さえ草ぐさ泉いず美みさん。二年生よ。わたしは泉いず美みちゃんと呼んでいるわ」

　深み雪ゆきの紹介を受けて、泉いず美みがハッと意識を取り戻す。

「七さえ草ぐさ泉いず美みです。シールズ先輩、よろしくお願いします」

「アンジェリーナ・クドウ・シールズよ。よろしくね。ワタシのことはリーナで良いいわ」

　リーナが上級生らしく余裕を見せようとする。それが深み雪ゆきには微笑ほほえましかったが、ここで笑うとリーナが気を悪くするに違いないので顔には出さなかった。

「では、リーナ。教頭先生のところに行きましょうか。泉いず美みちゃん、またね」

「はい！　深み雪ゆき先輩、リーナ先輩、失礼いたします」

　お辞儀をする泉いず美みに見送られて、いつもの姿を取り戻した深み雪ゆきはリーナを連れて職員室に向かった。
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　深み雪ゆきとリーナを送り出した達たつ也やは、自宅マンションの地下にいた。

　調ちよう布ふのマンションの地下には、府ふ中ちゆうの自宅より遥はるかに高性能の機器が調った研究フロアが設けられている。実質的に、達たつ也や一人の為ための研究室だ。四よつ葉ばの本家、分家が達たつ也やにどのような感情を懐いだいていようと、トーラス・シルバーとしての実績、四よつ葉ば家けの財務面への貢献は無視できないものだった。

　達たつ也やはここで、二日間にわたる『仮装行列パレード』の観測結果を魔法学の枠組みに当てはめて科学的に整理しようと試みていた。感覚的に認識するのではなく、理論的に把握することで今までに見えてこなかった『仮装行列パレード』攻略の糸口が摑つかめるのではないかと期待してのことだ。

　しかしコンソールに向かって約一時間、午前九時に予定に無い来客の報しらせを受けて、彼は作業中断を余儀なくされた。

　地下三階の研究フロアから地上二階の応接室へ。そこに待っていたのは藤ふじ林ばやし響きよう子こだった。

「おはようございます。今日は軍服ではないんですね」

「おはよう、達たつ也や君。今日はお休みをいただいているのよ」

　達たつ也やのざっくばらんな挨拶に、藤ふじ林ばやしも友人に対する口調で応えを返す。

「どうぞお掛け下さい。……それでは、藤ふじ林ばやしさんとお呼びするべきでしょうか」

「ええ、そう呼んでもらえると助かるわ」

　ソファに腰を下ろした藤ふじ林ばやしは、軍人としてではなく私人としての用件だという意図を込めて頷うなずいた。彼女の方は最初から『大おお黒ぐろ特尉』ではなく達たつ也やを本名で呼んでいる。

　そのタイミングでノックの音が室内に響いた。達たつ也やの「どうぞ」という声を認識してドアが自動で開く。入ってきたのはワゴンを押した、ロングスカートのワンピースに白いエプロンを着けた若い女性だった。穂ほ波なみや水み波なみとは顔立ちが違うが、何処どことなく似通った雰囲気がある。

　彼女は藤ふじ林ばやしの前に置かれた紅茶を新しいものに替え、達たつ也やの前にコーヒーを置いた。

「藤ふじ林ばやしさん、別の飲み物がよろしければ、交換させますが」

「いえ、これで結構よ。ありがとう」

　最後の一言は給きゆう仕じの女性に向けた言葉だ。

　エプロンの若い女性はニッコリ笑って一礼し、再びワゴンを押して部屋を出て行く。

「彼女、相当の手て練だれね。人材が豊富で羨ましいわ」

　メイドというよりウエイトレスの雰囲気があった女性の後ろ姿がドアの向こう側に消えた後に、藤ふじ林ばやしはそんな呟つぶやきを漏らした。

「あの女性は戦闘要員ではありませんよ。それで、本日のご用件をうかがっても？　藤ふじ林ばやし中尉としてのお越しでないなら昨夜の電話の続き、リーナのことで抗議に来られたのではありませんよね？」

　達たつ也やの問い掛けに、藤ふじ林ばやしは居住まいを正した。

「本日は藤ふじ林ばやし家け当主、藤ふじ林ばやし長なが正まさの代理人として謝罪に参りました」

　藤ふじ林ばやしは言葉遣いを改め、深々と頭を下げる。

「謝罪とは？　心当たりがありませんが」

「藤ふじ林ばやし一族の一人、九く島どう光み宣のるが為なした司し波ば家けに対する無法の数々に対し、当主として謝罪したいと申しております」

「一族と言っても血縁関係は無いはずですが……」

　達たつ也やは当惑気味の口調で藤ふじ林ばやしに問いを返した。

　藤ふじ林ばやし家け当主、藤ふじ林ばやし長なが正まさは藤ふじ林ばやし響きよう子この父親だ。長なが正まさの妻が光み宣のるの父である九く島どう真ま言ことの妹。系図的には光み宣のるは長なが正まさの甥おいに当たるが、義理の兄の息子だ。表向きは長なが正まさとの血のつながりは無い。

　裏の事実で言っても、光み宣のるは九く島どう真ま言ことの精子と長なが正まさの妻である真ま言ことの妹の卵子を人工授精させた受精卵をベースにしており、やはり長なが正まさとの血縁は無い。

　光み宣のるの行為に、九く島どう家けならともかく、藤ふじ林ばやし家けが責任を感じる必要は無いはずだった。

「たとえ血のつながりは無くとも、妻の息子であれば藤ふじ林ばやし家けの一員。当主はそう考えています」

　一瞬「知っていたのか」という驚きが達たつ也やの脳裏を過よぎったが、考えてみれば当たり前のことだ。九く島どう真ま言ことと藤ふじ林ばやし長なが正まさの妻が近親相そう姦かんの不倫を犯したわけではない。卵子を提供しただけだ。長なが正まさも承知の上だったと考える方が自然だと、達たつ也やは思い直した。

「……分かりました。しかし藤ふじ林ばやしさんは、単に謝罪の言葉を伝えに来たのではないのでしょう？　何か他に用件があるのではありませんか？」

「用件というより実質のある──言葉だけではない謝罪です」

「……うかがいましょう」

　達たつ也やは軽く眉を動かして意外感を表明した後、藤ふじ林ばやしの説明を求めた。

「これを」

　藤ふじ林ばやしはハンドバッグの中から大容量ストレージであるソリッドキューブを取り出して、達たつ也やとの間にあるローテーブルに置いた。

「藤ふじ林ばやし家けの、謝罪の印です。お受け取り下さい。中には『仮装行列パレード』の起動式及び運用方法と、東とう亜あ大たい陸りく流古式魔法『蹟せき兵へい八はち陣じん』の詳細を記した文献が記録されています」

　これには達たつ也やも、驚きを禁じ得なかった。

「良いいんですか？　『仮装行列パレード』は九く島どう家けの秘術でしょう」

　藤ふじ林ばやしが微かすかに顔を顰しかめて、軽くため息を吐つく。

「……本来であれば九く島どう家けから差し出させるべきところですが、提供の同意を得るのが精一杯でした」

　九く島どう家けから同格の四葉家に秘術を差し出すのはプライドが許さない。だから、藤ふじ林ばやし家けから司波家に提供する形を取ったということだろう。くだらないとは思うが、理解できる話だった。

「ありがたく頂戴します」

　どのような思惑があるにせよ、『仮装行列パレード』の詳細は九く島どう家けから何とかして入手したいと考えていた知識だ。棚牡丹たなぼたの感はあるが、ありがたく使わせてもらおうと達たつ也やは考えた。

　軽く頭を下げた達たつ也やに、藤ふじ林ばやしは目礼を返す。

「『蹟せき兵へい八はち陣じん』は『鬼き門もん遁とん甲こう』を応用した大規模結界構築の技術です」

　そして彼女は、もう一つの資料について簡単に解説を加えた。

「光み宣のるの隠れ家は、その術で構築されているということですか？」

「私たちはそう考えています」

「至れり尽くせりですね……」

　藤ふじ林ばやしが噓うそを吐ついているのでなければ、達たつ也やが欲ほつした知識が一気に手に入ったことになる。少々都合が良すぎる、と彼でなくても考えたに違いない。

「私たちは達たつ也や君に、光み宣のる君を捕まえて欲しいと期待しているのではないの」

　達たつ也やの疑念を敏感に感じ取った藤ふじ林ばやしが、藤ふじ林ばやし家け当主代理の余よ所そ余よ所そしい仮面を脱いだ。

「父と真ま言こと伯父様は、自分たちの手で光み宣のる君を捕らえるつもりです。達たつ也や君に手を引けと言うつもりはないけど、できれば私たちに任せて欲しい。これが父の本音よ」

「共闘はできないのですか？」

「……父には、達たつ也や君の要望を伝えます」

　達たつ也やに引く気が無いのは、分かり切ったことだった。藤ふじ林ばやしは急ぎ実家に戻って相談すると付け加えて、席を立った。
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　編入試験が始まる前は不安をダダ漏れにしていたリーナだが、午前の記述試験が終了した後はすっきりした顔になっていた。

「どうだった？　って訊きくまでもないみたいね」

「ワタシの実力を以もつてすれば、当然の結果ね」

　反っくり返りすぎて転びそうな勢いだが、試験勉強中にリーナが「落ちたらどうしよう」と自覚の無いまま何度も呟つぶやいていたのを横で聞いていた深み雪ゆきの目には、ただ微笑ほほえましいだけだった。

「まだ実技試験が残っているけど、それこそリーナの実力ならそっちは心配要らないわね」

「……知識の方は不安だったように聞こえるんだけど」

　半眼に開いた目の据わった眼まな差ざし、所謂いわゆる「ジト目」をリーナが深み雪ゆきに向ける。彼女のその反応に、同じテーブルを囲む一同から笑い声が上がった。

　今は昼休みで、ここは一高の学食だ。リーナは制服を着ているので──深み雪ゆきの予備を借りている──咎とがめられることはない。さすがに目立ってはいたが。

　テーブルには同学年の、いつもの顔ぶれが揃そろっていた。リーナが面識を持たなかったのは雫しずくだけだ。当然彼女とは真っ先に自己紹介を交換している。

「リーナなら当然一科生ね。どのクラスになるのかな」

「うちのクラスだと思うよ。人数が一番少ないから」

　エリカの何気ない疑問に、ほのかが深く考えると笑えない答えを返した。

　一番人数が少ない、それは即すなわち、最も多く退学者が出たということだ。二年生へ進級する際、魔工科新設に伴う人数調整が行われているから、三年Ａ組はこの一年で退学した生徒が他のクラスよりも多いということを意味している。

　深み雪ゆき、ほのか、雫しずくと学年トップスリーを独占しているＡ組で最多のドロップアウトが発生しているというのは、皮肉と言うべきか、それともバランスが取れていると言うべきか。おそらく百もも山やま校長にも分からないだろう。

「でもリーナさんが日本に来ているなんて知らなかったです。何時、来日されたんですか？」

　美み月づきの質問に、リーナが軽く引ひき攣つった顔で言葉を詰まらせる。

「柴しば田たさん、それはちょっと……」

「美み月づきぃ。あんたもリーナの事情は知っているでしょう？」

　困惑顔の幹みき比ひ古こと呆あきれ顔がおのエリカが美み月づきをたしなめたのは、リーナが『アンジー・シリウス』であることを知っているからだ。

　彼女たちばかりではない。このテーブルを囲んでいるメンバーは、当時一緒にいなかった雫しずくも含めて、去年の冬のパラサイト事件の全容とリーナが果たした役割を知っていた。

「あっ……ごめんなさい！」

　自分の何気ない質問が実は非常にセンシティブな問題に絡からんでいると気付かされ、美み月づきは慌てて頭を下げる。

「気にしないで。……でもそこはもう、訊きかないでくれると助かるわ」

「もちろんです！」

　勢い良く頷うなずいた美み月づきに、リーナ、幹みき比ひ古こ、エリカは三者三様の表情で息を吐ついた。

「リーナに編入してもらったのは、わたしの都合だけど」

　深み雪ゆきの一言は空気を変えようと意図したものでも引っかき回そうと企たくらんだものでもない。会話の流れに関わりなく、予定していた発言だった。

「どういうこと？」

　深み雪ゆきの注文に応じたのは雫しずくだ。

「うるさく付つき纏まとう人たちがいるから」

「ああ、マスコミ」

「吉きち祥じよう寺じ君の共同開発者発言で、取材熱が再燃したみたいだね」

　エリカ、ほのかのセリフに、深み雪ゆきが「ええ」と頷うなずく。

「達たつ也やが捕まらないから、深み雪ゆきさんの所にまで押し掛けているのか。力尽くで追い返すわけにもいかないだろうし、そりゃ始末に困るよな。国防上の機密にも関わることなんだから、政府の方で規制してくれても良いだろうに」

「ええ、本当に」

　レオの言葉に返す深み雪ゆきの同意は、ため息交じりだった。

「それとリーナの編入と、どう関係が？」

　雫しずくは早速、リーナを愛称で呼んでいる。初対面とは思えない距離感だ。

「リーナは偽装魔法が上手なのよ。姿形を全くの別人に変えられるの」

　雫しずくの疑問に答えたのは、ほのかだった。

「ほのかよりも？」

　ほのかも立体映像を投影することで姿を変える魔法が使える。

「私よりずっと上だよ」

「それはすごい」

「あれ、変えられるのは自分だけじゃなかったんだ」

　エリカの発言は、ほのかと雫しずくの会話に割り込んだのではなく、リーナに向けたものだった。

「どちらかと言うと、他人に掛ける方が楽かな。もちろん、その人が抵抗しなければだけど」

「へぇ……」

「自分に掛ける時は鏡だけじゃチェックできないから」

「なる程。鏡一枚じゃ、背中は見えないもんね」

「そういうこと」

　リーナはエリカが一番話し易やすそうだ。銃と刀で殺し合いを演じた間柄とは思えない。もっともそれを言うなら、リーナと深み雪ゆきは決闘で高等魔法『ムスペルスヘイム』と『ニブルヘイム』までぶつけ合った関係なのだが。『ニブルヘイム』は低体温で無力化するという使い方もできるが、『ムスペルスヘイム』の方は並の相手なら普通は即死、運が良くても瀕ひん死しの重傷だ。

「じゃあ、しばらくは一緒に帰れないね」

　ほのかが深み雪ゆきに訊たずねる。深み雪ゆきは少し申し訳なさそうな表情で頷うなずいた。

「ええ……。マスコミの興味が薄れるまで、当分はリーナと二人で下校するわ」

「あたしたちも近づかないようにするよ。いつもの面めん子つが周りにいると、バレるかもしれないからね」

「ありがとう、エリカ」

　エリカが見せた気遣いに、感謝の眼まな差ざしを向ける深み雪ゆき。

　エリカはそれに、粋いきなウインクで応えた。
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　第一高校だけでなく、魔法科高校九校は今日一斉に授業が再開されている。第三高校も無論、例外ではない。

　だが一いち条じよう将まさ輝きと吉きち祥じよう寺じ真しん紅く郎ろうは、登校していなかった。マスコミの取材攻勢を躱かわす為ためだ。新しい国家公認戦略級魔法師と新戦略級魔法の主開発者に対するマスコミの執着は、達たつ也やや深み雪ゆきに対するものの比ではなかった。

　この状態で登校したら、同級生や下級生に迷惑が掛かる。そう考えた将まさ輝きと吉きち祥じよう寺じは、自主的に一足早く夏休みを取ることにしたのである。

　夏休みと言っても吉きち祥じよう寺じは研究所の仕事、将まさ輝きは小こ松まつ基地で劉麗蕾リウ・リーレイの監視だ。二人ともこれらの仕事があるから、今回は三高の前まえ田だ校長も公休にしてくれている。

　なお将まさ輝きの妹の一いち条じよう茜あかねが通っている私立中学校は、まだ不穏な情勢が解消していないという理由で本当に今日から夏休みだ。正確に言えば、夏休みの十日繰り上げが決定・実施された。

　こうして一いち条じよう家の兄妹きようだいは、小こ松まつ基地で真夏の一日を過ごしていた。




　茜あかねと劉麗蕾リウ・リーレイは順調に親交を深めている。その一方で、将まさ輝きと劉麗蕾リウ・リーレイの護衛隊長の間の感情的な断絶はますます深まっていた。

　今も部屋の中央に置いてあるテーブルで、茜あかねと劉麗蕾リウ・リーレイは仲良く肩を並べている。劉麗蕾リウ・リーレイの前には、茜あかねが中学校で使っている教科書。無論、紙の本ではなくタブレット端末だ。どうやら茜あかねが劉麗蕾リウ・リーレイに、日本の一般常識を教えているようだ。

　その二人を部屋の隅と隅、対角線の端から将まさ輝きと林リン隊長が見ている。将まさ輝き自身も大人げないとは思っているのだが、林リン隊長と今後の方針について相談しようとすると、何時いつの間まにか激しい口論になってしまうのだ。だからといって、何故なぜかお互いに無視することができず、こうして茜あかねと劉麗蕾リウ・リーレイを挟み、部屋の最も遠い位置から睨にらみ合あうような格好になっていた。

　睨にらみ合あうといっても、ずっと相手を監視しているわけではない。無論警戒は怠っていないが、この部屋には林リンの部下もいる代わりに、小こ松まつ基地の兵士もいる。不穏な動きがあれば、まず彼らが対応する。自分はそれに合わせて動けば良い、と将まさ輝きは考えて、今日授業でやっている単元を持ち帰り可能な教科書で──教材によっては持ち帰りが禁止されている物もある──自習していた。

　将まさ輝きは居心地の悪さを覚えていたが、この部屋を出て行くわけにはいかない。彼は茜あかねを父親から任せられているのだ。また劉麗蕾リウ・リーレイ一行に敵対行動が見られたならば、基地の士卒と協同してこれを鎮圧しなければならない。将まさ輝きの選択肢は「我慢」しかなかった。

　将まさ輝きにとって胃が痛い状況に変化が訪れたのは昼食後、十三時のこと。

　劉麗蕾リウ・リーレイ一行が使っている部外者用宿泊棟のロビーに、別の基地から来訪者があったのだ。

　ここは空軍基地。やってきたのは陸軍の士官だった。国防陸軍第一師団遊撃歩兵小隊所属、千ち葉ば修なお次つぐ少尉。小隊所属は臨時の措置らしいが、将まさ輝きにとってはどうでも良いいことだ。それより、彼がもたらした情報こそが重要だった。




　千ち葉ば修なお次つぐは防衛大の学生でありながら、特例として少尉の地位を与えられている。これは彼の実績と、「三メートル以内の近接戦闘であれば世界でも十指に入る」という国際的な名声によるものだ。同盟国の要人警護部隊との共同作戦に組み入れられることが多い為ため、士官の地位を与えられていたのである。

　ところで、修なお次つぐが臨時に所属している『抜刀隊』、遊撃歩兵小隊の隊長は中尉だ。四人いる分隊長は全員が少尉の階級を持っている。

　つまり、修なお次つぐと分隊長の階級は同じだ。

　分隊長の方が先任なので、指揮系統上は分隊長の方が上。そしてここには二人の分隊長が派遣されているが、彼らは基地司令部との調整と、部隊の運用で忙しい。

　その結果、残った隊員の中で最も階級が高い修なお次つぐに、劉麗蕾リウ・リーレイ一行への説明役が回ってきたのだった。

「呂剛虎ルウガンフウが襲ってくるのですか!?」

「密告が真実だという確証はありません。ただ我々は、その可能性ありと判断して出動しております」

　食って掛かる勢いで問い掛けてくる林リン隊長を宥なだめるような仕草と共に、修なお次つぐはそう答えた。彼としては、楽観であるにせよ悲観であるにせよ、いい加減なことは言えない。

　だが彼のあやふやとも取れる物言いは、林リンのお気に召さなかったようだ。

「わざわざ東とう京きようから出動してきたのは、何かを摑つかんでいるからではないのですか」

　確かに抜刀隊が所属する第一師団は東とう京きように本拠地を置いているが、抜刀隊が小こ松まつ基地に派遣されたのは密告メールが彼らの元に届いたからという理由が最も大きい。それに、九く島どう光み宣のるの捕獲よりも大だい亜あ連れん合ごう工作部隊への対処の方が、陸軍としては優先順位が高かった。

　しかしそういう細かな事情は、亡命者に説明すべきことではなかった。

「確証はありません。しかし、備える必要はあります。小官に言えるのは、それだけです」

　やや強い口調で繰り返された修なお次つぐの答えに、林リンは納得していない風ながらも、それ以上は食い下がらなかった。

「安全が確認されるまで、皆さんはこの建物から出ないようにしてください」

「それは何時までですか？」

　修なお次つぐにこう訊たずねたのは、劉麗蕾リウ・リーレイ本人だった。

「現在、警察の助けも借りて呂剛虎ルウガンフウを捜索中です。ヤツでなくても密入国者がいれば、一両日中には発見できるでしょう」

　修なお次つぐがそう告げた瞬間、林リン隊長の目に焦あせりの色のようなものが過よぎった。

　それに気付いたのは、修なお次つぐの横で亡命者たちをさり気なく、しっかりと観察していた摩ま利りだけだった。
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　三日間の休校から開けた初日、しかも夏休みまであと十日で、今年の夏休みは九校戦も無いという気合いの入らない条件が重なっていたが、一高の授業はいつもどおり午後三時半まであった。

　ただ九校戦が中止になっているので、生徒会が遅くまで残って処理しなければならない仕事は無い。日が長い時期でもあり、生徒会役員組も部活組もまだ明るいうちに校舎を出た。

　深み雪ゆきは無事編入試験をパスしたリーナと二人で一足早く駅に向かった。例の茶髪ポニーテール姿で。

　そして残るいつものメンバーは、学校のカフェで待ち合わせをして下校した。最初は達たつ也やと深み雪ゆきを核にして形成されたグループだが、今ではその二人がいなくても行動を共にするようになっている。

　学校と駅のちょうど中間の辺りで、エリカがふと道路に面した喫茶店の二階席を見上げた。「エリカちゃん、どうしたの？」

　エリカの後ろを幹みき比ひ古こと並んで歩いていた美み月づきが、目め敏ざとくその仕草を見付けてエリカに呼び掛けた。

　エリカは振り返って足を緩め、美み月づきに並んだ。

「妙な視線を感じてさ」

「妙な視線？」

　訝いぶかしげ、かつ割と真剣な面持ちで幹みき比ひ古こが訊たずねる。

「ハッキリとは捉えられなかったんだけど、何か、うなじがチリチリするって言うか、背筋がぞわぞわするって言うか……。邪悪、うん、この表現が一番近いかな」

「邪悪な視線？」

「何それ。怖くない？」

　雫しずくとほのかが、嫌けん悪お感かんを含む声を上げる。

「エリカが捉え損なったって言うのかい……？」

　幹みき比ひ古こは「邪悪な」というフレーズよりも、こちらの方が気になったようだ。

「ちょっと気が抜けていたかもね。無警戒だったから、こっちが感度を上げた時には消えてた。あたしの気の所為せいって可能性もあるかな」

「気が抜けてたくらいで、テメエが敵を見失うかぁ？　邪悪な視線って、大方鏡でも目に入ったんだろ」

「黙れ邪気の塊」

　エリカのローキックがレオの足を襲う。

　彼女に足技系格闘技の経験は無いはずなのに、レオは片足を抱えて跳びはねることになった。

「[image: ～][image: ～]っ！　テメエ、靴に何か仕込んでやがるだろ！」

「さあねぇ[image: ～][image: ～]」

「こんの女あまぁっ！」

「何よ、やる気!?」

　今にもエリカに飛び掛からんとするレオと、警棒を伸ばしてそれを迎え撃つ構えのエリカ。

「ちょっと、二人とも!?」

　幹みき比ひ古こが慌ててその間に入った。

「レオ、落ち着いて！　今のは君も言い過ぎだよ」

「エリカちゃん、女の子だから暴力は！　それに、いきなり蹴ったら可哀かわい想そうだよ」

　幹みき比ひ古こがレオを宥なだめる一方、美み月づきがエリカをたしなめる。

　それでこの場は、「邪悪な視線」を含めて有う耶や無む耶やになった。

　ただ一人、ほのかは不安が消えない顔付きで、エリカが目を向けていた窓へ振り返った。
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　話題になった喫茶店の二階席では、男女の二人組が窓から顔を背けていた。

「……見られたか？」

「いや、顔は見られていないと思う。この距離で人相の判別は普通無理だし、魔法を使った気配も無かった」

「だが気配は覚さとられたな」

「ああ。予想以上だ」

　この男女はＵＳＮＡ非合法魔法工作分隊『ホースヘッド』のメンバー。朝に張り込んでいたのとは別のコンビだ。

「アンジーの報告書は、誇張されたものではなかったのか」

「小娘でもシリウスということだろう」

　二人は声を潜めて話している。仮に盗み聞きしようとする者がいても、この二人が使っている台タイ湾ワン諸語の中でもマイナーな言語を理解できる者はいないに違いなかった。

「どうする？」

「最終的には分隊長の判断だが、千ち葉ばの女剣士は避けた方が良いいのではないか」

「ああ。私もそう思う。光みつ井いの方はどうだ」

「あの娘は候補から外す必要も無いだろう。今も気付いた様子は無かった」

「そうだな」

　会話する二人は、去って行くエリカたち一行の背中に、目を向けようとはしなかった。
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　劉麗蕾リウ・リーレイの護衛部隊隊長として一緒に亡命してきた大だい亜あ連れん合ごう軍の林リン少尉の正体は、新ソ連軍の工作員である。敵軍のスパイが組織の要所に紛れ込んでいるというのは、珍しい話ではない。特に地続き、長い国境線で接している国同士では。

　珍しくないから、何処どこの国でもスパイの潜入には注意を怠っていない。大だい亜あ連れん合ごう軍も最高レベルの警戒を払っていた。国家公認戦略級魔法師・劉麗蕾リウ・リーレイの護衛を選ぶに当たっては、自白剤を使い洗脳を施し、有望な女性軍人を何人も人格破壊に追い込んでまで徹底的に検査している。

　だがスパイを送り込む方も、それは計算に入れている。諜ちよう報ほうと防ぼう諜ちようは常にいたちごっこだ。そしてこのケースでは、新ソ連の方が上手だったというに過ぎない。具体的には林リン少尉の特殊能力が、大だい亜あ連れん合ごう軍のスパイ対策よりも強力だったということになる。

　彼女の能力は催眠術。意識操作の魔法ではない、単なる催眠術だ。この魔法に比べればありふれた技術が特殊能力と呼べるのは、その技術レベルが異常に高いからである。

　林リンの催眠術は、意識操作の魔法に遜色がない深さで被術者の心に食い込む。自他を問わず、自白剤の強制力すらはねのける程に。彼女は自己催眠によって大だい亜あ連れん合ごう軍の意識検査をパスしていた。

　彼女の技が魔法だったなら、大だい亜あ連れん合ごう軍は細工に気が付いたに違いない。敵魔法師の侵入は、国家に限らずあらゆる武装勢力が最大限に警戒している。林リンが低レベルとはいえ魔法師だから余計に、大だい亜あ連れん合ごう軍は魔法以外の偽装手段に気付けなかった。

　魔法ではない催眠術のメリットはもう一つある。魔法に対する耐性とは無関係という点だ。

　劉麗蕾リウ・リーレイ一行が使っている宿舎には、魔法師の警備員が付いている。国家公認戦略級魔法師とその護衛部隊の監視役だ。魔法による攻撃力よりも対魔法防御力、精神干渉系魔法に対する耐性を優先して選抜されていた。

　だから、林リンの術が魔法によるものなら通用しなかったかもしれないし、そうでなくても早い段階で露見していたかもしれない。

「基地の中ではどうしても手に入らない物があって……。ほんの一時間程で良いいんです。外出許可をいただけませんか？」

　劉麗蕾リウ・リーレイが一いち条じよう茜あかねと一緒に早めのお風ふ呂ろを使っている時間に、宿泊棟の警備を担当していた兵士は林リン隊長からそのような申し出を受けた。

　二人の兵士は困惑に顔を見合わせる。買いたい物とは何かと林リンに訊たずねると、大だい亜あ連れん合ごうの女性にとって必須の物だと言う。

　自分たちが代わりに買いに行くと兵士の一人が申し出たところ、「恥ずかしいから」と断られた。そう言われてしまえば、それ以上の押し問答は何故なぜか憚はばかられた。

　もう一人の兵士が「何故なぜこんな時間から」と質問すれば、「劉麗蕾リウ・リーレイ少尉が入浴している最中なら一いち条じよう将まさ輝きに無理矢理連れ去られる心配は無い」と返す。兵士は二人ともその答えに何故なぜか納得してしまった。

　結局、監視の兵士は自分たちが店の前まで同行することを条件に林リンの外出を許可してしまう。基地司令部に許可を取ることもなく。

　小こ松まつ基地のゲート係員は、呂剛虎ルウガンフウの襲撃に備えて外部からの侵入者に対する警戒態勢を強化し、劉麗蕾の保護に神経を尖とがらせていた。だからなのか、林リンが基地ゲートから外に出ても監視の兵士が同行しているからという理由で、それ以上の注意は払われなかった。

　基地の将兵、スタッフにとっては、戦略級魔法師・劉麗蕾リウ・リーレイのオマケなど然さして気にする価値が無いというのが本音だったのだ。




　摩ま利りがすれ違ったオープントップ車に訝いぶかしさを覚えたのは、先程修なお次つぐが行ったブリーフィングの際に一瞬だけ林リンの目を過よぎった焦燥感が気になっていたからだ。

「シュウ」

　摩ま利りが、一緒に街を捜索中の修なお次つぐに声を掛ける。

「何か見付けたのかい？」

　彼女の隣で目立たぬように物陰へ目を配っていた修なお次つぐが、摩ま利りへと振り返った。

「今、林リン少尉が乗る車とすれ違った」

　摩ま利りの言葉に、修なお次つぐが眉を顰ひそめる。

「劉リウ少尉の護衛隊長の？　外出は控えるよう言っておいたはずだけど……」

　見間違いではないのか？　とは、修なお次つぐは問わなかった。この辺り、彼は摩ま利りを信頼している。──甘い、のかもしれないが。

「監視の兵士二名と一緒だった」

「それなら基地から出られたのも不思議じゃないけど……」

「いや、おかしいだろう。この情勢で亡命者に外出許可が下りるのは、常識的にあり得ない」

「……うん、確かにそうだね」

　修なお次つぐは慎重な態度ながら、摩ま利りの言い分を認めた。

「密入国工作員に関する重要な手掛かりが林リン隊長から得られたのか、あるいは……監視の兵が何らかの手段で操られているのか」

「意識操作の魔法か？」

　修なお次つぐの推測に、摩ま利りが顔色を変えて問い返す。意識操作魔法の遣い手が自陣内部に潜り込んでいるというのは、極めて質たちの悪い悪夢だ。時間と手間と資金を費やさなくても、敵は裏切り者を量産できる。

「いや、魔法なら対策は打ってあるだろうし、基地内で魔法が使われればすぐに分かる」

「……そうか。そう言えばそうだな」

「安心するのは早いよ、摩ま利り」

　軽く安あん堵どの息を吐ついた摩ま利りに対して、修なお次つぐの表情はむしろ厳しさを増していた。

「意識操作の魔法を使わなくても、他人を操ることは可能だ。君にもできるだろう？」

　摩ま利りがハッと目を見張る。修なお次つぐが言うとおり、摩ま利りには無害とされている合法な香料を気流操作で混ぜ合わせて、その匂いで意思の自由を奪う技術がある。

「林リン少尉は、魔法以外の手段で監視の兵を操っているのかもしれない」

「例えば、ドラッグか？」

「いや、基地に薬物の持ち込みは難しいだろう。林リン少尉は女性だ。怪しまれないとすれば……例えば、宝石を使った催眠術」

「催眠術で他人の意思を思いのままにするなんて、本当にできることなのか？」

　自身の技術に鑑かんがみて、摩ま利りが疑問を呈する。彼女の「調合」技術では、意思の抵抗力を引き下げることはできても、相手を完全に意のままとすることはできない。

「僕も催眠術には詳しくないから、この答えが正しいとは限らないけど……他人の自我を完全に乗っ取っるのは無理でも、意思を少しだけ自分の望む方向にねじ曲げるのは不可能じゃないと思う」

「意思をねじ曲げる？　思考を誘導するということか？」

「思考誘導か」

　摩ま利りの言い換えに、修なお次つぐは「それだ」とばかり頷うなずいた。

「その言い方の方が適切だという気がする。催眠術とかに関係無く、意見が対立している相手を説得しようとする場合を考えてみれば良い。そういう時、僕たちは自分の目的を達成する為ため、相手が受うけ容いれられそうな理屈を言葉で説くだろう？　そうして同意の言葉を言わせることで、相手の意識をこちらが望む方向へ誘導していくわけだ」

「つまり……こういうことか？　催眠術でも、相手が絶対に受うけ容いれられないことを強制はできない。だが可能性が少しでもあることなら、言葉で説き伏せるよりも強力に、相手に信じ込ませることができる。相手にそう思わせ、行動させることができる」

「僕はそう考える。その程度でも、監視兵を騙だまして基地の外へ出ることは可能だ」

「──理屈は分かった」

　摩ま利りはほんの短い時間で考えを纏まとめて、修なお次つぐの顔を見上げた。

「仮に監視が操られているのだとしたら一大事だぞ、シュウ」

「ああ。悠長に会話している場合じゃなかったな」

　修なお次つぐはそれでも慌てず、軍用携帯端末を胸ポケットから取り出した。

「シュウ、何を？」

「亡命者の監視は通常の任務とは別カテゴリーの、特殊任務だ」

　携帯端末に指でコマンドを書き込みながら──加圧センサーでも静電容量センサーでもなく、光学インターフェイスによる肉筆文字認識を軍用端末は採用している──修なお次つぐは摩ま利りの質問に答える。

「任務の性質から考えて、彼らの車両は現在位置が検索しやすくなっているはずだ。……よし、見付けた。摩ま利り、呂剛虎ルウガンフウの捜索は中断だ。林リン少尉の所へ行くぞ」

「分かった」

　修なお次つぐと摩ま利りは高速走行の魔法を自分に掛けて走り出した。
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　林リンが護衛──実は監視──に連れて行ってもらったのは、基地から車で十分程の所にある香ホン港コン資本の薬局チェーン店だった。

　前さきの大戦以来、日本と大だい亜あ連れん合ごうの間に正式な国交は結ばれていない。だが民間レベルでは経済交流があり、企業が相互進出を果たしている。

　林リンは「ここで待っていてください」と二人の監視兵に告げて、店内に入っていった。薬局は通りに面してガラス張りとなっており、車道からでも中の様子がよく見える。監視の兵士は外から目が届くカウンターより奥に行かないという条件で、林リン少尉の単独行動を許した。

　林リンがカウンターの前に立つと、三十過ぎと見える女性店員が応対に現れた。黒髪黒目、日本人と言っても違和感は無い。だがそんなものは大だい亜あ連れん合ごう相手でも新ソ連相手でも、当てにはならない。

「黄砂が気になるのだけど」

　林リンが広カン東トン語ごで店員に話し掛ける。これは暗号だ。内容は「大だい亜あ連れん合ごうの武力攻撃の恐れあり」。

「そうですか？　最も激しい時期は過ぎていると思いますが」

　対する店員の答えも、無論暗号だ。これは「大規模な軍事行動は観測されていない」。

「細かい黄砂が近くまで押し寄せてきているような気がするのよ（小規模な部隊が迫っている可能性が高い）」

「では検査薬をお出ししましょうか？（諜ちよう報ほう部隊に探らせてみるか？）」

　この会話から分かるとおり、店員は新ソ連の連絡員だった。

「いえ、症状が出る前に塗り薬を処方していただきたいのだけど」

　林リンの「調査ではなく、対抗部隊を出動させて欲しい」というリクエストに、店員は「かしこまりました」と硬い声で答えた。

「……何処どこかお加減でも？」

　そう言えばカウンターに出てきた時から様子が少しおかしかった──そう思った林リンは「イレギュラーな事態が発生したのではないか？」という意味でそう訊たずねる。

「林リン少尉」

　返答は、背後からやってきた。

　背後の、頭上から降ってきた声に、林リンは狼ろう狽ばいを露あらわにして振り返る。

「呂ルウ上尉！」

　林リンが悲鳴交じりに叫ぶ。彼女はそれ以上、何も言えなかった。

　呂剛虎ルウガンフウの巨大な手が林リンの首を摑つかみ、それ以上声を上げさせなかった。

「ご苦労だったな。もう良いいぞ」

　呂剛虎ルウガンフウのこのセリフは、新ソ連のエージェントである店員に掛けたもの。

　女性エージェントは足をもつれさせながら店の奥へと引っ込んだ。

　それを見て、林リンは覚さとった。あのエージェントは、既に呂剛虎ルウガンフウに屈していたのだと。拷問でも受けたのだろう。呂剛虎ルウガンフウの技量ならば、外傷一つ残さず死を望む程の苦痛を与えることができる。苦痛は悪夢となり、反抗の意思を永続的に奪う。

　呂剛虎ルウガンフウがニヤリと笑った。

　林リンの心を絶望が覆う。エージェントを襲った災禍は、そのまま自分の未来ではないだろうか。

　いや、拷問だけでは済まない。自分の場合は、最後に命を奪われるだろう──。

　林リンは一いち縷るの望みを持って、外の監視兵へ目を向けた。彼らが呂剛虎ルウガンフウに敵かなうとは思えない。だが、わずかでも自分が逃げ出す為ための隙を作ってくれないだろうか、と。

　二人の日本兵はオープントップ車のシートの上で俯うつむいていた。居眠りしているようにも見えるが、あれは既に死んでいる。林リンはそれを、直感的に覚さとった。

「裏切り者、林衣衣リン・イーイー」

　呂剛虎ルウガンフウが林リン少尉を階級無しのフルネームで呼ぶ。彼女たちの古い文化では、姓や字あざなではなく実名を呼ぶことは相手に対する軽視、または敵視を表す。

「劉麗蕾リウ・リーレイに助けを求めろ」

　呂剛虎ルウガンフウはそう告げて、林リンの首を摑つかむ手の力を少し緩めた。

　林リンは咳せき込こみながら、呂剛虎ルウガンフウの狙いが何かを考える。

　劉麗蕾リウ・リーレイをここまでおびき出して暗殺する、などという単純な企たくらみとは思えない。そもそも日本軍が劉麗蕾リウ・リーレイの外出を許すはずがない。

　新ソ連のスパイとしての林リンの役目は、劉麗蕾リウ・リーレイを日本に亡命させて開戦の口実を作ることだった。その任務は既に果たされている。極論すれば林リンは新ソ連にとって用済みであり、助けの手を差し伸べる価値は無い。

　価値が無いという点では、日本軍にとってもそうだ。亡命者が殺害されるというのは不名誉なことかもしれないが、日本政府にとって自分は劉麗蕾リウ・リーレイのオマケに過ぎない。それを林リンはしっかりと認識している。

　──自分が助けを求めても、日本軍は劉麗蕾リウ・リーレイを危険に曝さらす真似まねはしない。

　──それは呂剛虎ルウガンフウにも分かっているはずだ。

　彼女の迷いを知ってか知らずか、呂剛虎ルウガンフウは空いている方の手で林リンの身体からだを遠慮無くまさぐり、携帯端末をポケットから抜き出して林リンに突き付けた。

「お前に選択権は無い」

　呂剛虎ルウガンフウに、分かり切っていた事実を告げられる。

　林リンは言われたとおり、基地に残した部下へ通じる回線を開いた。
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　小こ松まつ基地は大混乱に陥っていた。

「どうして林リン少尉が基地の外に出ている!?」

　そんな怒号があちこちで飛び交う。

「呂剛虎ルウガンフウが市街地の店舗に立てこもっているだと!?」

「ヤツが暴れ出したら、市民の被害は避けられないぞ！　横よこ浜はまの二の舞だ！」

　そんな叫び声もあちらこちらで交わされる。

「何故なぜ呂剛虎ルウガンフウはそんな所に姿を見せた!?　幾ら『人喰い虎』でも袋のネズミじゃないか!?」

　中でも、そう訝いぶかしむ声が最も多かった。

　林リン少尉が呂剛虎ルウガンフウに、人質に取られている。小こ松まつ基地幹部の一部には、劉麗蕾リウ・リーレイにこの事実を教えるべきではないという意見もあった。だが人質の林リン少尉が呂剛虎ルウガンフウに殺されれば、今日の内に分かってしまうことだ。

　そして、そうなる可能性が高い。その時、情報を伏せていた所為せいで日本軍に対する劉麗蕾リウ・リーレイの感情悪化につながること、想像に難かたくない。結果的に基地司令の決断により、劉麗蕾リウ・リーレイにも林リン少尉が陥っている事態が伝えられた。

「行かせてください！」

　劉麗蕾リウ・リーレイは日本軍の護衛（監視）兵にそう訴えた。それは、予想されたとおりの反応だった。

「許可できません。貴女あなたの身柄は、我が軍の保護下にあります」

　そして基地の護衛責任者がこう答えるのも、当然だった。

「でも私が行かないと林リン姐ジエが！」

　劉麗蕾リウ・リーレイが平常心を失っていることは、日本の軍人に対して「林リン姐ジエ」という彼女たちの間でしか通用しない呼称を使用したことからも分かる。現に、何人かの基地の士卒は「林リン姐ジエとは誰のことだ」と首を捻ひねっていた。

「劉リウ少尉、貴女あなたが行っても林リン少尉が解放される可能性は小さい。貴女あなたが出て行けばむしろ、用済みとして殺される時期が早まるだけです」

　だがこの理屈が理解できない程までは、劉麗蕾リウ・リーレイは判断力を失っていなかった。

「じゃあ、どうすれば……！」

　彼女は救いを求めるように辺りを見回す。

　しかし、彼女の眼まな差ざしに応えた者はいない。応えられた軍人も魔法師もいなかった。

「……兄さん、何とかならない？」

　今にも泣き出しそうな顔で俯うつむいた劉麗蕾リウ・リーレイの姿に、茜あかねが自分まで泣き出しそうな声で将まさ輝きに訊たずねる。

　茜あかねの声に、劉麗蕾リウ・リーレイの姿に、将まさ輝きも心が動かないわけではなかった。

「すまない、茜あかね」

　だが、安請け合いはできなかった。

「ヤツが何故なぜこの基地ではなく市街地の薬局に現れたのか、林リン隊長を人質に取った狙いが何なのか、俺には見当が付かない。だが、これだけは分かる。呂剛虎ルウガンフウの最終的な狙いは劉リウ少尉だ。ならば劉リウ少尉を基地の外に出すなど論外だし、俺はここを離れるわけにはいかない」

「…………」

　将まさ輝きを見上げたまま、茜あかねが言葉を失う。

　将まさ輝きは奥歯を嚙かみ締しめて、茜あかねの眼まな差ざしから目を逸そらした。

　ジレンマが、この場を覆う。

　将まさ輝きが指摘したとおり、呂剛虎ルウガンフウの最終目的が劉麗蕾リウ・リーレイの暗殺にあるのは火を見るより明らかだ。

　しかし、だからといって林リン少尉を見殺しにすることも、日本軍としてはできない。彼らはまだ、林リン少尉が新ソ連のスパイであることを知らない。日本にとっては、林リン少尉も保護すべき亡命者だ。

　また、林リン少尉につけた護衛兼監視が既に絶命している事実も、メディカルモニターを通して分かっている。状況から見て呂剛虎ルウガンフウ、あるいはその部下の手に掛かったのは明白。治安の観点からも面めん子つの観点からも、呂剛虎ルウガンフウは放置できない相手だ。

　問題は、どの程度の人数を派遣するか。

　今から派遣して、呂剛虎ルウガンフウを捕捉できるのか。

　一つの可能性として、呂剛虎ルウガンフウは自分を囮おとりにして外部からの侵入者に対する基地の兵力を削ろうとしているのかもしれない。それを警戒したら、呂剛虎ルウガンフウに多くの人数は避けない。だが相手は白兵戦世界最強の一角と呼ばれている戦闘魔法師だ。しかも『鋼気功ガンシゴン』という銃撃を撥はね返してしまう魔法技術の持ち主。少人数で仕留められる相手ではない。

　少数ではダメ、だからといって大人数を動員するには不安要素が大きい。

　この身動きが取れない状況を解決したのは、偶然がもたらした配役の妙だった。
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　修なお次つぐと摩ま利りが件くだんの薬局に到着したのは、林リンが呂剛虎ルウガンフウに捕まってから五分余りが経過した時点だった。

　事件のことは、市民には伏せられている。警察の手で理由を適当に誤魔化した、この一帯の立ち入り規制が行われているだけだ。

　警察は軍服を着ている修なお次つぐと摩ま利りを足止めしなかった。

　高速走行の魔法を使用中だった二人は、人質事件の発生を報しらせる通信文を見ていなかった。

　現場の薬局前に到着した摩ま利りは、林リンの所在を探して店内に呂剛虎ルウガンフウの姿を認めた。

　呂剛虎ルウガンフウもまた、店の前にいる摩ま利りに気付いた。

　建物の中から轟とどろく咆ほう吼こう。呂剛虎ルウガンフウの雄お叫たけびだ。

　店の窓から呂剛虎ルウガンフウが林リンの身体からだを投げ捨てたのが見えたが、摩ま利りに彼女を気遣う余裕は無かった。

　その窓を突き破って、呂剛虎ルウガンフウが飛び出してくる。

　短絡的に見えて、その鋭い先制攻撃に、摩ま利りは防御態勢を取る間も無く打ち斃たおされるかに見えた。

「シュウ!?」

　だが摩ま利りの身体からだに呂剛虎ルウガンフウの拳が届く瞬前、修なお次つぐの振り下ろす刃がその攻撃を止めた。

　修なお次つぐの『圧へし斬きり』と呂剛虎ルウガンフウの『鋼気功ガンシゴン』がぶつかり合い、肉眼に見えない火花を散らす。

「また会ったな、幻刀鬼フアダオクアイ……千ち葉ば修なお次つぐ！」

「人喰い虎……呂剛虎ルウガンフウ！　今日こそ決着をつける！」

「望むところよ！」

　共に白兵戦では世界最強クラスの魔法師と謳うたわれる千ち葉ば修なお次つぐと呂剛虎ルウガンフウ。

　ここにいきなり、剣鬼と狂虎の一騎打ちが始まった。




　摩ま利りは呂剛虎ルウガンフウの急襲に一瞬、死を覚悟した。

　その危機から自分を救ってくれた恋人の雄姿に、彼女はしばし心を奪われていた。

　大木を薙なぎ倒たおし山を崩す、嵐のような呂剛虎ルウガンフウの剛拳。

　それをいなすのではなく、断ち切るかの如ごとき修なお次つぐの鋭い刃。

　修なお次つぐは呂剛虎ルウガンフウの「剛」に対し、「柔」で立ち向かうのではなく「鋭」で対抗していた。

　恋人の剣理を極めた鮮烈な技に、摩ま利りの目は釘くぎ付づけだった。

　だが二人の攻防が十合を数えた所で彼女はハッと我を取り戻し、慌てて状況の把握に努める。

　彼女はまず、林リンを乗せてきたオープントップ車に駆け寄った。

「クッ……死んでいるか」

　そして護衛兼監視兵が二人とも事切れているのを確認する。

　摩ま利りは呂剛虎ルウガンフウが飛び出してきた薬局の中に踏み込んだ。

　呂剛虎ルウガンフウにそれを阻はばむ余裕は無い。

　修なお次つぐと呂剛虎ルウガンフウの戦いは全くの互角だったが、残念ながら摩ま利りが横から手を出せるレベルの死合いではなかった。

　摩ま利りが店舗内に侵入したのと同時に、サプレッサーで減衰した銃声が鳴った。

　彼女が狙われたのではない。撃たれたのは床に転がっていた林リン少尉。銃を構えているのは、見知らぬ女だった。

　その女、ここの店員を隠かくれ蓑みのにした新ソ連のエージェントが、摩ま利りに銃を向ける。

　しかしその引き金が引かれるより早く、摩ま利りの三節刀が銃を握る手の甲を切り裂いた。

　女の手から銃が落ちる。

　その時には、摩ま利りはエージェントのすぐ横まで間合いを詰めていた。

　摩ま利りの右手には三節刀。女エージェントに向かって動いたのは、指の股に三本の金属製シリンダー容器を挟んだ彼女の左手。

　容器からぶちまけられた香気を、摩ま利りは気流操作の魔法で女の鼻び腔こうに送り込んだ。

　途端に、女の目から意志の光が抜け落ちる。

　崩れ落ちそうになる女エージェントの身体からだに手を貸して、摩ま利りは床に座らせた。

 「匂い」が効いているのを確認して、摩ま利りは林リンの傍かたわらに片膝を突いた。

　林リンは既に死んでいた。銃弾が急所に血の穴を穿うがっているから、即死だったのだろう。

　建物の外で続いている修なお次つぐと呂剛虎ルウガンフウの戦いも気になったが、摩ま利りは先に、林リンを射殺した女の訊じん問もんを行うことにした。




　呂剛虎ルウガンフウと千ち葉ば修なお次つぐの戦いは、全くの互角だった。

　全てを薙なぎ倒たおす剛拳で相手をねじ伏せる戦い方は、いつもの呂剛虎ルウガンフウのもの。

　それに対して鋭い剣けん閃せんで呂剛虎ルウガンフウの拳勢を斬り落とす千ち葉ば修なお次つぐの戦い方は『幻刀鬼フアダオクアイ』あるいは『イリュージョン・ブレード』の異名を取る、修なお次つぐが多用するスタイルではなかった。

　慣性制御魔法を使った、完全な停止からタイムラグ無しのトップスピード、そして減速無しの完全停止。この繰り返しで間合いを幻惑するのが、修なお次つぐの得意とする戦法だ。

　だが今日の修なお次つぐの戦い方は、力ではなく鋭さでという違いはあるものの、全てを、相手の攻撃すらも断ち切る剛の剣。

　予備動作を巧妙に隠し、立ち会っている相手ばかりか傍はたで観察している者にも次の動きを覚さとらせない「天才の剣」は健在だ。だが緩と急の使い分けで相手を惑わせ疑心暗鬼の自滅に追い込む「幻の剣」は、敢あえて使っていないように見える。何が何でも相手を、呂剛虎ルウガンフウを斬り伏せるという焦あせりすらも見え隠れしている、そんな印象の戦い振りだ。

　だが本当に焦あせりを抱えていたのは、呂剛虎ルウガンフウの方だった。

　修なお次つぐがここに来たのは、直接的には不審な行動を見せた林リン少尉を追い掛けてのことだ。

　だが彼は元々、呂剛虎ルウガンフウ捜索の任務で小こ松まつの市中を歩き回っていた。

　呂剛虎ルウガンフウを探して、呂剛虎ルウガンフウに遭遇した。この戦いは謂いわば任務の延長線上にあるもの。そして小こ松まつへの出動が決まった時から、修なお次つぐは呂剛虎ルウガンフウとの決着を心中に期していた。

　それに対して呂剛虎ルウガンフウは、修なお次つぐとの戦闘を全く想定していなかった。彼の任務はあくまでも、戦略級魔法師・劉麗蕾リウ・リーレイが日本の手に渡るのを阻止すること。『霹へき靂れき塔とう』が日本軍の武器にならないよう処分することだ。

　呂剛虎ルウガンフウが摩ま利りに襲い掛かったのは、横よこ浜はまでやられた自身の復ふつ仇きゆう目的ではない。単に目撃者を消す為ためだった。彼にも自分と並び称される『イリュージョン・ブレード』と雌雄を決する欲が無かったとは言えない。だがそれよりも明確に、任務が優先された。

　千ち葉ば修なお次つぐと呂剛虎ルウガンフウ、両雄の戦闘力は全くの互角。それは横浜事変の前ぜん哨しよう戦せんでも明らかになっていた。あの時から修なお次つぐはさらに技量を向上させていたが、全く同じだけ呂剛虎ルウガンフウも力を増していた。

　だからこの戦いの勝敗を分けたものは紙一重。この戦いを本来の目的とするか、しないか。ただそれだけの、心構えの違いにあったと思われる。

　呂剛虎ルウガンフウの縦拳打ち下ろしを、横に振られた修なお次つぐの刀が切り払う。

　呂剛虎ルウガンフウの腕は切れず、その拳は修なお次つぐに届かない。

　その代償として、修なお次つぐの両足は地面をしっかりと踏みしめていた。

　修なお次つぐの足が居着く。

　好機と判断した呂剛虎ルウガンフウが大技を繰り出す。

　押し潰すような双掌打。戦車の前面装甲すら突き破る『鋼気功ガンシゴン』を併用した虎形拳。

　この一撃に見舞われたなら、修なお次つぐの胴体はゼロ距離でダイナマイトの爆発に曝さらされたように破裂していたことだろう。

　だがその打撃は、ほんの少しの差で、修なお次つぐに届かなかった。

　呂剛虎ルウガンフウが間合いを読み違えたのではない。

　修なお次つぐがわずか半歩の慣性制御を発動したのだ。

　彼は「幻の剣」を自ら捨てていたのではなかった。この技を、相手の意識から隠していたのだった。

 「幻の剣イリユージヨン・ブレード」の技術を幻と、ここには無いものと錯覚させる。これぞ真の「幻」の剣技。

　修なお次つぐの突きが、呂剛虎ルウガンフウの胸に伸びる。

　その刃を呂剛虎ルウガンフウは、両手で挟み取った。

　途中で四分の一回転した刀身は、呂剛虎ルウガンフウの右みぎ掌てのひらに食い込んだ。

　だが刀の峰をしっかり摑つかんだ呂剛虎ルウガンフウの左手が、胸に突き立つ寸前の切っ先を止めた。

　呂剛虎ルウガンフウがニヤリと笑う。彼の右手は死んだも同然、左手は塞がっているが、まだ両足は健在だ。刀を摑つかみ止められた修なお次つぐは、呂剛虎ルウガンフウの蹴りを躱かわせる体勢にない。

　しかし、何時まで経たっても呂剛虎ルウガンフウの蹴りが放たれることはなかった。

　修なお次つぐがフッと息を吐はき、柄から両手を離す。

　呂剛虎ルウガンフウの身体からだは、修なお次つぐの刀を摑つかんだままゆっくりと崩れ落ちた。

　仰向けに倒れ、刀を手放す。

　それを見届けて、修なお次つぐは残心を解いた。

「……裏の秘剣、突つき陰かげ」

　修なお次つぐの口から、技の成じよう就じゆを確かめるように呟つぶやきが漏れる。

　研ぎ澄ませた想子サイオンの刃による刺突。意識にではなく、肉体の想子サイオン情報体「魄はく」に「心臓を貫かれた」と錯覚させる技。

　錯覚により心臓を止める、無系統魔法の秘剣。

　修なお次つぐのこめかみから一筋の汗が流れ落ち、彼は力尽きたように片膝を突いた。
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　呂剛虎ルウガンフウ撃破の報しらせは、基地に帰投した摩ま利りから直接、将まさ輝きたちにもたらされた。

　しかし彼らは、少なくとも劉麗蕾リウ・リーレイはその報しらせを喜ぶことができなかった。

「林リン姐ジエが……死んだ？」

　唇を震わせながら、劉麗蕾リウ・リーレイが呟つぶやく。

「新ソ連軍に内通していて……新ソ連のエージェントに仲間割れで殺された……？」

「はい」

「噓うそです！」

　頷うなずく摩ま利りに、劉麗蕾リウ・リーレイが食って掛かる。

「そんなの、新ソ連エージェントのでまかせに決まっています！」

　血相を変えている劉麗蕾リウ・リーレイに対して、摩ま利りは落ち着いた──感情を押し殺した顔で応じる。

「この戦争において林リン少尉、コードネーム『タイガ』に与えられていた使命は劉リウ少尉を日本に亡命させ、対日開戦の口実を作ることでした。小官が訊じん問もんしたエージェント、サーシャ・フーはそう白状しています」

「デタラメです！」

「劉リウ少尉、おかしいとは思いませんでしたか？　貴官がヴォズドヴィデンカから脱出した際、新ソ連の対応は極めて鈍いものでした。当時、ウラジオストクのすぐ北には極東軍が布陣していましたが、彼らが追跡機を出したのは自分たちの頭上を通過された後でした。普通ならあり得ないことです。既に勝敗は決していたとはいえ、大だい亜あ連れん合ごう軍は武装解除されていたわけではありません。少尉が脱出に使われた小型ジェットが爆撃機だったなら、新ソ連極東軍は大きな損害を被こうむっていました」

「それは……」

「極東軍が対空監視を怠っていたはずはありません」

　劉麗蕾リウ・リーレイの反論が途絶えたのは、彼女自身「おかしい」と思っていたからだろう。

「小官は、少尉ご自身の潔白を疑ってはおりません。少尉は利用されただけ。サーシャ・フーもそう話しています」

「林リン姐ジエが私を利用しただなんて……」

　愕がく然ぜんとした声で呟つぶやく劉麗蕾リウ・リーレイの前で、摩ま利りも眉を顰ひそめていた。こんな子供を戦争の駒として利用した林衣衣リン・イーイーに、新ソ連に、そして彼女を戦略級魔法師に祭り上げた大だい亜あ連れん合ごうに対しても、摩ま利りはやるせない憤いきどおりを覚えていた。

「ただ林リン少尉の部下は、訊じん問もんさせていただきます。中に新ソ連のスパイが潜んでいないと判明するまで、彼女たちとは接触できません」

「待ってください！」

　声を上げたのは劉麗蕾リウ・リーレイではなく、将まさ輝きだった。

「劉リウ少尉はまだ十四歳の女の子ですよ。それなのに亡命してきた異国の地で、同胞と切り離されるなんて……。そのサーシャ・フーとかいうエージェントの訊じん問もんで誰がスパイなのか分かっているんでしょう？　全員と隔離する必要は無いはずです！」

「将まさ輝きさん……？」

　将まさ輝きの名を呆気あつけにとられた表情で呟つぶやく劉麗蕾リウ・リーレイ。

　将まさ輝きの抗議は彼女にとって思いもしない、意外なものだった。

　彼は自分の身柄を自宅に引き取りたがっていた。自分と「林リン姐ジエ」を引き離したがっていたはずだ。──そんな疑問が、劉麗蕾リウ・リーレイの心の中で渦巻いた。

「サーシャ・フーが知っていたスパイは林リン少尉だけです」

「だったら！」

　語調を強める将まさ輝きに、摩ま利りは小さくため息を吐ついた。

「一いち条じよう君。君の言い分は理解できる。だがこれは必要な措置だ。そんなことが分からない君ではあるまい」

「──っ」

　将まさ輝きと摩ま利りは、個人的な知り合いではない。だが学校は違えど魔法科高校という括くくりでは、互いに有名な先輩と後輩だ。

　軍人としてではなく先輩として話し掛けた摩ま利りの言葉は、将まさ輝きの頭を冷やすには十分な効果を有していた。

「幸い劉リウ少尉は日本語が堪たん能のうだ。君たちが話し相手になってやって欲しい。──それでは劉リウ少尉、小官はこれで失礼します」

　摩ま利りは劉麗蕾リウ・リーレイに敬礼して、彼女たちの前から去った。




「レイちゃん……」

　悄しよう然ぜんと立ち尽くす劉麗蕾リウ・リーレイに、茜あかねが声を掛ける。

「とにかく、座ろう？」

　劉麗蕾リウ・リーレイは茜あかねの手を振り払わなかった。

　しかし茜あかねの方も、次に何と言えば良いのか分からなかった。

　三人掛けのソファに並んで座る十四歳の少女。

　大人たちは何と慰めて良いのか分からない。

　劉麗蕾リウ・リーレイに声を掛けたのは、将まさ輝きだった。

「劉リウ少尉、俺は林リン少尉が貴女を裏切ったとは思いません」

「将まさ輝きさん？」

「兄さん？」

　劉麗蕾リウ・リーレイと茜あかねが同時に顔を上げる。

　二人が向ける迷子のような眼まな差ざしに、将まさ輝きは怯ひるまずにいられない。だが彼は己おのれを鼓舞して、用意していたセリフを続けた。

「わずか一週間足らずの期間でしたが、俺は林リン少尉と何度も衝突してしまいました。彼女とは最後まで意見が合わなかった。俺は彼女と、理解し合えませんでした」

　将まさ輝きが一度、言葉を切って息を吸う。

「ですが、林リン少尉が劉リウ少尉を本気で心配しているということだけは、理解できたつもりです」

　劉麗蕾リウ・リーレイばかりか、茜あかねまでが大きく目を見開いた。

「林リン少尉は、新ソ連のスパイだったのかもしれない。劉リウ少尉の亡命は、新ソ連軍の戦略に沿ったものだったのかもしれない。ですが」

　将まさ輝きは気恥ずかしさを堪たえ、劉麗蕾リウ・リーレイの瞳を正面からのぞき込む。

「日本に亡命したことで、劉リウ少尉は新ソ連からも大だい亜あ連れん合ごうからも守られました。これは、紛れもない事実です」

「あっ……」

　劉麗蕾リウ・リーレイの口から、微かすかな吐息が漏れる。

「また、林リン少尉が基地を抜け出した結果、呂剛虎ルウガンフウの破壊工作は未発のまま頓挫しました。……彼女の真意は、俺には分かりません。ですが結果だけを見るならば、林リン少尉は劉リウ少尉、貴女あなたのことを命懸けで守ったんです」

「うっ……」

　劉麗蕾リウ・リーレイの声が泣き出す前兆を示す。

　将まさ輝きは慌てて、用意しておいたセリフで締めた。

「結果論かもしれませんが、それで良いいじゃないですか」

「はい……はい……」

　劉麗蕾リウ・リーレイが顔を覆って泣き出す。

　茜あかねがその肩を抱きながら、将まさ輝きに非難の視線を向ける。

　将まさ輝きは「後は任せた」とアイコンタクトで応えを返して、ロビーから逃げ出した。

　彼の背中を見送る茜あかねの目は「ヘタレ」とは告げていなかった。

　彼女の眼まな差ざしは「仕方無いなぁ」という温かなものだった。
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「何が人喰い虎だ！　あの役立たず！」

　光み宣のるが罵声を撒まき散ちらす。彼はこの瞬間、水み波なみが同じ屋根の下にいることさえ失念していた。もし書斎兼寝室の防音が完全なものでなければ、彼は水み波なみに不審を持たれたに違いなかった。「時間稼ぎにもなっていないじゃないか！」

　大声を出したことで、光み宣のるは少し落ち着きを取り戻した。

　彼が呂剛虎ルウガンフウの密入国に手を貸したのは、劉麗蕾リウ・リーレイ暗殺の破壊工作が引き起こす混乱に乗じて、既に場所を知られているこの屋や敷しきから別の隠れ家へ移動する為ためだった。その機を失わない為ため、呂剛虎ルウガンフウの動向は周しゆう公こう瑾きんが大だい亜あ連れん合ごう工作部隊の為ために用意したネットワークを通じて、ほぼリアルタイムで追跡していた。

　呂剛虎ルウガンフウと彼が率いる工作部隊は、密入国した山陰の松まつ江えから無事小こ松まつ市に潜入した。だが呂剛虎ルウガンフウは密入国から二日目、小こ松まつ市に侵入したその日の内に斃たおされてしまった。一日すらも時間を稼げなかったのだ。

　呂剛虎ルウガンフウを斃たおしたのは遊撃歩兵小隊の一員として出動した千ち葉ば修なお次つぐだ。遊撃歩兵小隊に呂剛虎ルウガンフウ密入国の情報を流したのは、劉麗蕾リウ・リーレイ暗殺がスムーズに達成されて混乱につながらないことを懸け念ねんした光み宣のるだ。

　この急すぎる事態の推移を招いたのは光み宣のる自身であるとも言える。だから彼は余計に、この結末が腹立たしかった。自分の所為せいでもあると分かっていたから余計に、呂剛虎ルウガンフウの力不足に怒りを覚えていた。

「落ち着こう」

　室内を苛いら立だたしげに歩き回っていた光み宣のるは背もたれの高い椅子に座り、自分にそう言い聞かせた。

「八つ当たりしても仕方が無い。それより、これからどうすべきか、だ」

　この隠れ家は早急に引き払わなければならない。それは光み宣のるの中で、既に決定事項だった。

（もしかしたら僕は、達たつ也やさんを過大評価しているのかもしれないけど）

　声に出さず、光み宣のるは自分自身と問答する。

（達たつ也やさんは遠からず、この隠れ家を見付け出す）

（それはもう、明日のことかもしれない）

（本来であれば、すぐにでも移動すべきだ）

（でもこの場所は、細かく特定されてはいなくても、大まかには知られている）

（達たつ也やさんだけじゃない。十師族も知っている。国防軍にも知られているだろう）

（この一帯は監視されていると見るべきだ）

（今は『鬼き門もん遁とん甲こう』で……『蹟せき兵へい八はち陣じん』で守られているけれど）

（結界の外に出れば、『仮装行列パレード』を全開にしても捕捉されてしまうだろう）

（悲観的に過ぎるかもしれないけれど）

（達たつ也やさんは既に『仮装行列パレード』を破る為ための手掛かりを摑つかんでいると考えておいた方が良いい）

　光み宣のるは思考の中ですら言葉を切って、深く考え込んだ。

（……やはり、僕一人では難しい。外部に協力者が必要だ）

（だったら僕／僕たちが手を貸そうか？）

　その思念は光み宣のるのものではなかった。

　パラサイトの共有意識領域から湧き出したものだった。

（レイモンド？）

（光み宣のる、君らしくないね。思念の防壁が外れていたよ）

　光み宣のるは「しまった」と思いながら、その感情も瞬時に立て直した自我の防壁の内側に隠した。

（聞かれていたのであれば、仕方が無いね）

　そして部分的に解放した意識の領域でレイモンドに応えを返す。

（状況は理解している。ああ、念の為ために断っておくけど、君の思考を読み取ったんじゃないよ。僕にもとっておきの情報収集手段があるんだ）

　レイモンドのセリフに「フリズスキャルヴか」と、光み宣のるはガードした領域で考えた。フリズスキャルヴについては、周しゆう公こう瑾きんが大体のところを摑つかんでいた。

（僕たちは今、相模さがみ灘なだに停泊している）

（インディペンデンスを隠かくれ蓑みのにしたのか）

（ご名答）

　ＵＳＮＡ空母『インディペンデンス』の参戦は不自然なタイミングだった。レイモンドたちの日本近海再侵入支援も、目的の一つだったということだろう。

（侵入したのは僕たちだけじゃないよ。イリーガルＭＡＰ、アメリカの工作部隊も東とう京きように侵入済みだ）

（イリーガルＭＡＰ……ＵＳＮＡ軍非合法illegal魔法師Mystic暗殺者Assassin小隊Platoonかい？）

（良く知っているね。正式には、軍の所属じゃないんだけど）

（正式には、じゃなくて、建前上は、だろう？）

（そうとも言う）

　光み宣のるの脳裏で、レイモンドのクスクス笑いが響いた。

（それで、イリーガルＭＡＰの一部隊、ホースヘッド分隊が達たつ也やの暗殺ミッションに取り掛かっている）

（達たつ也やさんの暗殺？　上手うまく行くはずがない）

　光み宣のるは本心からそう反論した。達たつ也やを殺せるのは自分だけ、と考えたのではない。達たつ也やを殺せるはずなどないという思考が、何の疑いも無く光み宣のるの脳裏に浮かび上がっていた。

（まあね。僕／僕たちもそう思うよ）

　レイモンドの笑い声は、まだ続いていた。

（でもイリーガルＭＡＰは無能じゃない。少なくとも呂剛虎ルウガンフウよりは、マシな混乱を引き起こせるはずさ）

　そこまで言われれば、光み宣のるにもレイモンドの意図が分かる。

（その混乱に乗じてここを脱出しろと？）

（そのとおり。横よこ須す賀かまで来れば、日本から逃がしてあげるよ。もちろん、君の彼女も一緒に）

　水み波なみと一緒に、と言われて、光み宣のるは即答できなかった。

　水み波なみを日本から連れ出す。そこまで光み宣のるは、考えていなかった。

（どうだい？）

　だが再度問われて、

（レイモンド、ありがたく君たちの助けを借りることにするよ）

　光み宣のるはこう答えてしまった。
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　達たつ也やは深み雪ゆきと二人で、ではなく、リーナを加えた三人で夕食のテーブルを囲んでいた。

　昨日もこの三人だった。一人暮らしを始めたリーナを「落ち着くまでは」という口実で深み雪ゆきが誘ったのだ。

　深み雪ゆきの手料理は、今日も美味だ。

　そのことにリーナは、少なからずショックを受けている様子だった。本人に隠す気が有るのか無いのか不明だが「クッ……美味おいしい」などと言いながらフォークを口に運んでいれば、何を考えているのか丸分かりだ。

　深み雪ゆきに料理を習いたい、というのであればまだ良いい。深み雪ゆきに対抗して明日の夕食を用意する、などと言い出さなければ良いが……。達たつ也やはこっそり、そんなことを考えていた。

　動画電話ヴイジホンの呼び出し音が鳴ったのは、達たつ也やがそんな失礼なことを考えているとリーナに覚さとられることなく、無事に食事を終えた直後のことだった。

　達たつ也やはまだ食事中の深み雪ゆきを制して、リビングに移動し電話を取った。

　画面に現れたのは、直接話をしたことが無い、資料で顔と名前は知っている相手だった。

『司し波ば殿、この様な時間に失礼する』

「初めまして。藤ふじ林ばやし家けの御当主殿ですね？」

『そうだ。私のことを知っていてもらえたようで、光栄だ』

　電話の相手は古式魔法の名門、藤ふじ林ばやし家け当主・藤ふじ林ばやし長なが正まさだった。

「いつもお嬢様にはお世話になっております」

『いや。響きよう子この方こそ、貴殿にはいつも無理難題を押し付けてばかりいるようで、恐縮している』

　達たつ也やが持っている資料が正しければ、藤ふじ林ばやし長なが正まさは五十代半ば。彼の父親より年長だ。丁寧とは言い難がたい言葉遣いも、礼を失しているとは言えないだろう。

『この度は一族の者がご迷惑をお掛けして、まことに申し訳ない』

「いえ、藤ふじ林ばやし家けに責任があるとは考えておりません」

『そう言ってもらえるのはありがたいが、血のつながりは無くとも、あの者は私の甥おいだ。当主の甥おいならば、一族の一人。知らん顔など許されない。私は藤ふじ林ばやし家け当主として、あの者を一族内で処断したいと考え、九く島どう家けの許可も得た』

「九く島どう家けが承知したのですか」

　その報しらせは、達たつ也やにとっても意外なものだった。九く島どう光み宣のるは当主の息子であり、先代当主を殺した仇かたきだ。九く島どう家けは既に光み宣のるの処分を師族会議に委ねているが、本音では他人に介入させたくないのだと達たつ也やは考えていた。

『だが司し波ば殿は、ご自分もあの者の討伐に加わりたいとのご意向だとうかがった』

「今回の件は、自分と光み宣のるの対立に端を発したものです。この手でけりを付けるべきだと、自分は考えています」

　達たつ也やは誤解を招かぬよう、誤解される余地が無いよう、ハッキリと答えた。

　彼はこの件で蚊帳かやの外に置かれても良いとは、毛頭考えていなかった。

『当事者である貴殿のお心は尊重したいと、私は考えている。ついては九く島どう光み宣のる討伐のスケジュールを調節したい。私は明みよう後ご日にち、七月十三日土曜日に青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに赴き、九く島どう光み宣のるを討ちたいと考えている。司し波ば殿のご都合は如何いかがか』

「明後日あさつてですか」

　達たつ也やが即答しなかったのは、『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』を分析する時間がもう少し欲しいと本音では考えていたからだ。だが水み波なみの状態が分かるとはいえ、一刻も早く救出すべきであるのも事実。

「承知しました。お供させていただきます」

『ありがたい。では待ち合わせの場所、時間は司し波ば殿にお任せする』

「分かりました。後程、お嬢様にお伝えします」

『それで構わない。当日はよろしくお願いする』

　藤ふじ林ばやし長なが正まさは画面の中で深々と一礼して、通話を切った。

　考えていた以上の急展開に、達たつ也やは改めて気持ちを引き締めた。





◇　◇　◇






「真ま言こと殿、これでよろしかったのか？」

　電話を終えた藤ふじ林ばやし長なが正まさが、カメラの範囲外にひっそりと座っていた九く島どう家け当主、九く島どう光み宣のるの父である九く島どう真ま言ことに、念を押すように話し掛けた。

「ああ、これで良いい。長なが正まさ、手間を掛けるな」

「先程司し波ば殿にも申し上げたが、血のつながりは無くとも光み宣のるは私の甥おい、一族の一員だ。知らぬ顔はできない」

　藤ふじ林ばやし長なが正まさの言葉に、九く島どう真ま言ことが無言で頷うなずく。

　仄ほの暗ぐらく照明が抑えられた部屋の中に、暗い沈黙が蟠わだかまった。





〔追跡編〈下〉へ続く〕









　あとがき




　今回も御手に取っていただき、ありがとうございます。

『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』第二十八巻『追跡編〈上〉』、如何いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけましたでしょうか。




　今回のサブタイトルは『追跡編』ですが、この巻で追跡劇が演じられたのは冒頭の五分の一程度です。後は「追いかけっこ」と言うより「隠れんぼ」でした。

　主人公の達たつ也やは今回、本格的に自分の力が通用しない状況に直面することで新たな能力のヒントを得ました。この流れには正直なところ、こうして本という形にした後も迷いがあります。

　全ての戦力があらかじめ明らかになっている盤面競技とは違って戦いに隠し球は付きものですが、敵軍にとっては予期せぬ戦力でも自軍にとっては前まえ以もつて分かっているか、少なくとも予想され計算されたものであるべきではないか……と。自分自身が予想していなかった新兵器が突然登場するのは、少しずるいと思ってしまうのです。

　達たつ也やが散々試行錯誤を繰り返して、結局この巻では新しい能力を物にできなかったのは、作者である私のそういう迷いが反映されたものでした。

　ただ、新しく見付けた技術で一人目の敵は撃退していますし、娯楽小説のお約束は踏襲できているのではないでしょうか。

　今回は、このところ出番が無かった達たつ也やの友人たちが久々に登場しました。この巻では本格的に活躍させられませんでしたが、次の『追跡編〈下〉』では大いに暴れてもらう予定です。

　大暴れという点で言えば、最後に摩ま利りの彼氏がこの巻の主役をさらっていきましたね。将まさ輝きも劉麗蕾リウ・リーレイ相手に中々の二枚目ぶりを見せてくれましたが、修なお次つぐの活躍に比べればどうしても霞かすんでしまいます。

　修なお次つぐと呂剛虎ルウガンフウの激突は、私にとって大変書きやすいシーンでした。呂剛虎ルウガンフウを退場させるのがもったいないと感じるくらいです。やはり撃ち合いよりも殴り合いや斬り合いの方が、イメージしやすいんですよね。このシリーズが終わったら、そちら方面を題材にした方が生産性が上がるかもしれません。……付加価値生産性が上がるとは限りませんが。




『追跡編』の下巻は再来月刊行の予定です。今の予定では『追跡編』の次が『奪還編』。その次が『未来編』。そして短編の『卒業編』と続く構想になっております。

『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』シリーズに最後までお付き合いいただけますよう、よろしくお願い致します。


（佐さ島とう　勤つとむ）
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